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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。













　目次








恋人召喚　　お前が俺の鞘になれ




　あとがき




ギャラリー


















　人生はときどき思いもしない事が起こる。

　友人にいきなり告白されたり、祖父の遺品を引き継ついだり、短たん剣けんの中から男が出てきたり。

　黴かび臭くさい屋根裏で目ま映ばゆい光を纏まとって現れた男を前に、俺は馬ば鹿かみたいにぽかんと口を開けた。

　この世に鉤かぎ原はらツバサとして生を受けて十九年と三〇日。今まで想像した事もない異常事態に思考回路は緊きん急きゆう停止状態だ。長い睫まつげに縁ふち取どられた瞼まぶたがゆっくりと持ち上がる様をただ見守る。

　恐おそろしいほどに透すき通った紫むらさき色いろの瞳ひとみが結んだ焦しよう点てんの先に、俺を捉とらえる。

　男は億おつ劫くうそうに首を傾かしげた。純度の高い金で作られたような髪かみがさらりと揺ゆれると同時に、金属同士がぶつかって幅はば広びろの首くび飾かざりが小さく音を響ひびかせる。

「随ずい分ぶん、厄やつ介かいな事をしてくれたな」

　声は澄すんでいたが想像していたよりも低く威い圧あつ的で、反射的に肩かたがびくっと跳はねた。

　男は裸足はだしの爪つま先さきで、湿しめった板の上に落ちていた小さな欠片かけらを蹴ける。蹴られた破は片へんがこつんとデニムに包まれた膝ひざに当たった。それが先さき程ほど弾はじけた鞘さやの欠片だと分かったときに、手品の如ごとく突とつ然ぜん現れた目の前の男が静かに怒おこっている事に気が付いた。

　───だけど、一体どうして？







　今まで関かかわった人達が俺に評価を下すとき、高確率で「暢のん気き」「マイペース」が出てくる。

　そのせいか周囲をやきもきさせる事が多く、大学受験に失敗したときも俺より弟の方が動どう揺ようしていた。俺はせいぜい就職を望む頑がん固こな親おや父じを説得するのが大変そうだと、憂ゆう鬱うつになった程度だった。落ち着いているのは、自分に過度な期待を懸かけないせいもある。

　どうせ俺は失敗するだろうと、初めから心の準備ができているのだ。

『まぁ、今社会に出てもツバサはろくな仕事ができそうにないしな』

　そんな失礼な親父の台詞せりふで一年間だけ市内の予備校に通う事と、それに伴ともなって交通の便が良い母方の祖父の家に身を寄せる事が決まった。しかし残念ながら同居話が纏まった三月に祖父は七十七歳でこの世を去り、俺はこの四月から母親の生家である古びた一いつ軒けん家やで一人暮らしを始めた。

　家はぼろぼろだが、女友達を頻ひん繁ぱんに自分の部屋に連れ込む弟と暮らすよりは、遥かに勉強に集中できる環かん境きようだと思っていた。昨日までは。

『夜は暴風雨になるみたいだから、気を付けてね。古い家だから雨あま漏もりするかもしれないし』

　電話で忠告されたときは、心しん配ぱい性しようだと母親の意見を笑った。

　しかしいざ台風が近づいて来ると窓は狂くるったように震ふるえ、家全体がガタガタ揺れた。

　まさか吹ふき飛ばないよな、と吊つるされた電球が笠かさごとゆらめくのを不安な気持ちで眺ながめていたら、天てん井じようから水が滴したたってきた。慌あわててコップやバケツをそこら中に配置して、建て付けの悪いサッシの隙すき間まから入りこんでくる雨を拭ぬぐう作業に追われる。

　ようやく一段落付いてからタオルケットにくるまったが、倒とう壊かいの恐きよう怖ふと風の音で眠ねむれないまま朝を迎むかえた。疲つかれの取れない体をのそのそと起こして台所に向かい、シンクで歯を磨みがくときに食器棚だなに仕し舞まわれた刀立て風の箸はし置おきを目にして、祖父のコレクションの事を思い出した。

「まずい。屋根裏に置きっぱなしだ……」

　来年、この家は人手に渡わたる。それまで祖父の荷物を片づけるのが、浪ろう人にんの許可を貰もらうための交こう換かん条件の一つだ。特に片づけを頼たのまれていたのは、祖父が趣しゆ味みで集めた刀とう剣けん類だ。

　最初は日本刀だけだったが、定年後は古今東西のあらゆる刀剣に興味を示し、ネットのオークションまで駆く使しして買い漁あさっていたらしい。遺ゆい言ごんでは俺と弟がその相続人に指名されたが、弟は一本だけナイフを取ると、それ以外の権利を放ほう棄きしたため、処分は俺に一任されている。

「居間に雨漏りするぐらいだから、屋根裏はかなり濡ぬれてるだろうなぁ」

　げんなりしながら、仏ぶつ壇だんがある奥の部屋の押入に設しつらえられた階段から屋根裏に上った。

　朝でも暗いその場所に、懐かい中ちゆう電灯を持って足を踏ふみ入れる。ここに入るのは幼い頃ころ以来だ。

　大量のコレクションがある事は知っていたが、実際目にして「うわー」と声が漏もれた。

　決して狭せまくはない屋根裏が、見み渡わたす限りに物で溢あふれている。それら全すべてが刀剣だと思うと、頭痛がしてくる。いっそのこと俺も相続を放棄したい。

「かなり湿ってるなぁ」

　天井板は想像通り冷たく濡れて、重みに耐たえかねるように撓しなっていた。このままでは天井板が割れて下の部屋に祖父のコレクションが落ちるのは時間の問題だろう。

「はぁ、面めん倒どうだけど、一回全部下に移すか……」

　近くにある物から運び出して、濡れた物は一階の縁えん側がわに干し、それ以外は仏壇のある客間に移す。二時間かけてなんとか屋根裏を空にしてから、懐中電灯を回収するために再度屋根裏に上った。その時に端はしの方にあった為ために見落としていた色いろ褪あせた某ぼう有名百貨店の紙かみ袋ぶくろに気付く。

「まだあったのかよ」

　うんざりと中を覗のぞき込むと、入っていたのは細長い五〇センチ程の石のような固まりだった。

　取り出すと先に付いていた土が落ちて、金属製の柄つかが姿を現した。どうも全体的に汚よごれているようなので、指先で乾かわいた土を払はらい落とすと、鞘が形を見せる。それは土器に似た質感だった。細かな模様が彫ほられているが、隙間には泥や砂が入り込み、あまり綺き麗れいな状態ではない。

「土で出来た鞘なんて聞いたことないけど……じいちゃん、また騙だまされたのかな」

　以前宮みや本もと武蔵むさしが使っていたという脇わき差ざしを入手したと自じ慢まんされたが、よく見ると製造番号が振ふってあった。そういう事が度たび々たびあるから、コレクションを全部売っても数万円にしかならないどころか、処分費がかかるだろうと親族全員が憂鬱に思っている。

「もしかして鞘が珍めずらしいって理由だけで買ったのかな？」

　いや、そもそもこれは本当に剣けんなのか？

　試ためしに柄を摑つかんで鞘から引き抜ぬこうとしたが、かなりの力を入れてもびくともしない。

「ぐっ、ぎっ、中で錆さび付いてるのかな」

　手だけでは無理だ。足で鞘を挟はさんで両手で柄を摑み、背筋を使う。

　嚙かみしめた奥歯が軋きしんだ瞬しゆん間かん、足の間から鞘がずるっと抜ける。

「う、わっ」

　力を入れていた反動で、ドンと背中から転がる。埃ほこりっぽい上に水気を孕はらんで嫌いやな臭においのする板に手を突ついて上体を起こすと、髪の毛に粘ねばついた蜘蛛くもの糸が付いていた。

　大事なコレクションを置くなら、掃そう除じぐらいしておいて欲しい。

「でも、どっちかって言うと刀剣が好きっていうよりも集めるのが好きだったんだろうなぁ」

　だから手に入れた後は興味が薄うすれて、屋根裏に仕舞っていたのだろう。

　こんな物の何が良かったのか理解に苦しむと、抜けない剣を手の上でくるっと一回転させる。

　投げるのに丁度良い重さだと思ったときに、手が滑すべって板の上に落としてしまう。

　相変わらず鈍どんくさい自分に呆あきれた瞬間、鞘がパシンと音を立てて砕くだけた。割れるというよりも、内側から爆ばく発はつするような激しさで、飛び散った破片が礫つぶてのように顔にぶつかる。

　昨日からずっとついていない。ひりつく顔を撫なでていると、板の上に置いたままの懐中電灯の明かりの先を、黒い子こ猫ねこのような物がさっと掠かすめた。

「子猫、は現実的じゃないよな。もしかしてでっかい虫だった？」

　田舎いなか育ちだから虫は見慣れているが、子猫と見み間ま違ちがうほどの大きさなら別だ。

　びくつきながら懐中電灯で周囲を照らす。しかしそれらしき物は確かく認にんできない。出口は俺の真後ろにある穴しかないのにどこにも姿が見えないという事は、俺の見間違いだったのだろう。

　恐らく寝ね不ぶ足そくで目が疲れているせいで、おかしな物を見たのだ。そう結論付けて、早々に子猫か巨きよ大だいな虫だか分からない物を探すのは諦あきらめて、鞘が砕け散った事で現れた短剣を手に取る。

　刀身にまで細かな模様が刻まれているから、鑑賞用なのかもしれない。

「安物には見えないけど、かといって高そうでもないし……」

　日本刀ではない事は確かだが、どこの物かは分からなかった。

　するりと刀身の模様に指を這はわせる。その途と端たん、手の中の短剣がぼんやりと輝かがやき始めた。

「え？」

　懐中電灯の明かりが反射したわけじゃない。明らかに種類の違ちがう光の色に戸と惑まどいながら、心臓が鼓こ動どうするように強弱を付けて輝くそれを見つめる。

「もしかして、子供向けのオモチャとか？」

　最近の玩がん具ぐはハイテクだ。振った瞬間に効果音が出る剣なんてのも売ってるらしい。

　鞘から抜き取った瞬間スイッチが入って点灯する物があっても、不思議じゃない。

「じいちゃん、かなりボケてたんだなぁ。三年前にばあちゃんが死んで相当参ってたのかも」

　そう考えると、孫として罪悪感を覚える。面倒がらずにもっと様子を見に来るべきだった。

　これは燃えないゴミに分別して早々に処分だと決めて、刀身を摑む。

　途端に、指にぴりっと鋭するどい痛みが走る。子供向けだと疑いもしなかったから、まさか切れるとは思わなかった。人差し指に引かれた赤い血の線を裏切られた気分で見つめていると、先程まで弱々しく輝いていた短剣が急に激しい光を放ち出す。

　刀身に薄く彫られていた模様が黒く染まり、短剣がひとりでにふわりと宙に浮うき上がった。

「ここまでハイテクなのって、聞いたことないけど……」

　一体どうなっているのか、と伸のばした手が触ふれる前に一ひと際きわ光が強くなり、何も見えなくなる。

　反射的に瞼まぶたを閉じて両手で目を庇かばう。それでも網もう膜まくの奥がじりじりと焼け付く。

　小さい頃、日につ蝕しよくを肉眼で見たときと同じ種類の目め眩まいと頭痛に耐えていると、徐じよ々じよに周囲が暗さを取り戻もどしていくのが分かった。ゆっくりと手を外して、瞼を開ける。

　しばらくは何も見えなかったが、数秒経過したら闇やみの中に白い男の輪りん郭かくを捉とらえる事が出来た。

「………？」

　反科学的なので幽ゆう霊れいは信じない事にしている。だけど男が、人じゃない事は直感で分かった。

　光に包まれた人間なんて今まで会った事がない。

　それに何より、浮いてる。

「参ったな……、これが受験ノイローゼか……」

　深呼吸をしてから瞼を閉じ、顳こめ顬かみと目め頭がしらを揉もむ。じっくりとマッサージしてから再び目を開くと、未いまだにその場で反重力活動中の男の姿が視界に飛び込んでくる。

　暢のん気きだという周囲の評価通り、俺も自分の事をそう思っていた。現げん役えき合格出来なかったくらいで幻げん覚かくを見るほど繊せん細さいだったなんて、驚おどろきだ。

「どうせ幻覚なら、眼鏡めがねをかけたエッチな家庭教師のお姉さんとかが良かったのに」

　綺麗な女性が一問正解ごとに野球拳けんスタイルで服を脱ぬいでくれるサービスがあれば、東大理Ⅲだって余よ裕ゆうで合格できる気がする、と現実逃とう避ひしながら美しい幻覚を眺めた。

　神こう々ごうしいまでに完かん璧ぺきな比率で作られた男だった。

　美しさを損そこねない程度に手足には金の装そう飾しよくが施ほどこされ、首は宝石と金で大おお仰ぎように飾かざられていた。華はなやかだが無骨な印象を与あたえるアクセサリーの他ほかに、体を覆おおっているのは白い腰こし布ぬのと緋ひ色いろのガウンだけで、他は惜おしげもなく実じつ践せん的で美しい筋肉を露ろ出しゆつしている。

「もしかして俺、本当は女性よりも男が好きとか？」

　妄もう想そうにしてはディテールまで作り込まれた男の姿に、つい自問自答する。

　高校のときに同性の幼おさな馴な染じみから向けられた想おもいは迷めい惑わくなだけだった筈はずだが、もしかして心の底では違ったのだろうか。俺が今いま更さら自分の性せい癖へきに頭を悩なやませていると、僅わずかに男の瞼が動く。

　彼を取り巻く光は徐々に弱まっていた。そのまま光ごと男が消えてしまう事を願ったが、そう都合良く行かないらしい。紫むらさきの美しい瞳ひとみが俺に向けられ、男は不ふ機き嫌げんな声で「随ずい分ぶん、厄やつ介かいな事をしてくれたな」と言って、足あし下もとにあった鞘さやの欠片かけらを蹴けった。

　幻覚のくせにやけにリアルで圧あつ迫ぱく感かんのある態度を前にして、俺はアホみたいにへらっと笑えみを浮かべる。しかし逆効果だったようで、紫色の瞳は苛いら立だたしげに眇すがめられた。威い圧あつ感かんに肌はだがびりびりして、とりあえず何か言わなければと焦あせる。

「に、日本語、お上手ですね……」

「……純潔であること、権力を欲ほつしないこと、メシェタの血を継つぐ者ではないこと。それが封ふう印いんを解ける者の条件だが、叶かなうならそこに聡そう明めいであることも付け加えるべきだったな」

　怒いかりよりも呆れが勝まさってきた声こわ音ねで言うと、男は手を伸ばして俺の右みぎ頰ほおに触れる。

　それは初めて味わう奇き妙みような感かん触しよくだった。

　触れられた頰から首、そして右側の指先や爪つま先さきまで皮ひ膚ふがむずむずと蠢うごめく。肌の下を虫が這う気味の悪い感覚に視線を落とすと、半はん袖そでから覗く右みぎ腕うでから指先まで鳥の羽にも魚の鱗うろこにも似た異様な黒い模様が、びっしりと浮き上がっていた。

　これも幻覚なのだろうか。目視できるのは鎖さ骨こつの辺りまでだが、もしかしたら頰にも浮き出ているかもしれない。どこかで目にした記き憶おくがあると思い、それが刀身に描えがかれていた物と同じだと気付く。そういえばこの妄想を生み出したあの剣はどこに行ったのだろう。

「あ、の……」

　顔を上げると、男と視線が合う。

　綺き麗れいな目に見つめられると彼が幻まぼろしで、しかも同性だと分かっているのに動どう揺ようする。　>>>♥

「契けい約やくは成立した。今からお前は俺の鞘だ。その粗そ末まつな服を脱いで体を差し出せ」

「はい？」

「早くしろ。それとも、力で屈くつ服ぷくさせられたいのか？」

　不機嫌を固めて作ったような紫色の瞳が、ほんの少しだけ色を濃こくする。

「契約？　体を差し出すって……？」

　相手が話しているのは日本語で、発音も文節も完璧なのに、意味が全く理解できない。

　国語は苦手だが、今までこんなにも相手の喋しやべっている話の内容が分からない事はなかった。

「お前は契約により、貞てい操そうを供く物もつとして差し出す必要がある」

　成人向けの漫まん画がやゲームでありがちな設定に、額を押さえる。

　主人公の男子が願いを叶えて貰もらう代だい償しように、淫いん魔ま的な魔ま物ものと体を繫つなげるアレか。

　願いを叶えて貰える上、えっちな事ができるなんてどっちもご褒ほう美びだ。

　中学生男子なら心躍おどる妄想だろう。ただし相手は美女に限る。自分より体格の良い同性にそんな要求をされても、全然喜べない。むしろ恐きよう怖ふしかない。

　もしかしてこれが俺の願望なのだろうか。深層心理では古代エジプト風の傲ごう慢まんな美形に抱だかれたいと考えていて、それが受験ノイローゼと化学反応を起こして爆発。結果、こんな風に妄想から体を要求されるような事態を引き起こしたのか。そんな馬ば鹿かな。

「あの、一つ質問なんですが」

　幻げん影えいだと理解していても敬語になってしまうのは、男のやたらと尊大な態度のせいだ。

　そろそろと片手を挙げて質問の許可を求めると、相手は目だけで続きを促うながす。

「俺は男で、あなたも男ですよね？　体を差し出した場合、どっちが女性役なんでしょうか」

　体を要求される理由はまったく分からないが、とりあえず自分の性癖を正確に把は握あくするためにも、訊きいてみる。契約だとか供物だとか、その辺りの事にはひとまず触れない事にした。

「お前が鞘だと言っただろう？」

　男は薄うすい唇くちびるを曲げて笑う。同性でもびりっと来るような、魅み惑わく的な表情だった。

「……疲つかれてんのかな。最近ずっと勉強ばっかだったし」

　朝の六時に起き床しようして夜の一時に就しゆう寝しんするまで、家と予備校を往復するばかりで、勉強中心の生活を送っている。恐おそらく十代最後の一年を勉強に捧ささげているフラストレーションが、俺に突とつ拍ぴよう子しもない幻覚を見せているのだろう。とはいえ、ここで幻覚に飲まれたら駄だ目めだ。

「すいません、そういうの間に合ってるので。誰だれか他の方を鞘にしてあげてください」

　毅き然ぜんとした態度できっぱりと断り、目の前の男から逃にげるように屋根裏を出て縁えん側がわに向かう。

　振ふり返ったが、幻覚は追い掛かけて来なかった。

　明るい日差しと手入れが行き届いていない庭を目にして、ほっと息を吐つく。錆さびた物干し台の横に小人でも見えたらどうしようと不安になったが、そういうメルヘンな物は見えない。

「腕うでのは、まだ見えてるけど……そのうち見えなくなるよな、きっと」

　皮膚の上に黒く浮き上がったそれは、刺青いれずみのように擦こすっても落ちない。

　鏡を見たら、案の定目の下の辺りまで続いていた。

　俺以外には見えないだろうが、くっきりとした黒い模様がどうしても気になってしまう。

「洗ったら落ちないかな」

　体は蜘蛛くもの巣すや埃ほこりまみれだったから、どうせならシャワーを浴びてしまおうと、水色のタイルが貼はられたバスルームに入る。服を脱いだときに模様は右腕だけでなく、肩かたから脇わき腹ばら辺りまで続いている事を確かく認にんして、より絶望的な気分になった。

　しかも石せつ鹼けんを泡あわ立だてたタオルで擦っても、肌の上の模様は滲にじみもしなければ、薄くなる事も無い。肌が赤くなり、ひりつき始めても変化がないのを見て、諦あきらめて風呂ふろを出た。

「こういう幻覚が見える場合、早めにそういう病院に行った方がいいのかな」

　下着姿のまま渇かわいた喉のどを潤うるおすために冷蔵庫から紙パックのアセロラジュースを取り出す。

　直接飲んだせいで、薄うす赤あかい液体が口を付けた部分に滲む。

　半分近く残ったそれを仕し舞まうときに、縁側の方からガタリと音がして飛び上がった。

　先さき程ほど見た幻覚の男の事が頭を掠かすめる。確かめたくないが、確かめずには居られない。

　居間と縁側の間にある障子を慎しん重ちように開けて、恐る恐る様子を窺うかがう。バランスを考えずに積んだ箱が一つ崩くずれているが、それ以外は特に変わった様子はない。

　ほっと息を吐いたときに、ブウゥウンと重低音が聞こえて台所の方をばっと振り返る。

　音の出所には冷蔵庫が鎮ちん座ざしていた。びびり過ぎな自分に呆あきれつつも、服を着るために自室に繫がる襖ふすまを開ける。一年しか住まないので、荷物はあまり持ち込んでいない。

　部屋にあるのは自宅から運んだ勉強机一式と参考書が詰つまった本ほん棚だな、中学の誕生日に新調してもらったパイプベッド。

　そして、浮ふ遊ゆうする男。どうやら妄想にはまだ続きがあるらしい。

「貞操を捧げる前に体を清めてくるとは、良い心がけだ」

　しかもいつの間にか、貞操を捧げる前提で話が進んでいる。

　否定しようと口を開きかけたが、実在していない相手にむきになるのも馬鹿らしい。

「……とりあえず腕のこれ、消して貰えませんか？」

　幻覚のことは幻覚に頼たのもうと、男の存在を消す事や話を理解する事を諦めて、腕を前に出して黒い模様を見せる。持っている服とも合わないし、是ぜ非ひとも消して貰いたい。間ま違ちがって眉まゆを剃そり落としたときのように、毎朝鏡を見るたびにぎょっとするのはごめんだ。

「それは鞘の証しるしだ。俺かお前のどちらかが死んで契約が切れるまで消えない」

「鞘って、さっきから俺のことを言ってるんですか？」

「剣けんには鞘が必要だ。お前は人間だが、若く健康だ。鞘としては問題ない」

「言っている事は全然分かりませんが……鞘なら腐くさるほどあるので好きなだけあげますから、とりあえず俺の家から出ていって貰えませんか？」

　縁側でひなたぼっこしている祖父のコレクションを思い浮うかべる。妄想が消えるなら、全部持っていって貰っても構わない。むしろそうしてくれると助かる。

「ただの鞘では意味がない。俺の力を受け入れられる程ほど強い物でなくてはならない」

「俺より頑がん丈じような鞘なんて、たくさんあると思いますけど」

　俺の言葉に男は宙に浮く見えない椅い子すに座ったまま脚あしを組んで眉を寄せる。

「どうもお前は正確に事態を理解していないようだ」

「大だい丈じよう夫ぶです、きっと夢オチが待ってますから。妄もう想そうじゃなければ、夢です」

　掌てのひらを相手に向けて強く肯うなずく。もうすぐ目覚しが鳴って、俺はベッドの上でハッと目を開ける。

　待ち遠しいその瞬しゆん間かんを期待している俺の手に、男が触ふれた。その途と端たんびりっと体に電流が走って、肌の上に浮き上がっていた模様は沈しずむように消える。

「え、さっき消えないって……」

「昼の星と同じように、見えないだけで存在はしている」

「それを言うならブロッケンの妖よう怪かいでしょう？　ありもしないのに、あるように見える」

　反論すると、男は面めん倒どう臭くさそうに視線を俺から外す。「やれやれ」と表現するのに相応ふさわしい表情は、かなり人間くさい。

「言葉で理解させるよりも、体感させたほうが早そうだ」

　男は蠅はえでも追い払はらうように右手を払う。

　爪つめの先まで整った指に眼めを奪うばわれた直後、いきなり俺の体が浮き上がる。

「うわ……っ」

　床ゆかを踏ふみしめていない足をばたばたと動かしたときに、天てん井じよう近くまで一気に持ち上げられた。

　しかし男ほど軽かろやかな浮遊ではなく、見えない何かに胴どう上あげされている感覚に近い。落ちそうになって慌あわてて体を捩よじったところ、そのままベッドの上に投げられる。

　スプリングが利きいているベッドは、呆あつ気けなく持ち主を床に跳はね返した。ぶん、びよん、どさっという一連の流れの中で最後のやつが一番痛い。床に腰こしを打ち付けて呻うめきながら、肘ひじをついた。確かにベッドで目を覚ます事を期待していたが、違ちがう。こういうのは望んでない。

「こいつらも外に出るのは随ずい分ぶん久し振ぶりだからな。まだ勘かんが戻もどってないようだ」

「こいつらってなんですか。っていうかあなたの仕し業わざなら、とりあえず一回謝れ」

　畜ちく生しよう、一体なんでこんな目に。いくら幻げん覚かくだからって、こうも好き勝手されると怒いかりが湧わく。

　しかし男は気にも留めない。俺の文句なんて虫の羽音程度にしか思っていないのだろう。腹立たしい気持ちを隠かくさずに睨にらみ上げた途端、何かに腕を摑つかまれた。

　先程と同じように持ち上げられ、ベッドの上に押し倒たおされる。今度は跳ね返される事はなかったが、それでも手て荒あらである事には変わらない。

　起きあがろうとしたが、体が動かなかった。というよりも目に映らない手に胸の辺りを押さえられているような感覚だった。

「なに、これ」

　見えない手を払おうとしたが、向こうの力の方がずっと強くてうまく行かない。もたついてるうちに両手首を摑まれて、動きを封ふうじられた。理解できないおかしな事の連続に、パニックを起こしそうだ。普ふ段だん暢のん気きだの楽天家だの言われる俺でも、この異常事態は受け入れられない。

「これも……あなたがやってるんですか？」

　男は何も言わなかったが、緩ゆるく弧こを描えがく唇の形から答えを察する。

　戸と惑まどっているうちに胸の上の手が下がり、腹筋を撫なでた。見えないが、感覚から肉厚で大きな手だという事は分かる。そのまま手は躊ちゆう躇ちよ無く下着を摑んだ。

　ずり下ろされるのかと思ったが、引き裂さかれる。

「うわっ、ちょっと……！」

「気の毒に。中身まで引き裂かれなくて良かったな」

「俺の下着を引き裂いて置いて他人ひと事ごとみたいな言い方しないでくださいよ！」

「文句は俺ではなく、こいつらに言え」

　項うな垂だれた状態で露ろ出しゆつされた下半身を隠そうとしたが、手は相変わらず摑まれたままだ。膝ひざを寄せようとした途端に、足首まで拘こう束そくされる。

　手首足首、そして下着を引き裂いた手。合計六本の見えない手が俺の体に触ふれている。一体どういう状じよう況きようなのか、理解しようとすればするほど混乱する。

「だから、こいつらってなんなんですか」

　先さき程ほど答えて貰もらえなかった質問を繰くり返すと、男は言葉を探すために一度瞬またたきをする。

「ゴーレム。お前の語ご彙いではそう表現するのが一番近い。俺の命令だけを聞く従順な僕しもべだ」

「ゴーレム……？　額の文字を一つ消すと壊こわせる土の妖怪でしたっけ？」

「お前の語彙ではと言っただろ？　感情のない操あやつり人形という点では同じだが、こいつらはナツメヤシと鉄剣から出来ている。壊すには俺を殺すか、芯しんとなっている剣を取り出す以外に有り得ない。作るのに時間はかかるが、丈じよう夫ぶで便利な駒こまだ」

　ナツメヤシってどんな木だろうと考えて、慌てて首を振ふる。幻覚の言葉にいつの間にか飲まれている。俺さえまともに戻るか、夢が覚めればゴーレムも男も、何もかも消えてしまうんだ。

「だから自分をしっかり持たないと。じゃないと、この不思議な世界から出てこられなくなる」

「お前は随ずい分ぶんと、頭が固いな」

　感心したように肯くと、男は立てた人差し指を下に向けた。

　その仕草が、どんな意味を持つのかは知らない。けれど直後にぬめっとした感覚を腕うでや足に覚えて、鳥とり肌はだが立つ。その尖とがった毛穴さえもぬるぬると辿たどられた。

「むぎゃ……っ」

　巨きよ大だいなナメクジに体中を這はわれているような、おぞましさを覚える。傍はたから見れば、俺はベッドの上で両手を上げて、体を奇き妙みように捩っているとしか見えないだろう。視線を向けても、何もなかった。だけど錯さつ覚かくじゃない。目に映らないだけで、確かに何かが肌はだの上を這っている。

「な、ん……すか、これ、わっ……はわっ」

　脇わきの下をべろんと舐なめられたときに、やけに尖った歯が皮ひ膚ふに当たり、軟なん体たい動物にしか思えないそれが、ゴーレムの舌であると気付く。木が主成分だと聞いたが、舌は少し大きくて長いが柔やわらかくて水気もある。感かん触しよくはあまり人間と変わらない。

　足の指の間や膝、腕の内側から脇、胸を舐められて思わず腰が跳ねた。

「声に色気がない。興が削そがれる」

「む、むしろ削がれろ」

　不服そうな態度の男を横目に、どうにか舌から逃にげようとするが、腕の一本すら自由にならない。四し肢しを押さえられてる状態では、抵てい抗こうもろくにできなかった。そのうち舌の一つが胸の先を掠かすめ、こんなわけの分からない状況なのに妙な気分になる。

「は、ひっ」

　視線を落とすと嬲なぶられる乳ち首くびが見えた。舌で何度も繰り返し舐められたせいで、生々しい疼うずきを覚える。彼らの舌は目に映らないが、それに押されて肌が僅わずかに窪くぼみ、立ち上がった乳頭が傾かたむくのが見える。確かに濡ぬれた感覚があるのに、舐められた場所は乾かわいていた。

　きっと唾だ液えきも見えないのだ。それに気付いたとき、右足の爪先をぱくりと咥くわえられる。

「ふっ……ぁ」

　足の裏から、舌がひくひくと動く感覚が伝わって来て、ぞくりとした。

　足の甲こうに軽く立てられた歯の鋭するどさに体を震ふるわせて、半ば無意識に首をうち振る。もう片方の足は踝くるぶしから爪先までを何度も舌で辿られた。時折指を含ふくまれ、股またの部分に舌を入れられる。

「あっ、う」

　足ばかりに意識を奪われていると、脇にも舌が這う。皮膚が薄うすくなっている場所を吸われ、耳もしゃぶられる。もう何本の腕が体に触れ、いくつの舌に舐められているのか分からない。

　思わず横の男に視線を向けた。唇くちびるの笑えみは最初の頃ころよりもずっと深くなっている。

「俺とお前が繫つながる事によって、剣けんと鞘さやの儀ぎ式しきは完かん了りようする。今まで儀式は全すべてこの体ではなく、剣を通して行って来た。肉体同士で儀式を行うのは初めてだが、鞘が人間だから仕方ない」

　相変わらず、男が言っている事の半分も理解できなかった。分かるのは、俺が今見えない何かに犯おかされそうになっているという事だけだ。しかもあまりに生々しくて、本当にこれが実体を持たない夢や幻覚の産物なのか、自信がなくなってくる。

　そんな風に俺がごちゃごちゃ考えてるうちに、舌はとうとう陰いん茎けいに触れた。

　最初は犬みたいにただ舐められていただけだったが、根本から先せん端たんまでをすっぽりと口の中に含まれて、「うぅー……」と情けない呻き声が漏もれる。

　異常な状況でも快感を拾い上げる自分の図太さに呆あきれながら、舌自体が独立した生き物のごとく動き回り、敏びん感かんな部分を掠めていくのに耐たえる。だけど少し被かぶっている先端の皮を舌先で捲まくられると、うっかり喘あえぎそうになった。

　外気にすらあまり触ふれ慣れていない過保護な先端を吸われ、痛いほど強い刺し激げきに泣きたくなる。屋根裏で祖父の遺品と格かく闘とうしていたのは数十分前の事なのに、遠いむかしの事に思えた。

「む、う、……っう、ぁ」

　達して仕し舞まいそうだと覚かく悟ごしたときに、鋭い歯の先が陰いん囊のうを掠める。

　途と端たんに恐きよう怖ふ心から、硬かたくなっていた物が萎なえた。この隙すきにもう一度冷静になろうとする。

　どうせ現実ではないのだから身を任せて仕舞いたいという欲よく望ぼうと、こんな異常な状況で達するなんて有り得ないという理性が葛かつ藤とうする。けれどそんな事を考えていられたのは、あまり長い時間ではなかった。

　舌は一つではない。ぬるぬると体中を這い回っている。太ふと腿ももの内側、脇、陰囊の裏側。ふいにべちゃべちゃと音が聞こえた。先走りを舐められているのだと気付き、息を詰つめる。

「ふ、……ぁ」

　声を抑おさえようと自分の手の甲を嚙かんだとき、歯の隙すき間まから無む理り矢や理り、透とう明めいな指が入ってくる。

「っん、ぁ」

「お前は俺の鞘だ。許可無く体を傷つけることは許されない。たとえそれがお前自身に因よる物であっても。それにようやく声に艶つやが出てきたところだ」

「ゆ、ひ、はうひてくらさ……い」

「そいつらは痛みを感じない。嚙み切っても、しばらくすれば元通りだ」

「ほうゆう、もんらい、やな……う、ぁあ、ぁ」

　閉じられない口の奥から声が溢あふれて、かあっと頰ほおに血が上った。

　おかしな声を出してしまった事だけでも恥はずかしいのに、急に膝をぐっと曲げられて脚あしを持ち上げられる。その理由は、陰囊の奥に舌を這わされた瞬しゆん間かんに分かった。

　普ふ段だんは閉じたままの処ところを、執しつ拗ように舌先で突つつかれて顔から火が出そうになる。

「っ、ぁ、ひゃめて、う、や」

　脚をばたつかせる事も出来ないまま、汚きたなくて恥ずかしい場所を指と舌で開かれた。穴の内側を舐められて、ぞっとするのと同時に、いやらしくて膝が震える。

「ん、……っ」

　意図せずがりっと指に嚙み付いた。固いコルクを嚙んでいるようだった。

　彼らが痛みを感じなくても、遠えん慮りよ無く歯を立てる事はできない。頭ではそう思っていたが、ぬるりと舌が更さらに深く入りこんで来ると、また歯を立ててしまう。

「ふ、ぃ、やら」

　首を振ると、丁てい寧ねいに舐めていた舌が引っ込み、指が入ってきた。体を押さえられていたときは分からなかったが、彼らの指は異様に節くれ立っていて、長い。関節の間が人の倍はある。

「ん、……あ、う」

　ごつごつした一つ目の節が入り口をくぐり抜ぬけ、二つ目の節も咥え込むと中で指がゆっくり曲がる。ふいに下着を引き裂さかれた時の事を思いだして怖こわくなったが、指の動きは至し極ごく緩かん慢まんだった。探さぐるように指が回る。指は細いので、圧あつ迫ぱく感かんはあるが痛みはそれほど感じなかった。

　俺は顔を背そむけて勉強机の上にぼんやりと視線を向けていたが、実際は何も見ていなかった。

　だけど身を捩よじった時に視界が変わり、部屋の中央に浮うき上がったまま緩慢な仕草で腕の飾かざりを外している男と目が合う。

「あ……」

　慌あわてて視線を逸そらしたが、一度気になったら意識の外に追い出せなくなる。

　余すところなく見られているのが分かり、無む駄だな抵抗だと知っているのに、拘こう束そくから逃のがれようとした。それが無理ならせめて膝ひざを閉じようとしたが、見えない手はびくともしない。それどころか余計に大きく開かれて、はしたなく勃たち上がった場所が晒さらされた。

　思わず口の中に入れられた指を嚙む。声を出さずにいたくても、吐と息いきに混じって漏れていく。体中を弄られているせいで、集中力も保もたない。一度は萎えた筈はずの場所が、再び反るほどに育てられ、滑ぬめった淫いん液えきを滴したたらせてはそれを見えない舌に舐め取られてしまう。

「子供っぽくて趣しゆ味みじゃないと思っていたが、なかなか良い。これなら楽しめそうだ」

　指でこじ開けられた穴の中に、舌の先端が再び差し込まれた。

「あ、う」

　徐じよ々じよに体が開かれる感覚に喉が震えた。

　───これは、夢だ。

　後少しで決けつ壊かいしそうな理性を繫ぎ止めたくて首を振ると、咎とがめるように敏感な先端を吸われる。限界だった。息を止めて耐えていたが、とうとう堰せきが切れる。

「っ」

　初めて他人に射精させられた瞬間は、虚むなしさと恥ずかしさで死にそうだった。

　得体の知れない物の口の中に放ってしまった事に不安を覚えたが、精液でどろどろの咥こう内ないで、達したばかりの陰茎を吸われると、そんな事に構っていられなくなる。快感と嫌けん悪おが混ざり合ってぞわぞわと背中が粟あわ立だつ。そのとき、穴の中には二本目の指が入れられた。

「と、めて……、ひっかい、やめ」

　懇こん願がんは聞き入れられないまま、指が動く。違い和わ感かんはもちろんあったが、それが気にならなくなるほど長く時間をかけて解ほぐされた。口の中の指と一いつ緒しよに、体の奥からも指を抜いて貰もらえたのは、三本目の指が中を存分に搔かき回した後だった。圧迫感が失くなり、ほっとして目を閉じる。

　再び熱を持って硬くなった欲望を治めるために、もう一度こいつらは実在しないって事を自分に言い聞かせていると、膝に温かな手が触れた。驚おどろいて瞼まぶたを開けば、目の前に男がいる。

「え？」

　男に触れられ、俺の体を好きに弄っている連中には体温がないと気付く。

　男の手はちゃんと温かい。もしかしたら俺よりも彼の体の方が熱い。それがひどく意外だったが、今はそんな事を考えている場合じゃなさそうだ。

「何を惚ほうけてるんだ？　終わったと思ったのか？」

　無知な子供を嗤わらうように、男は腰こし布ぬのとベルトを外して張り詰めた物を見せた。

　頭が真っ白になる。初めて男性器を見た女性の反応がどういう物かは知らないが、多分俺のリアクションはそれに近かったと思う。そもそも同性のいきりたった物を生で見る機会なんて、普ふ通つうはそうない。しかも男のそれは俺の物よりもずっと「オトナ」だ。いっそ禍まが々まがしい程ほどに。

「う、そですよ、ね？」

　俺の懇願にも似た問いかけに答える代わりに、男は緋ひ色いろのガウンを脱ぬぐとまた指先を動かす。

　それがゴーレムをコントロールしているのは分かったが、動きから命令が読みとれない。

　だから俺は心の準備もなくいきなり体をぐるっと回転させられて、舌を嚙みそうになった。

「お、あ!?」

　ばすんと枕まくらが喉に当たる。両手は肩かたの横でベッドに押さえられ、膝はシーツについていた。自分の格好が交こう尾び中の犬いぬ猫ねこと同じだと理解できた途端、先程まで指を咥え込んでいた穴の上に、ずりっと熱くて硬い物が擦こすり付けられる。

「ひ……っ」

　まざまざと浮かび上がるのは紛まぎれもない恐怖と、同性にやられそうになっているという違和感。現実にしか思えない妄もう想そうへの困こん惑わく。それらがマッシュされて、俺は完全に混乱していた。

　───屋根裏掃そう除じしてただけなのに、なんでこんな事になったんだろう。

　男同士で相手が妄想の場合、ゴムって付けなくていいのかな、なんて事がふっと頭を過よぎったときに、狙ねらいを定めるように腰を摑つかまれる。

「う、く」

　嫌いやだ。逃れたい。そんな場所にあんな大きな物を受け入れるのは怖いし、得体の知れない相手に犯おかされるのも遠慮したい。なのにどうしてか、俺の貧相な性器は萎える気配はなかった。

　背後から聞こえる男の息いき遣づかいに、ぞくりと心臓が震ふるえ鼻び腔こうが熱を持つ。

「……ぁ、う」

　逃にげ場を探して視線を巡めぐらせると、時計が目に入った。短針が正午に近づいている。この夢が終わらない限り、予備校には行けないだろうが、本当にこの夢は覚めるのか。

　さんざん舌と指で嬲なぶられた穴の上に宛あてがわれた性器は生々しくて、夢にも幻げん覚かくにも思えない。

「本気で、入れるんですか？」

　男は俺の耳元に何か囁ささやく。聞いた事のない言葉だ。俺が知っているどの言語にも似ていない。

　一体どういう意味なのか、尋たずねようと思ったが次の瞬間に、男の陰いん茎けいが中に入ってきた。

「く、は……っ」

　広げられる、というのを強く意識した。性急に挿そう入にゆうされたわけじゃないが、それでもずいぶんな圧迫感だった。痛いというより苦しい。入り口の方は、痛みでじんと痺しびれているし、奥の方は戦おののいて震えている。なのに、男は構わずにゆっくりだが、深く埋うずめて来る。

「ひ、ふっ」

「苦しいなら自分で飲み込め。腰をゆっくりと後ろに突きだしてみろ」

「な、にぃ……ぁ」

　何様だよ、と言う途と中ちゆうで尻しりを軽く叩たたかれて、声が上うわ擦ずる。痛みを感じない程度だったが、いきなりでびくっと体が反応した。そのせいでずるっと、少し抜けてしまう。

「飲み込めと言ったんだ」

　責めているが、男の声は至極楽しそうだ。

　なんで俺がこんな事を、と不条理さに泣きそうになりながら、敏びん感かんな場所で止まっているそれを徐々に飲み込んだ。腰を突き出すのは恥ずかしかったし偉えらそうな口調にも反はん撥ぱつを覚えたが、我が慢まんできないほど膨ふくれあがった快感に逆らえない。確かに苦しく、入り口はびりびり痛い。だけど内側を擦られるのは、気を抜けば変な声を漏もらして仕し舞まいそうなほど良かった。

「ん、ん……っ」

　全部飲み込むと、男が俺の背中に覆おおい被かぶさってくる。

　ふいに透とう明めい人間達による拘束がなくなった。シーツの上に突ついていた手の下に、男の手が入ってくる。どけろということだろうかと、ぼやけた頭で考えていると体の奥を突かれて、反射的に男の手を上から握にぎる。すると指を指の間に挟はさまれた。

　重なった手をぼんやり見ていると、さらに激しく腰を使われてぎゅうっと手を摑む。

「は……っ、ンぁ、あっ」

　男が耳元で笑ったのが判わかったが、何故なぜ笑われたのかは判らなかった。

　最後まで受け入れてからは、男は遠慮無く動いた。浅く深く突き入れられて、受け入れた場所が痺れる。その痺れが脳まで広がって、何も考えられなくなっていく。気付いた時には嬌きよう声せいを上げて、腰を揺ゆらしていた。　>>>♥

「あ、い……くっ」

　後ろに陰茎を挿入されたまま達するのは、指先まで細かく震えるほどおかしな感覚だった。

　男を受け入れている場所がきつく痺れ、欲よく情じようで腫はれた尿によう道どうから白はく濁だくを吐はき出す。

　余よ韻いんに震えていると、体の内側で射精された。そのときに右の半身がじわりと熱くなる。見えなくなった筈の模様が染しみ出すように浮かび上がって来た。

「お前が俺の物だという証しるしだ」

　黒い模様の現れた俺の腕うでに触ふれた男は、独どく占せん欲よくも性欲も満たされて心ここ地ちよさそうだった。

　揺さ振ぶられてもいないのに、低い声を聞いただけでまだ咥くわえ込んでいる場所がひくりと動く。

　模様はすぐに消えた。右腕をぼんやりと眺ながめていると、再び見えない手が俺の脚あしに触れる。

「え、あ？」

　全すべて終わった筈なのに、火ほ照てった体に荒あら々あらしく触れられてぎょっとした。

「どうやら褒ほう美びが欲しいらしい」

　男はくぽ、と音を立てて尻から性器が抜ぬくと、付着した精液を俺の太ふと腿ももで拭ぬぐう。

「ん、ぁ」

「こいつらは水と光があれば動けるが、ときどき動物の血や分ぶん泌ぴつ物ぶつを欲しがる」

　笑いながら告げられた話の内容を理解するより早く、出したばかりの敏感な場所をびちゃびちゃと舐なめられる。すぐに汚よごれた太腿や、穴の方にも舌が伸のばされた。

「……っ、舌、が」

　さんざん擦られて敏感になり、ひりついている場所を舌が往復する。

　それだけでも堪たまらないのに上手うまく精液を搔き出せなかったのか、ゴーレムは穴の上に口をつけると、強く吸った。途と端たんに聞くに耐たえない音が上がり、恥はずかしさで死にたくなる。

「っ……」

　与あたえられる刺し激げきを、背を仰け反らせて堪こらえた。まだ奥の方に溜たまっている精液を啜すすろうと更さらに奥まで舌が伸ばされる。そのせいでゴーレムの顔が強く股こ間かんに押し付けられた。鋭えい利りな歯が敏感な膨らみに触れて、恐おそろしくなる。何かの弾はずみで嚙かみ付かれないとも限らない。このまま俯うつぶせでは、いつまで経たっても中の物が出て来ないので、彼らに解放して貰えない気がした。

「あ、う」

　震える足を叱しつ咤たして、体を起こした。そのままではすぐに崩くずれて仕舞いそうだったのでベッドの横にある勉強机に縋すがり付く。誤って、積んであった参考書を幾いくつか床ゆかに落としたが、構って居られなかった。膝ひざを突いて腰を浮うかせる。

　じっとそれが体内の細い隙すき間まを落ちるのを息を殺して待つ。その間も音を立てて穴を吸われ、腰が揺れた。少しでも気を抜けば体中から力が抜けそうだった。彼らが満足して解放してくれるまで随ずい分ぶん時間がかかった気がしたが、時計の針は最後に見たときからあまり進んでいない。それでもシーツの上に座り込む頃ころには、肘も膝もがくがくと震えていた。

「そんなに良かったのか？」

　楽しそうな声がして、男が俺の顎あごの辺りに指を這はわせる。

　指が濡れているのを見て、自分が小さな子供みたいに涎よだれを垂らしていた事に気付かされた。

　口の中に溜まった唾つばを飲み込もうとしたときに、肩かた越ごしに顔を近づけてきた男にキスをされる。舌を吸われて、じゅう、と唇くちびるの間で音が鳴った。

「ん、ん、……う」

　体中好き勝手に弄られて、頭がぼんやりする。背後から腕を回されて、さんざん舐められた胸の先を引っ張られた。ぞくりとした刺激に腰を揺らすと、硬かたくて熱い物が当たる。

「っは、噓うそでしょう、もう、俺……限界……」

　目め尻じりに涙なみだを滲にじませながら首を振る。初めてなのに舌で皮を剝むかれ、穴の奥まで舐められた。女性ともしたことがないのに、中出しまで許した挙げ句、卑ひ猥わいな方法でそれを処理された。

　俺は心の奥でこんな事を望んでいたのだろうか。だとしたら本当に変態だ。

「たった今まで、腰を揺らしてさんざん誘さそってたじゃないか」

「ちがう。だって、あれは……」

「大だい丈じよう夫ぶだ。ここはちゃんと飲み込める」

　いきりたった先せん端たんが宛われて、ずぶずぶと抵てい抗こうもなく切っ先が入ってくる。

「……っ、……ぁっ、また」

「ああ、また気持ちよくしてやる」

　もう何が本当なのか分からない。胸に回された手に体を預けて、揺さ振られるままに腰を揺らす。最後は再び中に出された。まただ、と泣きそうな気分で吐き出された精液が体内を満たすのを感じた。これ以上されたらおかしくなってしまいそうだった。だから見えない連中が先さき程ほどと同じ事をしようと俺の体に触れてきたとき、気が狂くるいそうな快感から逃のがれるために、俺はそっと意識を手放した。







『ランプの精は実在すると思うかなんて、いきなりどうしたんだよ？』

　眠ねむそうな弟はこの電話をどう切るか迷っているみたいだった。

　俺は駅ビルの一階にあるパン屋のイートインコーナーで朝食を食べながら、携けい帯たい電でん話わを片手に昨日の事を回想する。空中に浮くことができる男とセックスして意識を失い、今朝五時に目が覚めるまでずっと眠っていた。朝起きたときには男の姿はなく、俺は裸はだかでタオルケットにくるまっていた。

「真面目まじめな話なんだって」

　最初は変な夢を見たと思っていた。しかし体を起こそうとした瞬しゆん間かん、下腹部に鈍どん痛つうを覚えて、全てが夢でない事に気付いた。途端に怖こわくなって、シャワーを浴びてバッグを摑つかみ、家を飛び出した。そして今はこんな時間に起こされて迷めい惑わくがっている弟にメルヘンな質問をしている。

「じゃあさ、じいちゃんからそういう話聞いたことないか？　剣けんに妖よう精せいが宿ってるとか」

『オ客様ノオカケニナッタ番号ハ、只ただ今いまノ電波ナ発言ニヨリ電波ノ届カナイ場所ニ……』

「だから、真面目に答えろって言ってるだろ？」

　苛いらついた声を出すと、電話の向こうで『ンン、誰だれと話してるの？』と甘い女の子の声が聞こえた。それに対して弟が『いいから寝ねてろよ。もう切るから』と答えるのもだ。

　───女の子に向かって偉そうに話してる様が羨うらやましいなんて、絶対に認めたくない。

　高校を半年で退学して既すでに働いている弟は、相変わらず充じゆう実じつした毎日を送っているらしい。

　むかしから性格も見た目も正反対だった。弟は中学時代からスタッドピアスで耳を飾かざって髪かみを染め、サル山の頂点に君臨していた。お陰かげでとばっちりを受けた事もある。それでも兄弟仲は普ふ通つうに良かった。少なくとも早朝に電話しても、出て貰もらえる程度には好かれている。

『ひぃ科学的な事は信じないんだろ？　おみくじや占うらないですらトーケイ学がどーの、って言ってた癖くせにどうしちゃったわけ？　剣に宿った妖精が宿題でもやっといてくれたの？』

「………いや、なんか……体を……もとめられ、た？　的な」

　周囲に人がいないのを確かめながら、躊躇ためらいがちに口にする。手持ち無ぶ沙さ汰たにアイスコーヒーに付いてきたガムシロを手の中で転がす。その手には例の気味悪い模様はなかった。

『え、体を求められたの？　妖精に？　ハイホー言ってる奴やつ？』

　弟にしては珍めずらしく、素すで驚おどろいているのが電話越ごしに伝わってくる。

「……ハイホー言ってるのは小人だろ？　っていうか例えばの話なんだけど…」

『何が？　妖精に体を求められる譬たとえ話ってなんだよ。意味わかんねーよ』

「だよな、俺にも意味わからないんだ。ごめん、まだ混乱してるみたい」

　祖父が何かあの剣の事を話していないかと思ったが、そもそも知っていたらあんな物ぶつ騒そうな物を残しては置かないだろう。ましてや俺達に相続させるわけがない。

『兄貴、勉強しすぎみたいだから息いき抜ぬきしたほうがいいよ。今週末、そっちに顔出そうか？』

　十七年も兄弟をやっていると、声だけで表情が簡単に想像できる。祖父がヒッタイト由来の物だと海外旅行の土産みやげで弟に渡わたした短たん剣けんに、メイド・イン・ジャパンと書いてあったのを見て「おかえり」と呟つぶやいたときと同じ顔をしているんだろう。

「いや来なくていいから。朝からごめん。今の会話、忘れて」

　心配げな弟と二、三言交かわしてから通話を切った。

　窓の外には予備校のビルが見える。壁へき面めんの垂れ幕には、去年どの大学に何人合格したかという数字が誇ほこらしげに掲かかげられていた。本来ならこんなところでぼんやりしていないで勉強すべきだが、どうしてもバッグの中の参考書に手が伸びない。

「昨日のは夢なのかな」

　そう呟いた途端に、体の奥が鈍にぶく痛む。

　───最中は快感ばかりが強かったのに、終わってみればこれって……。

　だけどこの痛みだって気のせいかもしれない。

　得体の知れない男に犯おかされた夢を見たのと、実際に得体の知れない男に犯されたという事実を天てん秤びんにかけたら、どう考えても前者の方が俺のメンタルに優やさしい。

「うん、そうしよう。夢ってことにしておこう」

　言い聞かせるように声に出した。気を取り直して、バッグの中から参考書を取り出す。

　イートインが空いているのを良い事に、予備校が開く八時半までそこで勉強を続けた。

　時間が来て予備校に入ると、玄げん関かんホールには夏期講習の申し込み用紙とカリキュラム表が張り出されていた。それらの横を通って、エレベーターに向かう。

　一限は世界史だ。七階まで上がって、手にＩＤカードを持ちながら大きな教室に入った。

　入り口には磁気に反応するセンサーが取り付けられている。ちゃんと出欠席が登録されたかどうかは、ピッという小さな電子音が教えてくれる。

　いつものように後ろの方の席を選んで座る。けれど腰こしを下ろすのに、つい躊躇ってしまう。

　パン屋とは違ちがい、ソファではなく固いプラ製の椅い子すを見て、痔じ主ぬし御ご用よう達たしのドーナツ形クッションを祖父の部屋から持って来なかった事を後こう悔かいした。

　鈍痛はまだ続いている。可能なら横になって授業を受けたいが、許されるわけもない。

「ないより、ましだよな」

　上に着ていた半はん袖そでのシャツを脱ぬいで、丸めて椅子の上に置く。しかし特にこれといって、ダメージが軽減された様子はない。腰を軽く浮かせてみたり、椅子の上で正座をしてみたがどうもうまくいかない。結局、左腿ももの下に右足首を入れて微び妙みように体を浮かすという、負担の少ない体勢を見つけた頃に、チャイムが鳴って担当の講師が入ってくる。

「おはようございます！　早さつ速そくですが当塾じゆくの全国テストの社会一位は私の授業の受講者でした。上位三位まで全すべて私の生徒で占しめられるように、皆みなさんも頑がん張ばってください」

　元気な講師の言葉に、何人かが「はーい」と声をあげる。

　学校の授業とは違い、予備校の授業は基本的に静かだ。発言は質問を許可された時か、講師が教室内を巡じゆん回かい中にするのが暗あん黙もくの了りよう解かいになっている。だけどこの授業は基本的に駄だ洒落じやれが多く、多くの生徒がリラックスして臨のぞんでいる。尤もつとも、俺と他ほかの数人は何故なぜか講師に嫌きらわれているのであまりリラックスして授業を受けられる状じよう況きようではないが。

「で、ここで有名なワーテルローの戦いです。１８１５年、ナポレオン率いる軍がイギリス、オランダ、プロイセンの連合軍に負けるのですが、これは〝慌あわてる老人、いやん淫いん行こう。オナホに勝まさる淫いん乱らんプロ〟と覚えましょう」

　授業が始まって、早速ライティングボードに書かれたその下品な語ご呂ろ合わせを見ていると、なんとなく昨日の事も今の体の不調も全部含ふくめて俺の夢や妄もう想そうなんじゃないかと思えてくる。

　そんな事を考えながら、自分が無意識に右みぎ腕うでをさすっていた事に気付いて、はっと手を離はなす。

　やっぱり、どう頭の中から追い払はらっても考えてしまう。なんとか授業に集中しようと努力したが、結局午後になってからもその状況は改善されなかった。

　───全然、勉強に集中できない。

　空き時間に英単語を覚えているときも、頭の中にあの男の姿がちらついた。しかし少しも捗はかどらないからといって、家に帰るのは怖い。あの家に一人でいたら、またあの連中が現れそうだ。だから体調不良の上に気もそぞろだったが、授業が終わってからも自習室でしばらく粘ねばった。

　しかし夜十時になると予備校の全ての授業が終わると同時に、自習室からも追い出される。

　まだ生徒がいるのに塾のスタッフが躊躇ためらいなく電気を消すせいで、長居はできない。仕方なく参考書が詰つまった帆はん布ぷのトートバッグを肩かたに掛かけて、駅に向かう。たった二駅分なので普ふ段だんは自転車で通っているが、今の俺に自転車は拷ごう問もん器具に等しいので、今朝は迷わず電車を選んだ。

「いっそ、しばらく実家に帰ろうかな」

　けれどそれは現実的な考えとは言い難がたい。家から予備校までは片道二時間。

　乗り換かえの都合なので、車なら一時間強だが共働きの両親に送そう迎げいは期待できない。そもそも言い訳が思いつかなかった。それに家に帰ったら、弟にますます心の闇やみを心配されそうだ。

　諦あきらめてホームに向かう。しかし俺が階段を降りたとき、丁度来ていた電車のドアが閉まる。

　早く帰りたいと思っていたわけではないので、あまり混こまない乗車口付近で足を止めて、のんびりと次を待つ事にした。電光掲けい示じ板ばんによると、十分後に到とう着ちやく予定だ。最初は誰も居なかったが、時間が近づいて来ると俺の後ろにも列が出来はじめる。

　電車だと七分程度で最も寄より駅に着く。そこから歩きで二十分。家には十一時前に着いてしまう。夕食は既に授業の空き時間に済ませているが、帰りにファミレスで時間を潰つぶしてもいいと考えていると、階段の方からコツコツと速いビートで、ヒールの音が聞こえてくる。

　女性が点字ブロックの外側を歩いていた。当然、乗車口付近にできた列の前を歩いている。

　ときどきそうやって列に割り込む奴がいる。ドアが開くタイミングで、何なに喰くわぬ顔で先頭に入ってしまうのだ。個人的には目くじらを立てる程ではないと思っているが、後ろに並んでいる人達がそうとは限らないので、一応注意しておこうと彼女の事は意識していた。

　ふいに女性の歩調が緩ゆるまる。俺の前で足を止める気なんだろうかと警けい戒かいした瞬間、目が合う。

　変へん哲てつのない普通の女性だ。灰色のスーツ姿で髪を一つに縛しばっていて、化け粧しようもしている。

　だけどその目は、明らかに異質だった。本来なら白目の部分まで墨すみを流し込んだように真っ黒で、瞳ひとみとの境がない。それでも彼女がじっと俺を見つめている事は分かった。

　びりびりと肌はだが逆立ち、右半身が熱を帯びる。意識しないうちに右足を半歩下げたときに、いよいよ近づいてきた電車のライトが彼女の顔の側面を照らし出す。

　唇くちびるは動かなかったが、その声は確かに彼女の喉のどの奥の方から聞こえた。

「ヒイア、もう一度君を死なせてしまうなんて」

　嗄しわがれた低い声に意識を取られた瞬しゆん間かん肩かたを摑まれて、凄すごい力で線路の方に押し出される。

　ふわっと体が宙に浮ういて、目の奥に電車のライトが鋭するどく突つき刺ささった。

　危機的な状況で、人間の頭はめまぐるしく回転する。そのせいで状況がスローモーションに見える事がある。小学生のとき、誤って家の二階の窓から庭に落ちたときもそうだった。

　ここで死ぬのか、と感情と切り離はなされた部分の脳が冷静に状況を悟さとる。

　轢れき死体は酷ひどい状態だと以前聞いた事を思い出し、今このホームに居る全員が迷めい惑わくを被こうむる事を考え、俺の背後に並んでいた女子高生にトラウマを植え付けるであろう事を心中で詫わびながら、その衝しよう撃げきを覚かく悟ごする。だけど人生の最後に見るのが枕まくら木ぎを留める大きなナットだなんて、酷い。

「もう襲おそってきたのか」

　けれど車体がぶつかるよりもレールに当たるよりも先に襟えり首くびを引っ張られて、体はすんでのところで電車をかわす。鼻先にふわっとした空気がぶつかり、数ミリ先を車体が通過していく。

　気付いたときには薄うす汚よごれたホームに、女性と一いつ緒しよにへたり込んでいた。

　状況を理解できない俺の目の前で、電車のドアが音を立てて開く。

　ばくばくと心臓が動き出す。動かない俺の横を躊躇いがちに、後ろに並んでいた女子高生が通り過ぎる。思わず、鼻先に手を当てて血が出ていない事を確かめる。クレオパトラじゃあるまいし、俺ごときの鼻の高さで世界が変わるとは思わないが、俺の未来は確実に変わる。

　ちゃんと鼻が付いているのを確かく認にんしてほっと息を吐ついたとき、剝むき出しの筋肉質な足が視界に入ってぎょっとする。

「何、今の」

「さっきの女の人、突き飛ばしてたよね。痴ち話わげんかとか？」

「テレビの撮さつ影えいか何かじゃないの？　だってほら、あの人……」

　ぼそぼそと会話している人の声はろくに耳に入らなかった。

　何故なら、俺の目の前にはあの男がいたから。

「いつまでも口を開けたままだと間ま抜ぬけに見える」

　男は俺を見下ろしていた。慌てて唇を閉じてから、死にそうになった相手にかけるにしては思い遣やりのない言葉に、内心反感を覚える。

　とはいえ、先さき程ほど俺の襟首を引っ張ってくれたのは恐おそらく彼かその僕しもべなのだろう。

「あ、あなた、なんでここに……？　というより、俺以外にもあなたの姿が見えてるんですか？」

　俺の質問に対して男は答えずに、傍かたわらにへたり込んでいる女性に視線を向ける。

　彼女はぼんやりとした目を俺に向けたが、先程とは違って瞳に異常はない。

　どこにでもある普ふ通つうの目だ。寝ね不ぶ足そくなのか、少し充じゆう血けつしているようだが、おかしくはない。

「目を覚ませ」

　男の声を受けて、女性は瞳に正気を取り戻もどす。

　それから急にきょろきょろと視線を彷徨さまよわせ、俺に焦しよう点てんを合わせるとびくりと震ふるえた。

「あ、の」

　女性が声を出したところで、制服を着た駅員が走り寄って来る。

「大だい丈じよう夫ぶですか!?　何があったんですか!?」

「あ、私……、私……あの……」

　女性はまだ混乱しているのか、俺を見つめて小さく頭を振ふる。

　その瞳に罪悪感が宿るのが判り、彼女が先程の行こう為いを覚えているのだと気付く。

　しかし自分でも何故そんな行動に出たのか、欠片かけらも理解できないみたいだった。彼女の瞳はまるで、無実の罪を着せられそうになっている人のように次し第だいに潤うるんでいく。

「たぶん転こけそうになって、咄とつ嗟さに俺のこと摑つかんじゃった、みたいな感じだと思うんですけど」

　咄嗟に、俺は状況を説明できない彼女に代わり、尤もらしい言い訳をした。

「そうだったんですか、随ずい分ぶん危なかったので今後は気を付けてくださいね。アナウンスがあったら、白線の外側は歩かないように」

　ほっとした声に女性はぎこちなく肯うなずき、差し延べられた駅員の手を取り立ち上がる。

　それを見て、俺も自分が未いまだに座り込んでいる事に気付く。けれど慌てて立ち上がったは良いものの、今いま更さら膝ひざががくがくと震え出す。

「ほ、本当に申し訳ありませんでした。私の、不注意で」

　まだ腑ふに落ちないようだが、彼女自身も俺の言った事を信じようとしている様子だった。

　自分が故意に見知らぬ人を突き落とそうとしたと考えるより、躓つまずいて咄嗟に相手の肩を摑んで仕し舞まった結果、線路の方へ押してしまったと考える方が筋が通るのだろう。

「俺も、ぼうっとしてましたから」

　仮に体調が万ばん全ぜんだったとしても、肩を摑まれたときの怪かい力りきに勝てる気はしないが、この女性が悪いとは思えない。彼女を宥なだめていると、先程まで開いていた電車のドアが閉まった。

　こういうときは、安全確認の為ためにしばらく停車するのが普通だと思っていたが、あっさりと走り出した電車を見送っていると、駅員が親切に次の電車の時刻を教えてくれた。

　それから駅員は躊躇ためらいがちに俺の横に立つ男を見上げる。

「それにしても、随分、その、目立つ格好をされていますね」

　指し摘てきされて、はっとして改めて男の格好を見る。

　昨日、俺の家に現れたときと同じく、男は腰こし布ぬのとアクセサリーに目立つ色のガウン姿だった。

　足あし下もとは赤い石を幾いくつも配った金色のサンダルを履はいている。

　駅員だけでなく、ホームに残った人達や俺を突き飛ばした女性も、興味深げに男を見ていた。

　しかし当の本人はもう既すでに俺達には興味を失い、じっとキヨスクの方を見ている。

　男が何も言わないので、代わりに「彼は友人で、劇団員なんです」と説明した。

　屋根裏にあった剣けんから現れた挙げ句透とう明めい人間を使って俺をレイプした男です、と到とう底てい信じて貰もらえない真実を話すよりは、噓うそを吐く方が楽だし異常者扱あつかいされないで済む。

　先程、誰だれかがテレビの撮影じゃないかと疑っていたから、それほど無理な弁明でもない。

「あ。なるほど、道理で整った顔をしてますね。外国の方、なのかな」

　駅員の問いかけにも、男は反応を示さなかった。

「に、日本語がちょっと……」

「そうですか、でもその、幾ら衣装といっても、ねぇ？　まぁ似合ってはいますが」

　苦笑いする俺の前で駅員はもう一度女性に注意を促うながしてから、ホームの反対側に向かって歩き出した。女性は一緒に次の電車を待つのが気まずかったのか、再度頭を下げてから駅員の後を追うように離れていく。

　俺は彼らと充じゆう分ぶん距きよ離りができたのを待って、男とキヨスクの間に割り込んだ。

「あなたが俺の妄もう想そうじゃないのは分かりました。でも、そのせいで色々と訳が分からない事が増えたので、初めから全部説明して貰っていいですか？　あなたは何者で、俺はなんでレイプされて、どうして見知らぬ女性に線路に突き落とされそうになったんですか？」

　この場で、唯ゆい一いつ状じよう況きようを把は握あくしているのはこの男だけだ。混乱したまま、頭に浮かんだ質問を次々にぶつけると、男は目を伏ふせ「俺は長い間、剣の中で生きてきた」と話し始めた。

「勿もち論ろん剣のままでは動けないが。目は彼方かなたまで見通せる。耳は遠くの音も聞き分けられる。だから人の世の変へん遷せんは知っている。王が替かわり文明が生まれ法が変わる。多くの事を知っているが、鞘さやからは出なかった。俺は影かげ達を抑おさえる要かなめ石いしとして鞘の中で悠ゆう久きゆうの時を生きてきた」

　滔とう々とうと語り始めた口調はまるで弔ちよう辞じのように厳おごそかで粛しゆく々しゆくとしていた。声には万感の想おもいが込められ、聞いているだけで背筋が伸のびる。

　周囲には誰もいなかったから、俺はじっと彼の声に耳を傾かたむけていた。

「だから俺は知らない。あれがどんな味なのかを」

　そう言って男が指を向けたのは、キヨスクにあるスナック菓が子しだった。パッケージにプリントされたイメージキャラクターである農作業中のおじさんを見て、思わず「は？」と漏もらす。

「所しよ望もうする」

「は!?　え？　なに、買って来いって事!?　一日前にレイプした相手によくたかれますね！　というか俺の質問完全無視じゃないですか！　一つも答えて貰ってないんですけど!!」

「レイプには当たらない。お前は自分から腰を……」

「ちょ、それ以上言うなっ」

「それに俺は今、お前の命を助けた。本来ならば財産の一つや二つ捧ささげるところだ」

「何言ってるんですか、俺が死にそうになったの、絶対あなたのせいでしょう!?」

　あの女性が嗄しわがれた声で意味不明の台詞せりふを口にしたときから確信していた事を、指とともに突つきつけると、男は片方の眉まゆを上げて僅わずかに首を傾かしげた。

　将しよう棋ぎの名人が、素人しろうとにいい手を指されたような表情だが、俺みたいな平へい凡ぼんな人間にそう不思議な事が次々と起こるわけがない。異常事態は全部繫つながっているに決まっている。

「それでも、命を救ったのは事実だ」

　男はそう言うと再びキヨスクの方を指す。俺が動かないのを見ると、「僕に持って来させる事もできるが、お前はそれを望まないだろう？」と脅おどしてきた。

　確かにこちらをガン見している売店員に、スナック菓子がふわふわ浮ういて、男の手元に吸い寄せられる光景なんて見せたくない。俺まで斬ざん新しんな手口の万引き犯だと思われる。

「分かりました。分かりましたけど、買ったら俺の疑問に全部答えてくださいね」

「お前の理解が及およばない事を説明するのは面めん倒どうだ。だが、美味うまかったら考えてやる」

　どこまでも偉えらそうな態度に、ぎりぎりと奥歯を嚙かみ締しめながら売店に向かう。

　俺達のやりとりを聞いていたのか、品物を取る前に店員が「百二十六円ですよ」と教えてくれた。丁度の金額を渡わたしてスナック菓子を摑むときに、レイプだなんだと言い争っていたのも聞こえていただろうと気付き、蹲うずくまりたくなる。

　来年は絶対に希望の大学に受かろう。そして二度とこの駅には近づかない。

　そんな風に合格への決意を新たにしながら菓か子しを手に男のもとに戻る。

　男は躊躇なく袋ふくろを開けて、カールしたスナック菓子を一つ摘つまんで食べた。

　何も言わなかったが、すぐ二つ目に手を伸ばしたのを見ると、悪くはなかったのだろう。

　駅員が言った通りの時刻にやってきた電車に乗っても、彼は食事を止やめなかった。質問したいことは山ほどあるが、ここで「レイプ」だの「剣に封ふう印いん」だのの話はできない。明るい電車の中で、露ろ出しゆつ狂きよう同然の格好をした美形の外人がスナック菓子を食べる姿を乗客が凝ぎよう視ししている。

「あの、あなた自身を見えなくすることって出来ないんですか？」

　周囲に聞こえないようにこそこそ質問すると、ようやく男は注意を俺に向けた。木と剣で作られている僕しもべが透明化するのだから、その親玉も同じ事が出来るのではないかと思った。

「可能だ。しかしこの世界の物質には触ふれられなくなる」

「えっと、でもあなたの部下は……見えないのに俺に触れられましたよね？」

　小声だが、万が一にも聞こえないように「僕」や「ゴーレム」という単語は使わなかった。

「俺の姿が見えていたからな。俺の姿が見えなくなれば、僕も物質には触れられなくなる」

「ああ、なるほど」

「理解していないのに理解したふりをするのは愚おろかな事だと教わらなかったのか？」

　その言葉にむっとする。理解していないが、とりあえず理解したという前提にしないと、話が進まない。本当は俺だって、もっといろんなところをツッコミたい。

　駅にはどうやって来たんですかとか。何時代の人なんですかとか。影ってなんですかとか。

「お言葉ですけど、電車の中で物を食べるのはマナー違い反はんだと教わらなかった、んでしょうね」

　格好から見て、恐おそらくは電車が発明される前の生まれだろう。

　指摘すると男は食べるのを止めた。それから指を一ひと振ふりし、スナック菓子を跡あと形かたもなく消す。

「消えた……！」

「マジシャンじゃない？」

　様子を窺うかがっていた乗客の会話が耳に入ってきて、頭が痛い。頼たのむからこれ以上目立たないでくれ、と最近伸びて邪じや魔まになってきた前まえ髪がみをぐしゃりと搔かき上げる。

　そのとき電車がカーブに差し掛かかり、ぐらっと体が揺ゆれた。足あし腰こしに力が入らないせいで蹌踉よろけてしまうと、男に腰を引かれる。抵てい抗こう出来ないまま、ぽすんと剝むき出しの胸に顔をぶつけた。引き締まった筋肉が顔に触れて、慌あわてて体を離はなす。

　触れた体温に、つい昨日の事を思い返して、顔から出血しそうな程ほど恥はずかしくなる。

「……すみませ、ん」

　反射的に謝ってから、ベッドで無理をさせられたお陰かげで足に力が入らないのだと思い出す。

　そう考えると男に寄りかかるのもそれで礼を言うのも癪しやくで、二度と先程と同じ事がないように、近くにある空いたシートに座った。男は俺の行動には特に頓とん着ちやくせずに、立ったまま窓の外を眺ながめていた。その横顔を多くの乗客がじっと見つめている。

　珍ちん妙みような格好をしてはいるが馬ば鹿かみたいに顔が整っているから、目で追ってしまうのも分かる。実際、これほど整った顔の人を見るのは初めてだ。いや、人じゃないか。

　昨日から今日まで俺の身に起こった事は、理解できない事ばかりだ。一度寝ねて目覚めたはずなのに、一向に夢が終わらない。いい加減、そろそろこの現実を受け止めるべきなのかもしれない。それでも最後に駄だ目め元もとで瞼まぶたを閉じて、次に目を開けるときは何もかも良い方向に変わっているようにと、願った。







　男は時折ゆらゆらと視線を彷徨さまよわせたが、家に帰るまで特に異常な振ふる舞まいはしなかった。

　玄げん関かんのドアを閉め、鍵かぎを掛ける。錠じようの落ちる音に安あん堵ど感かんを覚えて、長々と息を吐はいた。

　家に入り、自分がひどく喉のどが渇かわいてる事に気付く。

「色々と聞きたいので、消えないでくださいね！」

　男は返事をしなかった。俺は台所に行ってアセロラジュースを冷蔵庫から取り出す。

　紙パックから直接飲もうとしたが、どうも軽い。電気を点つけて中を覗のぞいてみると空だった。

「それは美味かった。色も好ましい」

「何勝手に人の家の冷蔵庫開けて飲んでんだ！」

　バシン、と紙パックを床ゆかに叩たたき付けながら文句を付ける。

　正直、先日から続く異常な事態に、暢のん気きな俺の忍にん耐たい力も限界だ。もしかしたら見えなかっただけで、今朝も男は普ふ通つうに家の中にいたのかもしれない。

　奥の方からもう一パック取り出し、一気に半分近く飲み干す。ビタミン摂せつ取しゆのために飲んでいるだけで酸さん味みのある味は得意ではないが、渇いた喉には丁度良い爽さわやかさだ。

　残りを冷蔵庫に戻もどそうとしたら、彼の視線がそれに向けられている事に気付く。

「あげませんよ」

「話をするには喉を潤うるおす必要がある。渇いたままの喉では、途と中ちゆうで声が詰つまるだろうな」

「……………飲んだら、ちゃんと話してくださいね」

　男は微かすかに笑えみを浮かべる。本当にアセロラジュースが気に入ったらしい。

「話すのは面倒だ。だから好きに見るといい。お前にとっては、気が遠くなるほど遠い時代の俺の記き憶おくだ」

　そう言って額に男の指先が触れた瞬しゆん間かん、脳がじわりと熱くなった。

　視界は色と形を無くし、全すべてが残像を残して流星のように遠ざかっていく。気付いたら俺は台所ではなく丸い部屋に立っていた。一体何が起こったのか分からず、周囲を見回す。

「え？」

　四方を囲む壁かべのどこにも扉とびらはない。室内はとても暗く、揺らめく蠟ろう燭そくの明かりだけでは高い天てん井じようを照らすには充じゆう分ぶんではないようで、上の方は闇やみに包まれている。壁には砕くだけてしまった鞘に彫ほられていたのと同じ模様が彫られていた。

『全てを封ふうじきるまで、お前の体が保もつとは思えない』

　ふいに低い声が聞こえる。異国の言葉だったが、何故なぜか理解することが出来た。

　視線を巡めぐらせると壁が動き、その向こうから老人と青年が現れる。老人は踝くるぶしまで届く長いガウンを着ていたが、青年の方は裸はだかに腰こし布ぬのだけを身に着けている。

『私は、神の寵ちよう愛あいを受けています。それに彼らの不始末は同じ一族である私が負わなくては』

　青年の声は正義と義務感、そして優ゆう越えつ感に満ちていた。張りのある声が部屋に響ひびき、老人は諫いさめるのを諦あきらめ、道を空ける。青年が部屋の中央にある石台に上ると老人はナイフを懐ふところから取り出した。それが青年の手首に当てられるのを見て、思わず視線を逸そらす。

「知りたかった答えがここにあるのに、見ないのか？」

　突とつ然ぜん、男の声が聞こえる。姿が見えずに声だけが聞こえるという状じよう況きようは異様だったが、異様な事には徐じよ々じよに耐たい性せいがついてきていた。

「これは、なんなんですか？」

　男は俺の質問には答えない。仕方なく視線を青年と老人に戻すと、丁度青年の手から流れた血が石台に彫られた溝みぞを伝っていた。血が滴したたるほどに、そこに彫られた模様が浮かび上がる。壁と同じ模様だ。そしてその模様の先、血が溜たまる石台の一角にはあの短たん剣けんが置かれている。

『さあ、血と共にお前の体に宿った怨おん念ねんを吐き出しなさい。全てエイク神が封じてくださる』

　老人の声を聞いて、ふいに青年の顔が恍こう惚こつに揺れた。半開きの唇くちびるをゆっくりと舌が舐なめる様がやけにいやらしくて、反射的に顔を逸らす。

　するといきなり室内が明るくなった。いや、そうではなく映画のシーンが切り替かわるように、場所が変わったのだ。眩まぶしい太陽の光に思わず目を細める。

　目の前には剣を手にした石像が建っていた。その顔は凜り々りしくどことなく男に似ている。

『エイクは邪じや神しんだ！』

　ふいに聞こえた声に振り返ると、背後には数十人の粗そ末まつな格好を着た市民と思おぼしき群衆と、それを煽せん動どうしている髭ひげ男が居た。

『エイクにまつわる全ての像を破は壊かいし、ナツメヤシを切り倒たおす！』

　その宣言に群衆は沸わき上がり、すぐに槌つちや縄なわを持った連中が像に群がる。髭男は徐々に破壊されていく像を満足げに眺め、次の像へと移動していく。彼らが三体像を壊すところを見届けると、再び俺は丸い部屋に立っていた。壁かべ際ぎわには先程の老人が、血ち塗まみれで倒れていた。部屋の中央では、返り血を浴びた髭男と青年が鋭するどい視線を交かわしている。

『メシェタの血を持つ者の中に裏切り者が出るとは思わなかった。信しん仰こうよりも一族の繁はん栄えいや民たみの生活が大事だとは思わないのか？　新しい王と新しい神が我々には必要だ』

　髭男は剣を手にしていた。油断のない構えでそれを青年に向けている。

　青年は傷を負って血を流していたが、怯おびえも恐れもなく凜りんとしていた。

『古い王と共に神を葬ほうむるつもりか？　王の首をすげ替えても、神の首はすげ替えさせない』

『ヒイア、私は君を殺したくない。だが、大義の為ためにはそれも止やむを得ない』

　髭男が飛びかかり、青年は脇わき腹ばらを刺さされた。しかしわざと刺されたという事は、近づいた髭男の首を冷静に搔き切った所作からも明らかだった。

『先にお前が死ね。魂たましいが二度と転生しないように、お前が宿った私の血ごと神に封じて頂く』

　決意を秘ひめた声は死にかけだというのに少しも淀よどみがない。髭男はその言葉が終わる前に事切れて、ぐったりと四し肢しから力を抜ぬく。青年はその唇に自分の唇を重ね、吸うような仕草を見せた。一いつ瞬しゆん、青年の目が駅のホームで見た女性のように真っ黒に染まるが、すぐに元に戻る。

　そして青年は懐から例の装そう飾しよくが施ほどこされた短剣を取り出して溝に置くと、石台の上に乗って脇腹に刺さった剣を抜き取ろうとした。

　その音を聞きたくなくて耳を塞ふさぎ、目も強く瞑つぶる。ホラーは大だい丈じよう夫ぶ。超ちよう常じよう現象なら有り得ない事と切り離して見られる。でもスプラッターは駄だ目めだ。むかしから映画も本もその手の物は避さけてきたので免めん疫えきがない。こんな３Ｄも真っ青の映像でスプラッターを見る勇気はない。

「知りたかったんじゃないのか？」

　透とう明めい人間を使い、耳を塞ぐ手を強ごう引いんに引き剝はがしながら、男が問いかけて来る。恐る恐る瞼を開けると、そこは台所だった。冷蔵庫の前に立ったまま、一歩も移動していない。

　辺りを見回しても、見慣れた食器棚だなや使わないせいで埃ほこりが溜まったガスコンロがあるだけで、先程の青年も彼に殺された髭男の姿もない。

「知りたかったことはこれで全部か？」

「な、何にも……何にも分からないんですけど！　むしろ謎なぞが増えましたよ！」

「そうか、ではもう一度」

「い、いいいいです！　血とか、もう、ホント無理なんで！」

　あんな物をまた見せられては堪たまらないと、掌てのひらを男に向けて制止する。

「いくつかだけでいいんで、質問させてください」

　不満げに男が顔を蹙しかめた。仕方ないので、冷蔵庫から夜食用の杏あん仁にん豆どう腐ふを取り出す。それを食器棚の中にあった、青い硝子ガラス皿に盛り付ける。

　スナック菓が子しに興味を示すぐらいだからこれも気になるんじゃないかと思ったら、案の定男はぷるぷる揺ゆれる杏仁豆腐をメリーゴーラウンドを眺める子供みたいに、じっと注視していた。

「食べたいですか？」

　男は交こう渉しよう成立とばかりに「いいだろう」と偉えらそうに肯うなずく。交渉材料が安くて助かる。

「では先に質問です。エイクというのはあなたの名前ですか？　あなたは神様なんですか？」

「連中はエイクと呼んでいたが違ちがう。恐おそらく伝聞されるうちに変化したんだろう。訂てい正せいするのが面めん倒どうで放って置いたら定着してしまっただけだ。正しい発音はユノクだが、人は様々な名前で呼ぶ。だからお前もインカの初代国王のような名前でなければ、好きに呼んで構わない」

　それは世界史で最も覚え易やすい名前であるクスコ国のマンコ・カパックの事だろうか。

　まぁ、確かに俺もあれは嫌いやだ。

「神かと聞かれても答えようがない。剣に宿った人知を超こえた存在ではある。あまり古いことは覚えていない。俺も元は人だったのかも知れないし、そうではないのかも知れない」

　男は俺の手から皿を受け取る。スプーンを渡わたし忘れていたが、男は躊ちゆう躇ちよ無く指を入れるとそれを摘つまもうとした。流石さすがにうまく行かず、指に白い欠片かけらを纏まとわりつかせる。しかし特に苛いら立だつでもなく、男は指を口に含ふくむ。舌を這はわせて欠片を味わう様が、やけに性的だった。

　ぞくっと、背中に走った感覚を追い払はらいたくて、視線を逸らす。意識して思い出さないようにしている先日の夜の事が一瞬頭を過よぎり、悟さとられないうちに慌あわててそれを追い出す。

「あの青年は、誰だれなんですか？　ヒイアって、呼ばれてましたけど……」

　これ以上指を舐める様を見ていたら赤面してしまいそうで、食器棚の抽ひき出だしからスプーンを取り出す。濡ぬれた指が触ふれないように、注意深く渡した。

「俺を祀まつっていた神しん殿でんの神官だ。あまりに熱心に祈いのっているから、何度か声を掛かけたことがある」

「髭の人にキスしてましたけど、あれは、何か意味があるんですか？」

「あの神官は優すぐれた依より代しろだ。未練を持って留とどまる魂を、自らに憑ひよう依いさせる事が出来る。そしてその魂を自らの血に溶とかし、俺の依代である剣に与あたえて封じる」

　なるほど、と言いそうになって慌てて口元を押さえる。分からないのに納なつ得とくしたふりをするなと言われたばかりだ。一日に二回もあの辛しん辣らつな嫌みを聞きたくない。

「ええと……つまり、あの剣には髭一族の魂が封じてあったって事で合ってますか？」

　老人の話や青年の話を総合して考えるとそうなる。〝死者にキスした後で剣を血に浸ひたすと魂が封ふう印いん出来る〟なんてびっくりだ。〝牛乳と混ぜて冷れい凍とうするだけでアイスが出来る〟という魔ま法ほうの粉をスーパーの陳ちん列れつ棚だなで発見したときと同じぐらい、衝しよう撃げき的だ。

「影かげだ。生きているうちは魂だが、死後のそれを俺達は影と呼ぶ」

　俺達の「達」が神官達を指すのか、それとも人知を超えた存在を指すのかは分からないが、お陰かげで謎が一つ解けた。男が剣に閉じ込めていたのは、彼らの魂だったのか。

「しかしお前が鞘さやを壊したせいで厄やつ介かいな影が解放されてしまった。残りの影は弱っていて、一体ではそれほど力を持たない。もはや消えるのも時間の問題だが、解放された影は違う。影は人間に憑依しお前か、もしくは俺を殺そうとする」

「あの女性、やっぱり取り憑つかれてたんですね。でも、悪あく霊りように憑依されて大丈夫なんですか？」

　むかしの人はああいうのを魔まが差すと言ったわけだが、言い得て妙みようだ。夢の中の神官の姿と、ホームで見た女性の目が同時に蘇よみがえって、ぞっと鳥とり肌はだが立つ。

「問題ない。憑依が長期に渡れば依代は衰すい弱じやくするが、数時間程度なら多少怠だるさが残る程度だ」

「ところで、その影なんですが……」

「杏仁豆腐はもうなくなった」

　男はそう言うと、空になった皿を空中に置く。落ちないという事は、恐らくそこに彼の僕しもべの手なり頭なりがあるのだろう。水平に空中を泳いだ小皿はシンクに落ちる。すると蛇じや口ぐちが捻ひねられ、スポンジとママシャボンが宙を舞まう。どうやら洗い物をしてくれるらしい。ゴーレムは意外と役に立つようだ。これがあれば洗せん濯たく物ものを干した後に雨が降っても、慌てないで済みそうだ。

　しかし命を狙ねらわれる代だい償しようがそれでは、わりに合わない。いや、そもそも……。

「じゃあ最後に一つだけ。影はなんで俺のことを殺したいんですか？」

　その疑問に男は「簡単な事だ」と薄うすく笑った。

「俺が剣の形を保っていたのは影を封ふうじておくためだ。しかし残りの影は俺が剣の形を保っていなくとも、逃にげ出すことは出来ないほど弱っている。だからまだ封じられている影を解放するには、鞘か俺を破壊するしかない。だから影はより壊しやすい方を選んだ」

　あっさりとまるで他人ひと事ごとのように言った男を前に、頭を抱かかえたくなった。

　一度物事を整理しようと、深呼吸をして初めから順序立てて考えてみる。

　ずっとむかしに神官によって封印された影は、俺が鞘を壊した事で解放されてしまった。外に出た影はまだ剣に封じられている他ほかの影を解放するために、人間に憑依して俺を殺しに来る。

「駄目だ、理由は判ったけど納得できない。結局、俺はどうすればいいんですか？」

「どうしようもない。お前は俺の傍そばでせいぜい長生きできる事を祈っていろ」

　男はそう言うと、すっと姿を消す。質問に答えるのが嫌になったのだろう。

　ただ単に見えなくなったのか、それとも本当に居なくなったのかは分からない。

　部屋に戻もどると、日付は変わっていた。それでも普ふ段だんは一時まで起きて勉強しているが、今日は精神的に疲つかれていて気分転てん換かんに風呂ふろに入ってみても、どうしてもやる気がおきない。

　かといって電気を消してベッドに横になっても、目は冴さえていた。

「眠ねむれないだろ、こんなの」

　混乱気味にそう呟つぶやく。自分も死にかけて、その後男の変な力で人が死ぬ姿を見せられた。

　体は疲ひ労ろうを感じていたが、脳は興奮状態で休めそうにない。無む性しように誰かの声が聞きたいと思ったが、こんな時間では両親は既すでに眠っているし、再び弟に電話を掛けるのは申し訳ない。

　かといって、他に話が出来る相手もいない。高校時代の友人達とは関係を切っている。

　情じよう緒ちよ不安定の状態で、声が聞きたいからと頼たよれる相手は一人もいない。

「あの、今ここにいますか？」

　暗い部屋で虚こ空くうに問いかけてみる。答えは返らない。

　しばらく息を詰つめて返事を待ってから、あの男に頼ろうとしている自分がおかしくなる。

　結局、彼はよく分からない存在だ。それでなくても二日前に、ここで強引に抱だかれている。なのに傍に居て欲しいと思うのは、彼が今唯ゆい一いつ自分を守ってくれる存在だからだろうか。

「ユノク」

　呼んでみると、不思議な響ひびきを持つ名前だと分かる。答えは返らない。最初から予想していたので、特に落らく胆たんはしなかった。もう一度名前を呼ぶ。落ち着くどころか、余計に胸の奥が嫌な感じにざわめいて、寝ね付つけずに何度も寝返りを打った。そのときにふいに閉じた瞼まぶたの上に手が触れる。それがゴーレムの手ではなく、彼自身の物である事は体温で分かった。

　質問に答えてはくれないくせに、傍にはいてくれるようだ。だけどお陰で、先さき程ほどまで感じていた心細さが消えていく。現金な物で、安心したらすぐに眠くなった。今日はいつもより随ずい分ぶん早く起きたから、このまま深い眠りに落ちて行ける気がした。

「俺、ツバサって名前なんですよ」

　体がゆっくりとマットレスに沈しずみ込んでいく直前に、自分の名前を告げる。

　そのとき見えもしないのに、ユノクが俺の名前を覚えるように唇くちびるを動かした気がした。







「どうぞ、お納め下さい」

　差し出したカップアイスを見て、ユノクが口元を綻ほころばせる。

　今朝は予備校に行く途と中ちゆうで車に轢ひかれそうになったが、ゴーレムが防ぼう護ご壁へきになってくれた。

　それから教室移動の際に階段から突つき飛ばされたときは、ユノクが俺を受け止めてくれた。

　昨日から数えて、三回も殺されかけてる。パニック映画のヒロイン並みに命を狙われているが、それでも俺がヒステリックに叫さけばないのは、毎回危なげなく助けられているからだ。

　だから空き時間に昼食をとるために外にでたとき、コンビニに寄って供く物もつを購こう入にゆうした。

「分かっているじゃないか」

　石のベンチに玉座のように腰こし掛かけている男が着ているのは、泊とまりに来た弟が忘れていったＴシャツと安いデニム、そしてビニール製の簡素なサンダルを履はいている。危険だという理由でユノクも予備校に同行してくれることになったが、昨日と同じ格好だとまた見せ物になってしまうので、一度家に帰って着き替がえて貰もらった。

　安物の服でも魅み力りよくを損そこなうどころか、余計に中身の良さが引き立っているのは流石だ。

　嫉しつ妬とも妬ねたみも湧き上がらないほど整った鼻び梁りようと、憂うれいを秘ひめた瞳ひとみの色。それに映はえる金色の髪かみは、絵画の中から抜ぬけ出てきたような有様だ。

「想像していたよりも冷たいな。剣けんの中にいる間は見る事と聞く事は出来たが、触さわることはできなかったから、驚おどろいた」

　ユノクはその秀しゆう麗れいな眉まゆを寄せながら蓋ふたを開けて、内側のフィルムを大きな手で慎しん重ちように剝はがす。

「もしかして、アイス食べるの初めてですか？」

「ああ、俺が最後に人ひと形がたを取った頃ころにはこんなものはなかった」

「それって、いつ頃ごろですか？」

「ヒイアが剣に影を封印する前の話だから……、何千年も前だ。そういえば、あれはお前に似ているな」

「……似てないと思いますけど」

　向こうは彫ほりが深い上になかなかの美青年だった。小麦色の肌はだにはしっかりとした筋肉がついていて、神官というよりも戦士のようだったし、実際戦い方も手慣れていた。自分と似ている点なんて一つも見当たらない。共通点は髪が黒い事と性別ぐらいだ。

「見た目じゃない。魂たましいが似ているんだ。名前も同じだ。どちらも翼つばさを意味する」

　もしかして、俺にしたような事を彼にもしたのだろうかと考えたが、その疑問を飲み込むようにアイスと一いつ緒しよに買ったカツサンドを頰ほお張ばる。何となく訊きいてはいけない気がした。

　男と並んで食事をしていると、リードの外れたイタリアングレーハウンドが近づいて来る。木に囲まれた遊歩道と砂場があるだけの公園なので、子供連れより散歩をする人の方が多い。

　灰色の艶つややかな毛並の犬はアイスに興味があるのか、じっとユノクを見つめていた。

「すみません」

　飼い主の老人が遠くで呼んでいるが、犬は頑がんとして動かない。まるでユノクと視線で会話しているようだと思ったら、犬はくるりと尻尾しつぽを向けて歩き去っていった。

「今の、もしかして犬と話し合ってたんですか？」

「ああ」

　冗じよう談だんだったのに、あっさり肯こう定ていされて驚く。

「ある程度知能がある動物となら交流はできる。お前達ともお前達の言語でコミュニケーションを取れているだろう？」

「いや、確かにそうですけど。さっきは視線だけで、吠ほえたりしなかったじゃないですか」

「犬は頭が良いから、仕草だけで大部分の意思の疎そ通つうができる」

「で、さっきは何を話してたんですか？　アイスちょうだいとかですか？」

　犬がユノクに向かって何か言いたいことがあるとすればそれ以外は考え付かない。

「入り口のところに不ふ審しん者がいる。人じゃないかもしれないから、要注意だと教えてくれた」

「視線だけでそんな細かな情報がやりとりできるんですか!?　犬凄すごいな！」

　思わずゲートを振ふり返る。ここからは木が邪じや魔まで、パステルカラーのアーチしか見えない。

　既に今日は二回も襲おそわれている。不審者と言われて警けい戒かいしてしまうのは仕方ない。少しだけユノクの傍に腰こしをずらす。この際、この男に泣くほど犯おかされたって事は考えないようにしていた。実際、あれ以来特にゲイっぽい振る舞いもない。

「それにしても、俺は生しよう涯がい狙ねらわれ続けなきゃならないんですかね」

　パンの最後の一ひと欠片かけらを飲み込んでから問いかける。ストーカーは生身よりも、死者の方が厄やつ介かいだと言うことを、この体験を通して学んだ。しかもそいつは積極的で行動力がある。

　また階段から突き落とされたら嫌いやだと、ビルとビルの隙すき間まに見える予備校の垂れ幕を眺ながめながら思う。八階建てのビルの屋上は手て摺すりで囲まれていて、アンテナが取り付けられていた。

「ちょっと思ったんですけど、影かげはどうして俺に憑ひよう依いしないんですか？　俺に憑依してそのまま高いビルの上から飛び降りたら、簡単に殺せますよね？」

「鞘さやにはそれ自体封じる力がある。ましてやお前は生きている鞘だ。これまでよりも、遥かに強力だから、影はお前に憑依したら消しよう滅めつしてしまう。だからあいつは人間を依より代しろにしなければ近づけない。あいつが生身でお前に触ふれたら、ドライアイスみたいに跡あと形かたもなく溶とけるだろう」

「ドライアイスまで分かるんですか。ずっと見てたとしても、現代社会に詳くわしいですよね」

「お前を俺の鞘にしたとき、頭の中にお前が持っている知識が流れ込んできた」

「は？」

　ぽかんと唇を開く。何気なく告げられた新事実に呆ぼう然ぜんとした。出会った日に、ユノクが「お前の語ご彙いでは」と言っていた事に今いま更さら引っかかりを覚える。

　あの時は他にも色々と驚くべき事があって気に留めなかったが、そもそも何故なぜ男が俺のボキャブラリーを知っているのか。頭の中を覗のぞかなければ、恐おそらくそんな台詞せりふは出てこない。

「じゃ、じゃあ俺が小学一年の時に学校で漏もらした事とかも知ってるわけですか？」

　包ほう茎けいや滑かつ舌ぜつの悪さに悩なやんでいる事や、密ひそかに弟にコンプレックスを抱いてる事も？

「見ようと思えば見れるが、お前の記き憶おくには興味がない」

「絶対止やめてください。プライバシーの侵しん害がいです」

「だから興味ないと言っただろう」

　億おつ劫くうそうだが、会話に付き合ってくれるのはまだアイスを食べきる前だからだろう。

　しかし見ようとすれば見られるなんて、アンフェアだ。俺の方に、その選せん択たく肢しはないわけだし。かといって、実際この男が過去を覗き見するほど、俺に興味があるとも思えないが。

　今だって会話よりも、溶けかけのバニラに夢中だ。

「でも影はなんで封ふう印いんを解きたいんですか？」

「自分たちを封じた神官達の子孫を滅ほろぼすつもりだ。彼らの血脈はまだ続いているからな。けれど今は仇かたきを取るよりも、仲間を解放する事に興味が向いているようだ。封じてる影の中にはあいつの兄弟もいる上に、早く封印を解かないと弱り切って消滅してしまうからな」

「あなたは封じて弱るのを待つだけなんですか？」

「俺も万ばん能のうじゃない。影を殺す方法はそれほど多くない。それに政権が替かわる前は彼らも俺を信しん仰こうしていた。できるだけ穏おん便びんに事を済ませたい」

「はぁ、なるほど。いつの時代も政治に宗教が絡からむとややこしくなるものなんですね」

「そうじゃない。大勢の人間が絡むと、ややこしくなるんだ。お前達は欲よく深ぶかい生き物だからな」

　達観したようにユノクはそう言うと、空になった紙カップを眺めて重々しく肯うなずく。

「しかし欲があるから向上心も芽生える。人はそれによって、素す晴ばらしい食べ物を生み出した」

　アイス一つでそこまで感動されるとは思わなかった。生まれて初めて紙カップを太陽に翳かざす人に会った。物もの珍めずらしく眺めていると、ふいに視線が向けられる。見ていた事を咎とがめられると思ったが予想に反して唇を開くことはないまま、意味深長に視線を逸そらされた。

「なんですか？」

「臆おく病びような人間は好みじゃないが、お前のように危機感が薄うすいのも問題だな」

　栄養不足を補うために飲んでいる大して美味うまくない野菜ジュースをストローで啜すすると、ユノクは大人達がゆとり世代を見るのと同じ目を俺に向ける。

　それから空になったカップを透とう明めいな僕しもべに渡わたす。ブルテリアを散歩中の家族連れがもし顔を上げたら、ふわふわゴミ箱に吸い込まれていくそれを目にする事ができただろう。

「かつて神官は兵士も兼かねていた。俺を呼び出した者の中では、お前が一番弱そうだ」

「むかしの男と較くらべないでください。それに命を狙ねらわれてるのは分かりますけど、リアリティがないんですもん。まだ外国の諜ちよう報ほう機関やイルミナティ的な組織に狙われてるっていう方が納なつ得とくできます。それに手当たり次し第だい周りにいる連中に憑依可能な霊れい体たいに、警戒もなにもないです」

「憑依はいつでも出来るわけじゃない。心に隙すきがある場合にだけだ」

　ということは来年も第一志望に受かるかどうか分からずに、焦しよう燥そう感かんと羨せん望ぼうとライバル意識で頭がいっぱいの浪ろう人にん生が詰つめ込まれた予備校は、かなり危険だ。でも予備校に通わずに家に閉じこもるわけにはいかないし、そうなるとやっぱり警戒の仕様はない。

「だけど、何かあったらあなたが守ってくれるじゃないですか」

　つるっと口を滑すべらせた後に、流石さすがに図ずう々ずうし過ぎるかとユノクの反応を確かめようとしたが、人に頼たよられている事に慣れている筈はずの元神様は、なんとも形容しがたい顔で俺を見る。

　その表情の理由を尋たずねる前に、ユノクは予告もなく消えた。傍そばにはいるだろうが、見えないと落ち着かない。服まで透明化する原理を知りたかったが、どうせ答えては貰もらえないだろう。

「俺と話すの、面めん倒どう臭くさいって思ってるんでしょう？」

　聞こえていても、聞こえてなくてもいいと思い、詰なじってみる。明るく拗すねたつもりだったが、声にだしてから、その事実を意外にも自分が悲しんでいる事に気付く。

　質しつ問もん攻ぜめにされたら鬱うつ陶とうしいのは分かるが、訊く相手が一人しかいない上に得体の知れない奴やつに命を狙われているのだから、少しぐらいは付き合ってくれても良いと思う。

　───食べ物だけじゃなくて、もう少しぐらい俺に興味を示してくれてもいいのに。

　溜ため息いきを吐つき出してから、あれ？　と首を傾かしげる。今の考えは少しまずい。なんだかまるで。

　自分の状態を表現するのに相応ふさわしい言葉を思いだした瞬しゆん間かん、飲みかけの紙パックを握にぎり潰つぶしてしまう。

「っ、わ」

　ぶしゅっと勢いよくストロー口やストローの先から、ニンジン主張の激しい色の液体が噴ふん出しゆつする。慌あわてて体から離はなしたが、シャツやパンツにはドットのアクセントができた。

　ちょうど近くにいた散歩中の人に見られ、恥はずかしい思いをする。

　もうユノクは居ないので、予備校に戻もどる事にした。公園のゲートの所には、特に不審者はいなかった。一度、目の周りにぐるりと黒いメイクを施ほどこした女子高生に盛大にびびって、背後にいた通行人にぶつかった以外は、これといって問題はなかった。

　異常な事態だが、男が傍にいると思えば安心できる。このところ全く集中できなかった勉強に、久し振ぶりにどっぷり集中して八限のために自習室を出た。

　本日最後の授業は世界史だ。昨日と同じく苦手な講師なので俺は一番後ろの席に着く。

「１８２３年、アメリカ大統領がモンロー宣言をして、ヨーロッパ間との相そう互ご不ふ干かん渉しように至ったわけだが、これは〝いや、兄さん。雨の中モロ出しでも酔よっぱらいは不ふ感かん症しよう〟と覚えて下さい」

　男のわりには高い声を聞きながら下品な語ご呂ろ合あわせをメモる気にはなれずにいると、耳の傍で空気が動く。直感で、それがユノクの気配であると気付いた。

「食事が必要だ」

　普ふ段だんと同じで偉えらそうな言い方だった。大きな声では無かったが、近くにいた女子生徒が振り返る。犬とは目で会話出来るのだから、俺にもテレパシーみたいな物で話しかけて欲しい。

「さっき食べたばっかりじゃないですか」

「いや、喰くうのを忘れていた」

　別の生徒もこちらを振り返る。声こわ音ねを使い分けて一人で喋しやべっている怪あやしい人物を窺うかがう目をしていた。いくら来年以降会わない相手でも、まだ前期も終わっていない時期から変人のレッテルを貼はられるのは避さけたい。筆談に切り替かえようと、ノートに「家に帰ってから」と書き殴なぐる。

「そんな心がけで受験に合格できると思ってるのか？　今やれることは今するんだ」

　ふいに背後から聞こえた声に振ふり返ると、いつの間にか巡じゆん回かいしていた講師が立っている。

　教きよう壇だんに立っているときとは態度が全然違ちがうが、俺や数人の生徒にとってはこの豹ひよう変へんはいつもの事だ。嫌きらわれているのは、ろくにノートを取っていないというのが理由だが、記憶力は良い方なので、暗記物は変な語呂を作らなくてもそのまま覚える方が頭に入る。

「この授業を取っている生徒の成績が悪ければ私の評価も下がる。やる気がないなら、後期からは他ほかの講師の授業を受けて欲しいね。君は僕の作った語呂合わせもメモってないみたいだし」

　俺が軽く頭を下げて、ノートに書いた文字を消しゴムで消すと、講師はぶつぶつ言いながら離れて行く。充じゆう分ぶん離れたのを待ってから、溜息を吐き出す。

　アイスだけじゃ足りなかったなら、さっき言って欲しい。お陰かげで嫌な奴に怒おこられた。

　ユノクが現れて以降、菓か子しやジュース以外で何かを強請ねだられた事はないし、剣けんとして生きていた頃ころは絶食状態だったのだろうから、食事の心配は一いつ切さいしていなかった。

　だけど幾いくら腹が減っていたとしても、授業中はどうしようもない。鞄かばんの中には飲みかけのペットボトルしか入っていない。これ以上周囲に不ふ審しんがられるわけには行かないし、次に話しかけられたとしても、無視しようと決めた。

　だけど俺の決意が届いたのか、それ以降ユノクが声をかけて来る事はなかった。

　最終授業なので、終しゆう了りようのチャイムが鳴れば生徒は自然と帰る。俺は一度トイレに寄ってから、外に出た。浪人生でも全員が全員びっちり勉強しているわけじゃない。

　金曜日は勉強以外の予定を入れる連中も多いらしく、予備校の前で待ち合わせしていた奴やつ等らが苦く役えきから解放された表情で、繁はん華か街がいの方に歩いていく。楽しげにじゃれ合ってる姿を何気なく眺ながめていたら、自分が友達をほとんど失ってしまった事を思い返す。

　苦々しい気分で駅に向かうと、小さな黒い影かげが目の前を横切り、中ちゆう華か料理屋の前の植え込みに飛び込んだ。思わずぎくりと足を止める。

　屋根裏で剣を抜ぬいた時に、子こ猫ねこサイズの影が素す早ばやく視界を横切った事を思い出す。

　ユノクは憑ひよう依いしていない影なら、ドライアイスみたいに溶とかせると言っていた。もしここで奴を捕つかまえられたら、二度と命の危険を感じないで済むしユノクの事も見返せる。

　得体の知れない物を相手にする恐きよう怖ふを堪こらえながら、四角く刈かり込まれたドウダンツツジを覗のぞき込む。影はツツジの向こうの狭せまい路地を抜けていった。

　周囲に人が居ないのを確かく認にんして、ツツジを飛び越こえて路地に入る。もしかしたらただの黒い猫という可能性もある。男にも意見を聞きたかったが、傍にいるかどうかは分からない。

　だけど俺が危なくなったら助けてくれるだろうと、楽観的に考えて狭い路地を抜けた。駅と地下で繫つながっているモールの裏に出る。

　立体駐ちゆう車しや場に挟はさまれた道路には人ひと気けもなければ、子猫も影もいない。

「逃にげられたか……」

　そう呟つぶやいて駅に戻ろうとしたときに、二つ先の信号機の下に先さき程ほど俺を叱しつ責せきした講師が立っているのに気付く。じっとりと俺を見つめる姿が不気味だった。急に右みぎ腕うでが熱くなり、あの模様が浮うき上がって消える。まるで危険を感知したセンサーが点てん滅めつするみたいだった。

　はっと再度講師に視線を戻す。相変わらず俺の方をじっと見つめ、せかせかと近づいてきた。

　瞳ひとみの色はまだ確認できない距きよ離りだが、逃げた方が良いと本能的に察する。

「これ、まずいかも」

　俺が走り出したときは、既すでに信号機一つ分しか離れていなかった。

　咄とつ嗟さに人の多い方に向かって走ったのは、いざとなったら誰だれかが止めてくれるかもしれないという淡あわい期待を抱いだいたからだ。講師から逃げるために赤信号を避けて、歩道橋をかけ上がる。

　普段ろくに運動をしないから、すぐに肺が痛くなる。背後からの圧あつ迫ぱく感かんが段々強まり、距離を詰められているのを感じた。こんなことなら影を追うべきじゃなかったと後こう悔かいする。

　階段を下っている最中に足が縺もつれ、転ぶのを避けるために慌てて手て摺すりを摑つかむ。

　最後の一段を降りれば、駅の構内は目前だ。行き交かう大勢の人が目に入った事で、少しだけ心に余よ裕ゆうができたとき、背後から荒あらい息いき遣づかいが聞こえる。思わず振り返ってしまった。

　手を伸のばせば届く距離に講師が迫せまっている。白い筈の部分まで影に塗ぬりつぶされた目に怯ひるんだ瞬間、肩かたを摑まれた。

「今度こそ」

　駅で聞いたのと同じ嗄しわがれた声だ。それが青年に殺された髭ひげ男の物であると気付く。

　硬こう直ちよくしている俺の目に、講師がスーツのポケットから取り出した先の鋭するどい鋏はさみが映る。

　関節から血の気が消えるほど強く握ったそれが振り下ろされるのを、瞬まばたきも出来ずに見つめていると、どこからともなく現れた逞たくましい腕うでが俺を庇かばった。

「あ……」

　その腕に深々と鋏が突つき刺ささり、無意識に肩が大きく震ふるえる。

「生あい憎にく、俺はお前みたいな死に損ぞこないに自分の物を傷つけさせるほど、間ま抜ぬけじゃない」

　ユノクがそう言った瞬間、俺の肩に食い込んでいた講師の指が離れた。

　同時に講師の目からさっと闇やみが消え、黒い固まりがその体から抜けて、素す早ばやく走り去っていく。しかし俺は影の行方ゆくえを追うより、ユノクの腕を傷つけている鋏の事で頭がいっぱいだった。

「大だい丈じよう夫ぶ、なんですか？」

　恐おそる恐る尋ねたが、本人は痛がる素そ振ぶりもなく無表情に鋏を腕から抜き取った。

「お前達の体と一いつ緒しよにするな。この程度ならすぐに塞ふさがる」

　びくびくしながら鋏に視線を走らせたが、血は付いていない。改めて彼の体は人と造りが違うのだと再認識する。

「一体、……何故なぜ、……どうして、こんな」

　ユノクが路上に投げ捨てた鋏がカシャンと音を立てた。それを合図に講師が正気を取り戻す。

　今まで影に憑依されてきた人達と同じく、自分がしようとしていた事に気付いて青ざめる。

　わたわたと鋏を拾ってから、ユノクの腕に空いた穴を見て「ひっ」と引きつった声を出すと、手にしていた鋏を慌てたように捨てた。

　傷口から血が噴ふき出していない事に関しては、気付いていないようだ。

「ち、違うんだ。君を……君たちを傷つけようと思っていたわけではなくて、決して私は」

　普ふ段だん蔑さげすむような目で俺を見ていた講師は、酷ひどく怯おびえて視線を彷徨さまよわせる。それからごくりと唾つばを飲み込むと鋏をポケットに入れ、足早に予備校の方に引き返して行く。

「逃げた……」

　凶きよう器きを持ち去ったということは、恐らく証しよう拠こ隠いん滅めつを企たくらんでいるのだろう。モラルに欠ける講師の後ろ姿を目で追っていると、ふいに顎あごをぐいっと上に持ち上げられる。

　ぐきん、と頸けい椎ついが鳴る音が聞こえた気がして、衝しよう撃げきに目を眇すがめると、いきなり唇くちびるを塞がれた。　>>>♥

「ふあ!?」

　歯を閉じる間もなく、舌が入りこんでくる。

「ん、ふっ」

　まさか駅前の歩道でキスをする羽目になるとは思わなかった。しかも男と。

　状じよう況きようを理解しようと何度か瞬きをするが、全く頭が回らない。息苦しさを覚えて固い胸むな板いたを叩たたいたが、鍛きたえられた体はびくともしなかった。苦しくて喘あえぐように喉のどを反らすと、さらにキスが深くなる。荒あら々あらしく口の中を探さぐられた。舌の付け根がだるくなるほど吸われ、唇が離はなれるときには俺の体は軟なん体たい動物みたいにぐにゃぐにゃになる。

　腰こしや膝ひざにろくに力が入らず、男に寄りかかる。

「大丈夫か？」

　妙みようにはきはきしている上に、笑いを含ふくんだ声で尋たずねられて「大丈夫じゃないです」と返して、両手で男の体を押しやる。

「いきなり、こんな所で何するんですか！」

　唇を拭ぬぐいながら、恐る恐る周囲を窺うかがう。

　しかし昨日とは違い、通行人は俺達には全く注意を向けない。ユノクは見た目が優すぐれているので、ただ立っているだけでも注目を浴びるはずだが、今は一いち瞥べつすらされない。そういえば講師に襲おそわれているときも誰にも気付いて貰もらえなかった。

「結界を張ったから俺達の姿は誰にも見えない。安心しろ」

「できるか！　そもそも安心とかそういう問題じゃないです！　いきなり何なんですか」

「食事が必要だと言っただろう？　お前の魂たましいは少し甘すぎるが、悪い味じゃない」

　ユノクには悪びれた素振りはなく、再び唇が近づいてくる。

「待ってください！」

　思わず両方の掌てのひらを相手に見せて、止まれ、とジェスチャーする。一応止まってくれたものの言葉だけの制止では大した効力はなさそうだ。その証拠に、相手はにやにやしている。

「あの、今の本当に魂を食べてたんですか？」

「本来、俺の依より代しろである剣けんは鞘さやに収まる事で生気を回復する。現在はお前が鞘だ。まさかお前の腹に剣を突き立てるわけにもいかないだろう？　だから代わりに、お前に俺の体の一部を入れて生気を吸い取っている」

「それ、俺の寿じゆ命みようとか縮まったりしませんか？」

　下半身が生まれたての子こ鹿じかみたいになっているのは、キスではなく魂を吸い取られたせいだとしたら、色々と不安が残る。

「生きている動物は常に生気を発散してる。その一部を吸い取るだけだ。腹は減るだろうし、眠ねむくもなるだろうが、寿命までは削けずられない」

　それを聞いてほっと息を吐ついたときに、「たぶん」と付け足される。

「たぶん!?　今のどのぐらい信しん憑ぴよう性せいのある意見なんですか？　もの凄すごい断定口調で喋しやべってたくせに、たぶんって！」

「怒ど鳴なれるならもう少し平気だな。俺はまだ腹が減ってる。空腹だとお前を助けられない」

　お前はどこのアンパンだよ、と突っ込みたかったがユノクが近づいて来たので慌あわてて後あと退じさる。

「まだするつもりなんですか!?　いくらマジックミラー的な力が作用しているとしても、こんなところでエロキスするつもりないです！」

「何か勘かん違ちがいをしているみたいだが、同意は必要ない」

　まるで当たり前のルールを説明するようにユノクは言った。

　その瞬しゆん間かん、二日前に家のベッドでされた事を思い出す。確かに同意なんて関係なく、手下を使って俺の抵てい抗こうも文句も全すべて封ふうじてしまった。このまま流されたらキスだけでは済まない気がする。周囲の人達の目に映らないとか、そういう問題じゃない。

「…………ここで食べられるのは嫌いやです」

　ユノクは黙だまった。もっと言葉を尽つくして説得すべきだろうかと、唇を開きかけたときに「どこが望みなんだ？」と訊きかれる。

　本心を言えばどこでだって嫌だが、一番ましな場所は決まっている。

「俺の部屋、とか」

　男同士で自分の部屋に相手を誘さそうのにこんなに複雑な気持ちになった事は、未いまだかつてない。

　じわりと頰ほおが赤くなる。舌以外の物を挿そう入にゆうされる様を想像してしまったなんて気取られたくないし、ましてその想像がそれほど嫌じゃないって事も知られたくない。

　俯うつむくのは逆効果だと分かっているが、顔は見られなかった。

　そんな俺の態度が相手を調子づかせたのか、ユノクは楽しそうな声で「そうか」と笑う。

「お前の部屋でなら好きなだけ食べていいんだな」







　途と中ちゆう気絶されても困るから、という即そく物ぶつ的な理由で夕食は食べさせて貰えた。

「焦あせらなくても俺ちゃんと約束は守りますから！　だから、ぶはっ」

　しかし食べ終わった途と端たんに目に見えないゴーレム達に担かつぎ上げられ、ベッドに落とされる。わりと力強かったので、バウンドして床ゆかの上に転がった。話している最中だったせいで舌まで嚙かむ。こいつらのせいで、床に落ちるのは二回目だ。

　先さき程ほど俺が駅前の弁当屋で買ったスタミナ弁当を食べている向かいで、ゼリーを食べていたユノクに生気以外でエネルギーを補給する方法がないのかと尋ねた。ユノクが整った顔を歪ゆがめて「血や心臓はあまり好きじゃない」と答えたので、他ほかの補給方法を試ためすのは諦あきらめる事にした。

　けれどだからといって、抱だかれる事を甘んじて受け入れられるかと言えば、そう易やす々やすとはいかない。確かに命だって助けて貰っているし、顔だって見み惚とれる程に格かつ好こいいし、友情なのかなんなのか分からないがユノクの事は嫌きらいじゃない。でも、同性だ。

「見えない相手に触さわられるのはびっくりするので、家の中では姿を現すようにして貰えませんか？　あとベッドには自分で行くから二度と落とすな、と伝えてください」

　立ち上がって、どこにいるか判わからないゴーレムを睨にらみ付けるために三六〇度、周囲を見回す。

「止やめておいた方が良い。一目見ただけで神官達は三日三晩魘うなされた。俺が作った物の中では一番醜しゆう悪あくな外見をしている」

「……そんなの従えてるから、邪じや神しんとか言われちゃうんですよ」

「デザインよりもスペックとインターフェースを重視したからな」

「パソコンみたいに言わないでください。モザイクかけてもいいんで、何とかなりませんか？」

「ではお前の好きな男の姿にこれを変えてやろう」

　ユノクの指が俺の額に触ふれる。指先でこつんと眉み間けんを突つかれたときに、脳に歯は磨みがき粉こを塗ぬられた気分になった。意識を覗のぞかれているのだ、と直感で分かった。

「何もないのか。お前ぐらいの歳なら、理想のパートナーの姿が定まっているものだけどな。恋こい人びとは今まで一人もいなかったのか？」

　恋人と言われて、友人だった奴やつの顔を思い浮うかべてしまう。ユノクは少し眉まゆを寄せた。俺は慌てて額の指を払はらう。透とう明めい人間か滝たき本もとのコピーだったら、俺は間ま違ちがいなく前者を選ぶ。

「違ちがいます。今のは間違いです。ゴーレムは透明なままで大だい丈じよう夫ぶです。俺のことより、あなたはいないんですか？　その顔だったら恋人はたくさんいたんじゃないですか？」

　滝本の話題はどうでもいい。それよりも先程、鋏はさみでつけられた傷の方が気になって、剝むき出しになってる腕うでに視線を這はわせる。しかし穴が空いていた部分は、すでに跡あと形かたも無く塞ふさがっていた。触れてみると、しっとりとした皮ひ膚ふの感かん触しよくと温かな体温が伝わってきた。

「恋人か。お前はときどき、俺を人間のように扱あつかう。傷の心配をしたりな」

　傷があった場所に這わせていた手を取られて、軽く握にぎられる。

「もう元に戻もどってるが、修復するには力を使う。だから食事が必要なんだ。俺の力が弱まればあいつは今まで以上にお前に近づいてくる」

　そう言われると拒きよ絶ぜつできない。それに間違いなく気持ちがいい事は、既すでに知っている。

　自分がそこまで快感に従順なタイプだとは思わなかったし、身を任せるのは恥はずかしいが目の前の男に抱かれるのは嫌いじゃない。認めるのは癪しやくだが、行こう為い自体は嫌じゃない。

「分かりました」

　瞼まぶたを閉じて待つなんて真似まねはしたくないから、自分からキスをする。

　触れるだけでは食事にはならないのだろうから、舌を伸のばして唇くちびるの隙すき間まに入れた。すぐに搦からめ捕とられて吸われる。まだ数回しかしていないが、何度しても慣れる事はない気がした。

「っ、……」

　立っていられなくて、ユノクの腕に手を掛かけた。すぐに腰に腕が回されて、体が密着する。

　そのときパンツのフロントに誰だれかの手が触れた。ユノクの手は片方が俺の頭に添そえられ、もう片方で腰を抱いている。だからそれ以外の手は全て醜悪だと評された彼の僕しもべのものだ。キスだけで終わる筈はずがないと分かっていた。だから不器用な手がボタンを外し、下着の中に入ってきたときも、抵抗はしなかった。ただその後走った痛みは許容できない。

「ひ、ぅ……っ」

　手て荒あらに陰いん茎けいを摑つかまれて、痛みに涙なみだぐんでユノクの腕に爪つめを立てる。すると僕の手はゆっくりと離はなれたが、代わりにパンツと下着を足首まで下げられた。俺以外に経験者はないだろうから誰にも理解して貰もらえないだろうが、透明人間に服を剝はぎ取られるっていうのは不思議な気分だ。

「口を開け」

　痛みが走った時に閉じた歯に舌が触れた。横おう柄へいな態度を魅み力りよく的に見せられる人間なんて、ごく一部だ。ユノクはその一部の中に入っているらしい。命令されて胸が疼うずくなんて、どうかしてる。同じ男として憤いきどおりを感じるべきなのに、体は無意識に相手に従い、器用な舌を咥こう内ないに迎むかえ入れてしまう。

　キスしているうちにいつのまにかベッドに座らされ、向き合う形で膝ひざの上に乗せられた。

　夢中になっていると尻しりに手が触れる。掌全体を使って肉を揉もまれ、前回どんな風にされたのかを思い出してしまう。恥ずかしさで、覚えた筈の英単語がいくつか飛びそうだ。

「ぁ、う」

　尻にぴたりと舌が這わされるのを感じて、思わず逞たくましい背中を引っ搔かいた。

「これ、止めさせてくださ、い」

　声が裏返ってしまったのは、尾び骨こつを舐なめられたせいだ。ユノクの顔は見えなかったが、楽しそうな気配は伝わってくる。ユノクは自分のパンツをくつろげると、下着の中から勃たち上がりかけた物を取り出して、俺の腰を引き寄せると性器同士を擦こすり合わせた。

　ユノクと較くらべると、自分の陰茎は子供のような色と形をしている。

　円く空いた皮の隙間から、肉色の先せん端たんが覗いていた。キスだけで反応していたそれは、既に最大値に達しているにも拘かかわらず、頼たよりない。一方男の物は根本から先端まで太く、カリの部分は力強く張り出している。くすんだ色をしている陰茎には血管が雄お々おしく浮き上がっていて、見ているだけで背筋が震ふるえた。

「物欲しそうな顔をしなくても、すぐに入れてやる」

　男の言葉に、自分が食い入るようにそれを見つめていた事に気付き、頰が赤くなる。背中に回していた手を取られ、無む理り矢や理りそれを握らされた。ユノクのそれがどんどん硬かたくなっていくのが分かり、嬉うれしくなる。欲よく情じようされるのが嬉しいなんて、自分でもどうかと思う。尤もつとも、ユノク以外の誰かだったらこんな気持ちにはならないのだろうが。

　促うながされて、ぎこちなく二人分のそれを摑んで擦り上げた。

「ん」

　ユノクの顔は見ずに、視線を下に向けたまま手を動かす。敏びん感かんすぎる先のところは痛いぐらいだ。だけど皮の上から擦るのは気持ちよくて、痛みと交こう互ごの快感が癖くせになりそうで怖こわい。

　終わりを目指して自然と手のピッチを速めると、尻の間に細くて長い指が触れる。指は躊躇ためらいもなく内側に潜もぐり込んできた。節の部分がごつごつしていて、それが僕のものだと分かる。

「い、いじらせないでください」

　小さな声で頼たのみ込む。男は笑ったようだった。俺の願いを聞く気はないらしく、指が増えた。

「はっ」

　背中に舌が這い、思わず腰こしを浮かせる。

　すると指を咥くわえ込んだ場所に舌が這わされた。中まで入ってくる。うねうねと動くそれに耐たえられなくて首を振ふった。滑ぬめり気のある長い舌が奥の方まで差し込まれる。

「これ、いやだって……」

　言い終わる前に、ずるりと抜ぬかれた。けれど舌の代わりに、硬い陰茎が押し当てられる。透明な手に腰を支えられ、足を大きく開かされて、向かい合ったまま受け入れる羽目になった。　>>>♥

「あ、う」

　痛みと圧あつ迫ぱく感かんに苛さいなまれながら、ずぶずぶと飲み込む。最後まで受け入れてから、ベッドに押し倒たおされた。繫つながった場所がいやらしい音を立てて、膨ふくれた亀き頭とうで敏感な所を突かれる。

「っ」

　容よう赦しやなく突き上げられると、腰が浮く。衝しよう撃げきに耐えるために、半ば無意識に引き締しまった腰に足を擦こすり付けた。内ない膜まくが少しでも負担無く衝撃を吸収しようと緩ゆるむ。だけど奥の方に陰茎が打ち付けられると、途端にいやらしく窄つぼまってびくびく震えた。

「お前は聡そう明めいではないかもしれないが、覚えがいい。まだ二回目なのに、随ずい分ぶんいやらしい感じ方ができるようになった」

　否定しようとしたが、突き上げられると何も言えなくなる。前回と同じく好き勝手に体を弄られて、馬ば鹿かみたいに高い声を漏もらした。

　俺はそんな状態なのに、ユノクは少しも変わらない。平気な顔を見ていたら悔くやしくなった。

　だから首筋に歯を立てる。鋏で刺さされても平気な顔をしていたから、それぐらいじゃ動じないだろうと思っていた。しかしユノクは「ツバサ」と宥なだめるように名前を呼ぶ。

　声はとても甘くて、体だけでなく心の内側までじわりと熱くなって、誤ご魔ま化かすようにユノクの胸に顔を埋うずめた。太陽の匂においがする。体の中まで温かくなるようなそれに心が震えた。







　生前祖父の世話になった、という骨こつ董とう屋やが家に来たのは俺がちょうど予備校から帰って来た頃ころだった。講師に殺されかけたり階段から突き落とされたりしているので、予備校には授業があるとき以外、あまり近寄らなくなった。

　英和辞書を捲めくってるときに、背後から刺されたら死んでも死にきれない。

　その分家に居る時間が増えたが、そうすると邪じや魔まが入る事が多い。主に訪問販はん売ばいや保険の営業などで、たまに宗教の勧かん誘ゆうが来る。それらは「間に合ってます」で断れるが、流石さすがに祖父の仏ぶつ壇だんに線せん香こうを上げさせてくれと言われたら追い返せない。

　勉強を中断してお客を仏壇の置いてある奥の部屋に通す。お茶がなかったのでアセロラジュースを持っていくと、骨董屋はちょうど手を合わせ終わった所で、青いハンカチで自分の額を拭ぬぐっていた。

　汗あせが滴したたるのを見て申し訳なくなったが、この部屋にはクーラーがないのでどうしようもない。

　それに俺自身は最近あまり暑さを感じなくなった。去年まではクーラーなしで生活できなかったが、ここは海から遠い分湿しつ度どが低いのか、それほど暑さに嫌いや気けが差さない。テレビのアナウンサーは〝真夏日〟と言っていたが、体感的には三十度を超こえている気がしない。

「おじい様は生前、私の店をたいへん贔屓ひいきにしてくださいました。それに業界でも知らない者はいないほど有名な蒐しゆう集しゆう家でした。良い物にはお金に糸目を付けない豪ごう快かいな方で……」

　有名というのは、恐おそらく良い意味じゃないだろう。カマキリに似た顔の骨董屋の目には、仏壇の中の祖父は上等なカモに見えていたに違ちがいないと、微び妙みような気分で相あい槌づちを打つ。

「お孫さんもご興味がおありですかな？」

「俺はそういうのは、全然」

　祖父と同じように食い物にされてはたまらないと、右手を大きく振る。

「そうですか。今はお辛つらくて考えられないでしょうが、いつか処分に困る日が来るでしょうね。何しろ、膨ぼう大だいなコレクションの数ですし。ああいうものは普ふ通つうの古物商に持ち込んでも二束三文でしか買い取って貰えませんからね。専門のところでないと正しい査定が行えないのですよ」

「はぁ」

「ですからもし処分されるときは私のほうに一声かけてください。うちは売るのは日本刀中心ですが、買取はどんなものも行ってますから」

　骨董屋は懐ふところから取り出した名めい刺しをテーブルの上に置き、すっと俺の方へ滑らせた。

　それを眺ながめて、いっそ今買い取って貰おうかと悩なやんでいると、部屋の隅すみに積んである日本刀に骨董屋の目が向けられる。

「ああそれは、うちの物ではないですね。拝見させて頂いても？」

　肯うなずく前に、骨董屋は鞘さやを開けてしまう。

　箱がない刀とう剣けんの殆ほとんどは段ボールに仕し舞まったが、多すぎて入りきらなかった分はこの部屋の隅に積んである。恐らく箱がない物は安物だろうから、骨董屋が手にとっても気にならなかった。

「ああ、これは……最近のものですね。たぶん、三千円ぐらいで買ったのかな」

　骨董屋は刃はを見ると、作り笑いを浮うかべてそう口にした。

「そういうものって、捨てる時は燃えないゴミとかで大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「いや、まぁ、その……ええと、中古のものでも外国人には土産みやげ用に千円ぐらいで売れますから、三本で千五百円でどうですかね」

　骨董屋は適当に近くにあった他ほかの二本を手に取る。そちらは柄つかの部分に糸が巻かれていたが、少しも汚よごれていないどころか色いろ褪あせてもいない。明らかに新しいのを見て、千五百円でも悪くないと思った。頷うなずこうとしたときに、骨董屋は刀を抜いて俺に向けた。

　一いつ瞬しゆん、影かげが乗り移ったのかと背筋が寒くなったが、骨董屋はすぐにそれを横に傾かたむける。

「これが刃は文もんというのですが、様子が綺き麗れいな場合は高い物が多いんですよ。これはそうではありませんよね」

　よく分からないまま「はぁ、なるほど」と肯く。

「それは二百年以上前の物だ。悪くない品だ」

　突とつ然ぜん、ユノクの声がした。振り返ると、いつの間にか部屋の隅に立っている。何もない所から姿を現したユノクに、骨董屋は尻しり餅もちをつきそうな程驚おどろいて、刀を落としかけた。

「あ、えっと……うちにホームステイしてる外国人、です」

　言ってから、シンプルに友人と説明すべきだったと後こう悔かいする。どうやら俺も動どう揺ようしているらしい。しかし骨董屋は俺の台詞せりふには注意を払はらっておらず、それよりも自分の査定が否定された事に憤いきどおりを感じているようだった。

「い、いえいえ、古く見えるように造られているだけですよ、これは最近造られたものでしてね、偽にせ物ものです。確かにそちらの物よりは精せい巧こうに造られていますが……」

　骨董屋は何か捲し立てていたが、ユノクは床ゆかの上に置かれていた鞘を蹴けって、その手から刀を奪うばった。骨董屋は焦あせったように鞘を拾い、慎しん重ちように傷がないかを確かめる。一本五百円の剣けんの鞘を扱あつかう手つきとは思えないほど、丁てい寧ねいに検分していた。

　ユノクは長い刀身を見つめると、右手で柄を持って左手の掌てのひらにその切っ先を押し付けた。

「駄だ目めだ、なまくらじゃないんだぞっ」

　焦った骨董屋の声を無視して、ユノクは切っ先が肉にめり込むほど掌を近づける。

「な、何するんですか？」

　恐ろしい光景をぎょっとしながら見つめていると、剣はずぶずぶと掌に突つき刺さる。しかしいつまで経たっても、手の甲こうを突き破って剣先が出てくる事はなく、痛がる素そ振ぶりもなかった。

「もしかして、手品か何かですか？」

　骨董屋の問いかけにユノクは何も答えない。最後に柄の部分まで全部飲み込んでしまうと、男は目を閉じてからふっと息を吐はき出して、俺を見る。

「売るなら別の相手にしろ。そいつは、抜ぬけもしない剣を売りつけるような奴やつだ」

「……もしかして、あの短剣ですか？」

　はっとして問いかけたがユノクはそれ以上何も言わずに、俺の部屋に繫がる襖ふすまを開けていなくなった。去るときにいきなり消えない辺り、一応配はい慮りよしてくれているらしい。

　骨董屋は何か言いつくろおうとしていたが、上手うまい言い訳が見つからないのか「外国の方のようですから、和物の事はよくわからないのでしょうね」ともごもごと口を動かした。

「あの、抜けない短剣はどこで手に入れたんですか？」

　分が悪いと悟さとったのか、骨董屋は「長居してしまったようです、そろそろお暇いとまを」と立ち上がる。どうやら後ろ暗い事がありそうだ。この様子では祖父相手に相当荒あら稼かせぎしたのだろう。

「あの短剣の事を教えてください」

　出口を塞ふさぐように骨董屋の前に立つと、大きな目が眼鏡の向こうで細くなる。

「あれは、おじい様がどうしてもと仰おつしやられたのです。こちらが無理にお勧すすめしたわけでは……」

「そういう事を訊ききたいわけじゃないです。ただ俺はあれをあなたがどこから手に入れたのか知りたいんです。一体、あの剣はどういうものなんですか？」

「あれは知り合いが中東で買った物です。遺い跡せきの出土品だと聞いていますが、真しん偽ぎの程ほどは……。おじい様にもその辺りはご説明させて頂いたのですが」

　骨董屋は困ったように言葉を濁にごす。

「抜けないという事も？」

　質問の答えは曖あい昧まいな表情が物語っていた。

「中東の物なんですか？」

「私も専門家の端はしくれですが、あれがどこで造られたかまでは……」

　骨董屋は言葉を濁すと、あからさまに腕うで時ど計けいに視線を落として「そろそろ帰らないと」と愛あい想そ笑わらいを浮かべる。

　本当に何も知らないようだし、これ以上訊く事もないので玄げん関かんまで見送った。

　部屋に引き返すと、ユノクの姿は既すでになかった。

　相変わらず気き紛まぐれに出現と消失を繰くり返している。一体どうしてあの刀が古い物だと知っていたのかは分からないし、掌に剣を吸い込ませた理由も分からない。

「もしあれが本当に古い物で価値があるなら、なんで消しちゃったんだよ……」

　ユノクの行動が理解できずに、呟つぶやくように小言を口にして開いたままの参考書に向き直る。

　必要な事を俺はあまりユノクに教えて貰もらえていない気がした。どうせ説明が面めん倒どうだという理由だとは分かっているが、それでも信用されていないみたいで腹が立った。







　けれど彼がタネも仕し掛かけもない手品を披ひ露ろうした理由は、その日の夜に家を出た後で分かった。

「噓うそだろ……っ」

　走りながら、こんな事なら携けい帯たいの代金は口座引き落としにしておけば良かったと後悔する。

　そしたら支し払はらい期限の日に慌あわてて家を出る必要はなかった。コンビニに行くことも無かったし、ナイフを持った茶ちや髪ぱつに追い掛かけられて、全速力で走らずに済んだ。

「っ、ここら辺来たことないし、どこに行けば……ってもう追いついて来た！」

　最悪なのは、俺が間ま違ちがって工業地帯に逃にげ込んでしまった事。影が乗り移った相手がコンビニの前に屯たむろっていた若い連中のリーダー格だった事。彼らが意外に足が速かった事。俺にあまり土と地ち勘かんがない事。そして極きわめつけは、俺は長ちよう距きよ離り走そうは苦手だという事だ。

「最近走ってばっかりだ……っ」

　講師に襲おそわれたときも全力疾しつ走そうだった。受験勉強ばかりで鈍にぶった体に、準備体操なしのダッシュはきつい。左の脹ふくら脛はぎがつりそうだ。脇わき腹ばらも痛いし、ゴム底が厚くて重い外国製のスニーカーも走るのには向いていない。つまり良い事なんて一つもない。

「待てこらぁああああ!!」

　さらに、最悪な状じよう況きようを足すなら憑ひよう依いされてない連中も殺やる気が漲みなぎってるって事だ。

　茶髪は大した統とう率そつ能力を持っているらしい。リーダーが追うと決めたら、他の連中は理由が分からなくても元気いっぱいで追い掛けてくる。

　普ふ段だんなら絡からまれないために視線を逸そらして、素す通どおりするような外見の奴やつ等らだ。騒さわぎを聞きつけた誰だれかが通報してくれないかと儚はかない願いを抱いだく。道路を逃げていたら追いつかれるのは時間の問題だから、緑の金かな網あみを乗り越こえてどこかの会社の工場に潜せん入にゆうする。

　うまくいけば守衛か従業員に会えるかもしれない。いかれた集団に追い掛けられていると話せば、匿かくまって貰えるだろう。それが駄目な場合は物もの陰かげに隠かくれてやり過ごすという選せん択たく肢しもある。

　元々少ない俺の体力ゲージは、既にゼロに近い。

「もう、マジでこういうときに出て来いよ！」

　不良達が次々とフェンスを越えて追い掛けてきたのを見て、肝かん心じんの時に姿を現さないユノクに文句を言う。振ふり返ると唾つばを飛ばしながら怒ど鳴なっている連中が目に入ったが、肝心の内容は巻き舌過ぎて分からない。

　何とか撒まこうとデタラメに走っていたら、隠れる物が何もない広い駐ちゆう車しや場じように出た。しかも入り口にあったのよりも高い緑のフェンスで行き止まりになっている。

　これ以上逃げ場がない事が分かり、思わず空を仰あおぐ。追い詰つめたのが分かり、後ろの連中の足音が徐じよ々じよに遅おそくなる。ナイフをバトンのように握にぎっていた不良が、今どんな顔をしているのかは想像したくもない。俺はすっと息を大きく吸って、瞼まぶたを閉じて覚かく悟ごを決める。

「いい加減、助けてください!!」

　背後の連中は笑ったが、彼らに言ったわけじゃない。

　俺は恐おそる恐る目を開けた。そこには誰もいなかった。厚い雲に覆おおわれた空が見えるだけだ。

　もしかして本当に近くにいないのかと泣きそうな気分になったときに、背中に何かが触ふれた。

　慌てて振り返ると、俺に背中を向けてユノクが立っていた。

　ほっとしすぎて、膝ひざの力が抜けそうになる。ユノクは祖父が使っていた浴衣ゆかた姿だった。

　ユノクの洋服は一ひと揃そろいしかなく、買いに行こうとしていた矢先に、ユノクが祖父が使っていた浴衣を引っ張り出してきた。何でも、洋服は暑くて窮きゆう屈くつなのだそうだ。

　遅い登場に文句を言いたくなったが来てくれただけでも嬉うれしいので、この際丈たけが足りなくて膝から下が殆ほとんど露ろ出しゆつしている裾すそや、かなりはだけ気味の胸むな元もとは気にしない事にした。

　連中はユノクの姿を見て、怯ひるんだようだった。何もないところからふっと現れた人に対して、戸と惑まどわずにはいられないのだろう。けれどすぐに状況を理解する事を放ほう棄きしたのか、一人が襲いかかってきた。しかし見えない僕しもべによって殴なぐられ、呆あつ気けなく地面に押さえつけられる。

「山やまちゃん！　何やってんだよ！」

　他ほかの連中にはいきなり転こけた後で陸に揚あげられた魚を真似まねて、ふざけて手足をばたばたしているようにしか見えないだろう。本人も、自分が何をしてるか分からない筈はずだ。

　今度は他の奴が襲いかかってくる。そいつは途と中ちゆうで拾ったと思おぼしき石を握っていた。けれど彼も見えない僕によって持ち上げられた挙げ句、五、六メートル先に投げられてアスファルトの上でバウンドする。ベッドでやられても痛かったから、ほんの少し気の毒になった。

「超ちよう能のう力りよく者だ！　こいつ、絶対超能力者だよ」

「落ち着けって、なんかトリックがあんだって！」

　連中の慌てぶりは、完全に戦意を喪そう失しつしているように見えた。

　一番前にいる、瞳ひとみが真っ黒な奴を除いては。

「お前の名は絶望。血と、肉と腐くさった臓ぞう腑ふで出来ている魔ま物もの。疫えき病びようと貧困を振りまき、関かかわる人間を全すべて呪のろい殺す、邪じや悪あくな存在」

　影かげはまっすぐにユノクを見てそう言った。

「ど、どうしたんだよ……マーくん、なんか怖こわいよぉ」

　先程まで超能力者だなんだと盛り上がっていた連中は、宇宙人に乗っ取られた奴を見るのと同じ眼まな差ざしで自分たちのリーダーを見ていた。

「生け贄にえに若い女達を殺し、我ら一族の魂たましいを輪りん廻ねから外し、ヒイアの最後の生き血を浴びた」

　滔とう々とうと語る言葉は悲しみと怒いかりで彩いろどられている。普段はユノクの姿を見るとすぐに消えてしまうが、今回はナイフを明確な意志を持って握っているようだった。

「まだ恨うらんでいるのか？　その執しゆう念ねんはいっそ尊敬に値あたいするが、事実をねじ曲げるのは止やめろ。俺が滅ほろぼしたんじゃない。お前達は潰つぶし合ったんだ。生け贄も要求したわけじゃない、お前達が勝手に捧ささげたんだ。そもそも美女は好きだが、生き血や心臓は生なま臭ぐさくて好みじゃない」

　どこまでも真しん剣けんな影に対して、ユノクはからかうように言った。

「それで、お前は俺を殺せると思っているのか？」

「人ひと形がたのお前なら殺せる。心臓に鉄製の剣けんを打ち込めばいい」

　ユノクは微かすかに笑った後で「よく覚えているな」と微笑ほほえむ。子供を褒ほめるような笑えみだった。

　すると茶髪の体がぶるぶると震ふるえる。影の怒りが痛いほど伝わってきたとき、ユノクが俺の右手を取った。

「え……」

　理由を聞く前に、腕うでに例の模様がぶわっと黒く浮うき上がる。目を瞠みはっていると、掌てのひらが急に痛いた痒がゆくうずき出す。肩かたから肘ひじ、そして手首へと熱は移っていく。骨が灼やけているようだった。

「あ、っ……ぅ」

　ぞくっとした感覚と共に掌の皮ひ膚ふがぱくりと割れて、何かが内側からぬるりと吐はき出された。骨かもしれない。事実肩や肘の関節の部分が成長痛に似た痛みを訴うつたえている。熱くて熱くて堪たまらない。けれどそれは火のような激しい物ではなくて、抱かれているときと同じ熱さだった。

　ユノクが俺の掌から突つき出た物に指を這はわせるのが見える。そして彼はそれを容よう赦しやなく抜いた。途と端たんに膝から力が抜けて荒あれたアスファルトの地面に崩くずれ落ち、時代劇によく出てくる暴漢に襲われた町まち娘むすめのように、日本刀を手にした正義のヒーローを見上げる。　>>>♥

「な、んで、刀？」

　俺の手から現れた刀身は、体の内側からでてきたというのに血を纏まとっているわけでも、濡ぬれているわけでもない。それが骨こつ董とう屋やの前でユノクの掌の中に消えた物と同じだと分かるのと、茶髪が襲いかかってきたのは同時だった。

　しかしユノクは落ち着いていた。跳はね上げるように日本刀を一ひと振ふりする。

「もう一つ覚えておけ。いくらお前が腕に自信があっても、ただの人間は俺には勝てない」

　キン、と澄すんだ音がしてナイフの切っ先が飛ぶ。それでも影は諦あきらめず、砕くだかれた刃は物ものの先せん端たんを俺達に向けた。殺気がびりびりと痛いほど伝わってきたが、ユノクには動どう揺ようも気負いもない。影が間合いを詰めようとした瞬しゆん間かん、ユノクは持っていた刀を横に薙ないだ。

　相手は咄とつ嗟さに体を反らしたが、着ていたＴシャツが斜ななめに裂さけて、みるみる血が溢あふれる。

「おいおい、本気かよ、マジックじゃねぇじゃん」

「こ、殺した！　こいつ、マーくんを殺した！」

　まさかここまでするとは予想していなかったから、驚きよう愕がくに目を見開いた。茶髪が前のめりにしゃがみ込むと、胸から滴したたり落ちた血がそのまま地面に染しみていく。

「本当に、殺したんですか？」

「いや、斬きる前に逃げた。斬ったのは依より代しろの人間だけだ」

　その依代の事を訊きいているのだが、ユノクは茶髪の生死には頓とん着ちやくしていないらしい。

「な、何意味わかんねぇこと言ってんだよ！」

　最初に向かってきた奴やつが、未いまだ地面に押さえつけられながら悲鳴じみた声で抗こう議ぎする。

　ユノクはそちらを一いち瞥べつもしなかった。

　日本刀を振って血を払はらうと、まだ付着しているそれをしゃがみ込んだ茶ちや髪ぱつの肩で拭ぬぐう。

「ひっ」

　傍かたわらにいた連中は尻しり餅もちをついて、日本刀の間合いから逃にげ出す。茶髪は数秒ぼうっとしていたが、自分の掌やＴシャツが真っ赤になっているのを見て悲鳴を上げた。

　ユノクは綺き麗れいになった日本刀を手に俺を振り返る。何をする気なのか、瞳を見ていたら分かった。犬ほどじゃないが、俺達もいつの間にか目で意思の疎そ通つうが出来るようになったらしい。

「ま、待ってくださいよ、ね？　落ち着きましょうよ、ね？」

　わたわたと両手を前に出して掌を見せながら、ずりずりと尻しりだけで後あと退じさる。

　そんな俺の右みぎ肩かたに、躊ちゆう躇ちよ無く切っ先が突きつけられた。

「や、だって……」

　じりっと、肩が灼けた。気に入っていた黄色のバンドＴシャツの布地が、ぶつりと切れる。

「あ、う……ぅ」

　思わず息を吞のんだ俺の体に、ずぶずぶと容赦なく刀が入りこむ。

　抜ぬき取られるときと同じだ。熱くて痛い。だけど性的な快感とリンクしていて、睫まつげが震えるのが自分でも分かった。吐と息いきと一いつ緒しよに声が出てしまう。感じている様を周囲にいる連中にも見られている事を思いだして、顔に血が上った。

「ひっ、仲間まで殺す気だ。こいつ、まともじゃねぇよ」

「マーくん、行こうぜ、早く！　殺されちゃうよ!!」

　ゴーレムの拘こう束そくがなくなったのか、アスファルトの上に押さえつけられていた奴やつも、慌あわてたように負傷したリーダーに手を貸して逃げていく。

「あ、つい」

　刺ささった場所が酷ひどく熱い。もう剣は根本まで飲み込んでいる。

　立ったまま俺を見ろしていたユノクは薄うす笑わらいを浮かべながら、少し屈かがみ込んだ。

「淫みだらな奴だな。唇くちびるを開いて何を強請ねだって居るんだ？」

　俺が唇を開いているのはあなたに文句を言うためだと、返す余よ裕ゆうはなかった。刀身が最後まで埋うめ込まれると、次は鍔つばだ。大きく張り出したそれを肉の隙すき間まに強ごう引いんに埋め込まれて、背中を反らしながら耐たえる。まずい。思っていたよりもずっと、体の芯しんが熱くなる。

「ん……ぁっ」

　おわりまで咥くわえ込んでしまうと、傷口がぴたりと閉じたのが分かる。

　思わず裂けたＴシャツを開いてその場所を確かく認にんしたが、皮膚は閉じていた。傷はないと思うが、ちょうどそこは黒い模様がかかっている部分なので、よく分からない。

　刀を吐き出した掌も確認してみたが、手相の皺しわしか見当たらなかった。

「気持ちよさそうだな。長くて固いものなら何でも好きなのか？」

「変態みたいに言わないでください……。それから俺のことを四次元鞘さやみたいに扱あつかうのは今後禁止です。自分で飲み込んだ物は、自分の体から出してください」

「俺は入れることは出来るが、出すことはできない。それは鞘の仕事だからな」

「じゃあ帯に差して刀を持ち歩いたらどうですか？　大体、あなた自身が剣なんだから、いちいち取り出さなくても元に戻もどればいいだけじゃないんですか!?」

「剣に戻ったら自由意志では動けない。お前が剣に姿を変えた俺を使って影を撃げき退たいできるのか？　絶対に無理だろう？　逆に、その剣で喉のどを搔かききられるのがオチだ」

　確かにそうなるだろう。男の言うとおりの想像が簡単にできる。

「とにかく、こういうのはもう二度としないでください！」

「……もしかして出したのか？」

　男の言葉にびくっと両りよう肩かたが震える。体にまとわりついた官能の匂においを拭い去ろうと、早口で捲まくし立てたが無む駄だだった。見破られた事に絶望を感じながら、前まえ屈かがみになる。

　勃たちはしなかった。だけど下着の中は異様にぬるついている。射精するというほど強い感覚ではなかったから達したわけではない、と思いたい。

「貞てい淑しゆくな者が淡たん泊ぱくとは限らないが、お前がここまで淫いん乱らんだとはな」

「いん……っ、そ、そんなの俺のせいじゃない！　一回目からマニアックなプレイ強要したのあなたでしょうが!!　俺だって、こんなの……まさかって思ってるんですから！」

　感情が高ぶって強めに叫さけぶと、男は「喜んでいただろう？」と呆あきれたように言った。

「違ちがう！　あなたがいつも変な風にするから、俺も変な風になっちゃうだけで……っ」

　反論になっていないと気付いたが、上手うまい切り返しが浮かばずに情けなくも恥はずかしい気持ちで、意外と黒い着流しが似合っている男を睨にらみ見上げた。

　厚くたれ込めていた雲には、いつの間にか切れ間が出ている。遠えん慮りよがちに顔を覗のぞかせた月の光に、ユノクの髪かみがきらきらと輝かがやいていた。

「そういう顔で見るな。外でしたら、お前はまた文句を言うんだろ？」

　ユノクはもう何もかも決めているような口くち振ぶりだった。

「ここは、嫌いや、です」

　聞いて貰もらえないのは分かっていて、拒こばむ。案の定男は俺の拒きよ絶ぜつごと飲み込んでしまうようなキスを仕し掛かけた後で、まだ熱を持っている肩をゆっくりとアスファルトに押し付けた。













　前期の最終日、予備校の壁かべに貼はり出された模試の順位表では数学と化学の上位に鉤原ツバサと名前が書かれているのを見て、ほっとした。

　授業料節約のために、数学と化学は最初から受講していない。

　理系に関しては最初から自信がある。高校は理数系進学コースにいたし、私立なら現げん役えきでも偏へん差さ値ちの高い大学には入学できた。ただ、問題は文系の教科だ。

「四月よりは上がってるけど……」

　平均点よりは多少まし程度の成績では、一いつ般ぱん入試での国立受験はかなり危あやうい。それにテストを受けたのは騒そう動どうが起こる前の話だ。あれ以来勉強に集中できていないから、次は順位が下がってしまう可能性がある。

「浪ろう人にんしてまで予備校通ってるのに成績が落ちたら親おや父じに殺される。どうせこういう事に巻き込まれるなら高校一年の夏とか、もの凄すごく暇ひまだった時期が良かったな。そしたら受験か影かげ退治のどちらかに集中できたのに……」

　ぼやきながら順位表を親の敵かたきのように睨んでいる他ほかの生徒の脇わきをすり抜けて、昼食を買うために外に出た。日差しは脳のう味噌みそまで焼こうとしている程ほどに、きつい。炎えん天てん下かの道路で、白線の上にはゆらゆらと陽炎かげろうが立っていた。室内との温度差に辟へき易えきとしながら信号を待って、交差点の向こうにあるコンビニでインスタントのラーメンを買う。暑い日に熱い物は食べたくないが、一番安くて腹が膨ふくれるのはラーメンなので仕方ない。給湯器でお湯を入れてビニール袋ぶくろに戻す。

　コンビニ内は昼休みの予備校生や社会人で溢れていた。明日からは高校生も混じって、もっと混こむだろう。前期の授業は終わったが、九月までは現役生と合同の夏期講習がある。

　予備校の資本主義的な経営方針のお陰かげで、夏期講習は別料金だ。別カリキュラムで受けたい授業のコマ数だけ料金を払うシステムになっている。ぼったくりだ。

　───高校の頃ころに推すい薦せんが取れていれば、無駄な金なんて使わなくて済んだんだよな。

　遅ち刻こくや欠席は多少はあったが、それでも優良生徒の範はん疇ちゆうだったし、ロボ研でも大会に出ていくつか賞を貰ってる。生活態度は問題なかった。だから推薦は余裕で取れるはずだったんだ。

　高校二年の夏に、友人に告白されたりするまでは。考えても仕方ない事を思いだして、溜ため息いきを飲み込む。鬱うつ陶とうしい暑さのせいで、高校時代の嫌な記き憶おくが蘇よみがえりそうになる。

　過去から意識を逸そらして、交差点でまた信号待ちをしていたら急にくらっと体が傾かたむく。

　倒たおれる、と思った瞬しゆん間かんに体が斜ななめになった。

「ツバサ」

　不意に名前を呼ばれて、腕うでを引かれる。

「え、あ……？」

　一瞬だけ意識が途と切ぎれて、気付いたらユノクの腕の中で胸に寄りかかっていた。電車で寄りかかった時のように、固い胸むな板いたが頰ほおに触ふれる。

　最近、彼が突とつ然ぜん現れる事にもすっかり慣れた。別にそうして欲しいわけじゃないが、ユノクは常に傍そばにいるというわけではない。確かに長い間うちの屋根裏にいたら少しは出歩きたい気持ちは分かるが、何度も命を狙ねらわれている状じよう況きようのせいか、ユノクの姿が見えないと落ち着かない。反対に姿を目にしただけで条件反射的に気分が落ち着く。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「あ、はい。ちょっと、立ち眩くらみして……その、ありがとうございます」

　話し始めてから、喉の奥が嫌な感じにひくついた。吐はきそうだと思って口を押さえて俯うつむくと、急に頭が痛くなってきた。こんな風に暑気にやられて気分が悪くなるなんて、初めてだ。

　このところ普ふ段だんの生活で勉強以外に割さく時間が大きく、不足を補うために睡すい眠みん時間を削けずっていたのがいけないのかもしれない。もしくは弁当やインスタント中心の生活のせいかも。

　夏なのにあまり暑さを感じなかったのは体調が悪くなる徴ちよう候こうだったのだろうか。

「あの、もう、平気で……す。たぶん寝ね不ぶ足そくでこうなっちゃっただけで……」

　駅前の交差点でこんな風に男同士が抱だき合っていたら、周囲に変な目で見られる。

　しかも片方はもの凄く目立つ。足あし下もとに落ちたコンビニの袋ふくろから飛び出した麵めんや汁しるも、みっともなさに拍はく車しやを掛かけている。だから離はなしてくれと、ユノクの胸を軽く押し遣やろうとすると、俺の意思に反して横よこ抱だきにされた。

「ちょっと、これ……っ」

　ユノクは俺の拒きよ絶ぜつを無視して、俺を抱かかえたまままるで重みなんて欠片かけらも感じていないみたいな、淀よどみのない足取りで歩き出す。先さき程ほどよりも周囲に注目されている気がして、頭に血が上る。

　どこに連れて行かれるのかと思ったら、ユノクは近くにある公園に向かう。日ひ陰かげになるベンチに下ろされたときは、吐き気は大分治まっていた。

「お前達が脆もろいということを忘れていた」

　感かん慨がい深ぶかげに言ったユノクは背もたれに寄りかかっていた俺の体を引きよせた。元々大して力が入って居なかった体は、ぐにゃりとその膝ひざの上に伸のびる。所いわ謂ゆる、膝ひざ枕まくらだ。男同士でどうなんだろうと思ったが、反はん抗こうする気力は失うせていた。ぼんやりしていると、はたはたと風が吹ふいてくる。目を開けたが、近くの木が揺ゆれている様子はない。不思議に思っていると、額に男の手が触れる。体温が高いが、嫌じゃなかった。それどころか触れられていると安心する。

「俺はときどき、あなたが人間じゃないって事を忘れます。風も起こせるんですね」

「いいや、僕しもべに扇あおがせてるだけだ」

　なるほど、道理で風が吹く方向が定まっていないわけだ。

　涼すずしい風のお陰で、吐き気が治まってくる。閉じた瞼まぶたの上に当てられたユノクの手から、何か温かい物が皮ひ膚ふを通して染しみこんで来る気がした。

「今日は俺の傍にいたんですか？」

「ああ。お前が回復したら、また離れるけどな」

「どこに出で掛かけてるんですか？」

「そんなに俺のことが気になるのか？」

　笑いを含ふくんだ声に尋たずねられて「あなたが何も教えてくれないからですよ」と告げる。

　ああいう事を何度もしているのに、俺はユノクの事を少ししか知らない。

「お前の問いかけには終わりがない。それにどうせ理解できない」

「出会った時から馬ば鹿か扱あつかいされてる気がしますけど、これでも頭はそんなに悪くないんですよ」

「偏差値が高い事は聡そう明めいさの証明にはならない」

　至し極ごく当然のような顔で口にした男に、ぐっと詰つまる。

「じゃあその物分かりの悪い俺に、一つだけ教えてください。剣けんには影が封ふうじられていて、その魂たましいは解放されたら神官達の子孫に復ふく讐しゆうするという話は理解できました。でもあなたは何の義理があって気の遠くなるほど長い間、剣の中で彼らの番人をしていたんですか？」

「神官との契けい約やくだ。報ほう酬しゆうは前まえ払ばらいされている」

　神官と聞いて、石台に横たわったあの黒くろ髪かみの青年を思い出す。

　そういえば彼は「神の寵ちよう愛あいを受けた」と言っていた。一体どんな風に愛されていたのか、糾きゆう弾だんしたくなって唇くちびるを開こうとすると、瞼の手はそのままにもう一方の手で唇を押さえられる。

「少し眠ねむれ。目覚めたら、気分は回復している筈はずだ。それに質問は一つだけだという約束だ」

　唇の上の指はすぐに離れた。それを残念に感じて仕し舞まう自分の気持ちの変化に、戸と惑まどいを覚える。何時いつの間にか、自分の中でユノクの存在が大きくなっていた。数千年前に死んだ人間に嫉しつ妬としてしまう程度には、気になっている。

「俺のこと、あんまり助けなくていいですよ。影がいないときは、特に」

　自分の中で彼の存在がどんどん大きくなっていくのが怖こわくてそう口にした。ユノクはそれに対して何も言わずに、小一時間の睡すい眠みんをとって俺が目覚めると共に消えてしまった。

　助けて貰ったくせに、あの言い方はなかったと、反省しながら予備校に戻もどる。ユノクやその僕の気配をそれとなく探さぐってみたが、感じることは出来なかった。

　予備校が終わって外に出てからもう一度気配を探ったが、何も感じない。諦あきらめて大人しく駅で電車を待つ。ふいに以前ホームで突つき落とされそうになったときの事を思い出して、転こけたとしても線路の上に落ちる事のない中央付近に立っていると、いきなり肩かたを叩たたかれた。

「ひっ」

　叫さけんだ拍ひよう子しに、最近荒あれていた唇がぴっと切れた。

「わっ、ちょっと何？　そんなびっくりしたの？」

　振ふり返ると、高校時代のクラスメイトが驚おどろいた顔で俺を見ている。卒業式は後期試験と被かぶっていて出席しなかった。だから彼女と会うのは今年の一月以来だが、嬉うれしくない偶ぐう然ぜんだ。

「久しぶりだね。浪人したって聞いたけど、もしかして予備校帰り？」

「あ、うん、そう。予備校」

　胃を下からライターで炙あぶられている気分で、会話を続ける。

　同級生と再会するぐらいだったら、まだ影に憑ひよう依いされた誰だれかに襲おそわれた方がましだった。それならすぐにユノクが出てきて追い払はらってくれる。しかし残念ながら彼女の目は正常だ。

「そういえば、滝本とはまだ連れん絡らくとってるの？」

　悪気なく持ち出された元友人の名前に気分が悪くなる。

「連絡は、もう取ってない」

「ふーん、そうなの？　で、結局、滝本と鉤原ってできてたの？」

　好こう奇き心しんをたっぷり含んだ顔を見て、彼女がどうしてあまり仲良くなかった俺に話しかけたのか分かった。ここでどんな態度を取っても、脚きやく色しよくされて知り合いの間に広まってしまうのだろうと覚かく悟ごして、できるだけ冷静に対処しようと決める。極力無難な答えを選んでいたが、次々とされる質問に、ユノクが俺の問いかけに嫌いや気けがさす気持ちが分かった。

　俺が面おも白しろみのない事しか言わないのが分かると、元同級生は詰まらなそうに唇を曲げる。

　ふいにクラスメイトから向けられた無ぶ遠えん慮りよな視線が蘇る。品定めと侮ぶ蔑べつと好奇心が入り交じって、対処を迷っている様なあの目。

「とにかく、滝本がふざけて言ってただけだよ。迷めい惑わくな冗じよう談だんだった」

　自分の口が滑なめらかに噓うそを弾はじき出すのを、他人ひと事ごとのような気分で聞く。

「でもさ、滝本って結構顔いいじゃん。鉤原は彼女いなかったし。だから信しん憑ぴよう性せいあったよね」

「俺に彼女がいなかったのは単純にもてなかったからだし」

　じわりと掌てのひらに汗あせが浮うかぶ。自転車で来なかった事を後こう悔かいした。最近は腰こしが痛いことが多くて電車ばかり使っているが、明日からは再び自転車を利用しようと決める。

　滝本は確かに外見が優すぐれている方だが、ユノクの顔を間近で見た後では、誰の顔もそれほど優れているとは感じなくなった。

「私、学部違ちがうけど滝本と同じ大学だから、たまに話すんだよね」

　もう一度「ねぇ、でも滝本は本気だったと思うけど。そうなんでしょ？」と訊かれた。

「だからさっきも言ったけど、高校時代の事は全部ただの冗談で……」

　高校時代を思い出すと、嫌な気分になる。何度も同じ事言わせるなよ、と苛いら立だち紛まぎれに口にしそうになったときに、元同級生が「あの人凄すごく格かつ好こいい」とキヨスクの方を指さす。

　反射的に視線の先を辿たどって頭を抱えたくなった。先さき程ほどまで姿を見せなかったし、離れると言っていたから傍にはいないものだとばかり思っていた。

　キヨスクが好きな神様って一体何の神様なんだと、着流し姿のユノクを呆あきれながら眺ながめる。

「声かけてみようかな」

　ユノクは北海道のマークが入った蒸むしパンを興味深そうに眺めている。止める間もなく近づいていった元同級生は、流りゆう暢ちような英語で話しかけた。ユノクは彼女を無視したが、黙だまっていても蚊かみたいに付きまとってくる事に気付いたのか、聞き覚えのない言語で何か答える。身み振ぶり手振りを交えて何とか会話しようとしていた元同級生は、一分足らずで諦めたようだった。

　しかし彼女が戻ってくる前にユノクがやってきて、蒸しパンを指すと「取引だ」と口にした。

「あれと引き替かえに、先程の質問の続きに答えをやろう」

「あなたが勝手に飲んだアセロラの分も加味して、質問は三つにしてください」

「……二つだ。それでいいな？」

　俺は参考書やノートが入っているバッグから財さい布ふを取り出し、男の手に百五十円握にぎらせる。偉えらそうだが僕である透とう明めい人間を使って盗ぬすむ事もしなければ、俺を脅おどして金を巻き上げる事もない。その辺りの倫りん理り観はしっかりとしているようだ。

　早さつ速そくキヨスクに戻るユノクを見て、元同級生は「知り合いなの？」と驚く。

「っていうか今の、日本語だったよね？」

　そう聞かれて、曖あい昧まいに笑う。

　目的の物を入手してご機き嫌げんで近づいてきたユノクに、彼女は日本語で話しかけた。ユノクは煩わずらわしそうに、先程と同じ言葉を口にする。表情から察すると、良い意味ではなさそうだ。

　素そ振ぶりから追い払おうとしているのだと分かり、自尊心を傷つけられた元同級生は「もしかして鉤原の新しい彼氏？　むかしの恋こい人びとの事はもう忘れたわけ？」と俺に向かって皮肉る。

　思わず黙り込んでしまったのは、高校の頃ころに教室でさんざんからかわれた事を思い出したせいだ。面白い冗談だというように、いつもへらへら笑いながら否定していた。

　まさか高校を卒業してまで、同じネタで馬ば鹿かにされるとは想像していなかった。

「ツバサ」

　珍めずらしく神しん妙みような声でユノクに名前を呼ばれる。

　出来ればこんな風に元同級生の前で言葉に詰まっている姿は見られたくなかった。先程助けなくていいと言ったばかりなのに、影かげからだけでなく普ふ通つうの女の子からも守られるなんて男として情けない。これぐらい自分で対処するから口を挟はさまなくて良いと言おうとしたときに、ユノクは瞼まぶたを閉じて小さく首を振る。

「俺はこれほど美味おいしい物は食べたことがない」

　ユノクは指先に千切った蒸しパンを持ったままだった。

　どうやら彼女の話は欠片かけらも聞いていなかったらしい。俺もマイペースだが、ユノクも大たい概がいだ。

「……ああ、はい。そうですか」

　元同級生は男の態度に怒おこった様子で何か言いかけたが、大きく開いた唇からはどんな言葉も出て来ない。彼女は目を驚きに見開いたまま、必死に手を動かしていた。空気を求めるように小鼻が膨ふくらみ、ぎこちなく首が振られる。何が起こったのかはすぐに想像が付いた。例の透明な僕によって、口を塞ふさがれているのだろう。

　そのまま白い靴くつに傷を付けながら、反対側のホームに引きずられていく元同級生を見送る。

　奇き抜ばつなダンスでも踊おどっているみたいに、髪かみを振り乱しながら両手を動かしていた。

　姿が見えなくなってから「ちょっと、何これ！　どうなってるの！」と悲鳴に似た高い声が聞こえたが、その声はどんどん遠ざかっていく。

「いつの時代も女は姦かしましいな」

「ところで、なんでいきなり出てきたんですか？　影が近くにいるんですか？」

　もしかして蒸しパンを強請ねだりたかっただけなのだろうか。

「お前が血を流すと、それが微び量りようであっても俺に伝わる。何かあったのかと思って戻ってきたが、唇が切れただけか」

　そう言うと、遠えん慮りよ無く俺の唇に指で触ふれる。びりびりと痛みが走った。

　ユノクは俺の血がついた指をぺろりと舐なめた。一いつ瞬しゆんどういうつもりなんだと思ったが、そういえば血で生気を補給する事ができると言ってた。同時に、あまり好きじゃないとも聞いた。

　甘い物の口直しに塩分が欲しかったのかもしれないが、それを人の体から補給しないで欲しい。しかも駅のホームで。何度も誓ちかうが、俺は受験が終わったら二度とこの駅は利用しない。

「お前には、恋人がいたのか」

「恋人じゃないです。相手はただの幼おさな馴な染じみで……」

「お前の頭の中にいた奴やつか。今も想おもっているのか？」

　僕しもべの顔を意中の相手に変えてやると言われた際に、滝本の姿を脳のう裏りに浮かべてしまった事を思い出す。ただ、恋人扱あつかいされていたから連想してしまっただけだ。残念ながら、俺が生きてきた中で、周囲が「恋人」と認めるような相手がいたのはその一人きりだったから。

「まさか！　あれは本当に間ま違ちがって頭に浮かんだだけです」

　友人だった滝本に告白されたのは、高校二年の頃だ。

『俺と付き合って』

　陸橋を自転車を押しながらだらだら上っていたときに、いきなり告げられた。俺はびっくりしすぎて、咄とつ嗟さに「ごめん」と断った。滝本はそのときは何も言わなかったが、諦あきらめたわけではなかったらしく、その日以来コミュニケーションは徐じよ々じよに激しくなった。

　周囲にも「俺ら付き合ってるから」と言い始めて、最初は冗談だと思っていた連中も次し第だいに疑うようになった。何度か注意したが滝本は聞き入れず、行動や言動はエスカレートしていった。学校で四六時中ストーカーみたいに付き纏まとわれるのが嫌で、しばらく休んだ。

　しかし戻もどったら噂うわさは更さらに悪化していて、俺は三年に上がると同時に学校をさぼりがちになった。そのせいで推すい薦せんが受けられず、一いつ般ぱん受験になって見事に不合格。現在に至る。

「お前の気持ちが誰に向いてようが、どうでもいいけどな」

「だったら聞かないでくださいよ」

　投げやりに返して電車に乗り込むとき、消える間ま際ぎわにユノクが言った。

「どうせお前に触れるのは今は俺だけだからな」

　独どく占せん欲よくまじりのそれに不意打ちで胸を摑つかまれる。

　組み敷しかれたとき、あの紫むらさき色いろの綺き麗れいな瞳ひとみの奥に燠おき火びのような欲よく望ぼうの揺ゆらめきを見た。あの揺らめきも今の言葉も、所有物に対するただの「欲」じゃなければいい。そう思いながら走り出した電車の中で、赤くなった顔の言い訳を考えた。







「神官の子孫が生きているかどうか確かく認にんする必要がある。死んでいれば野放しにしても害はないからな。それに俺が傍そばにいると、影が警けい戒かいして近づいてこない。長期戦はお前のためにも良くない。さっさとおびき出して仕留めるためにも、これから俺はあまり姿を見せない事にする」

　昨日、蒸しパンを買ったときにした約束を果たして貰もらおうと、珍しく早朝から姿を見せたユノクに「俺から離はなれてどこに行くのか」という事を確認したら、そんな答えが返ってきた。

「調べ物が終わって、家に帰ってきた後もですか？」

　俺の質問にユノクは「俺は影の気配を察知できる。それは向こうも同じだ」と答える。

　理り屈くつは分かったが姿が見えなくなるのは不安だ。実際、ユノクが傍にいない状態で襲おそわれたら、どうしていいかわからない。そんな心情が思い切り顔に表れていたのか、ユノクは俺の手にダガーを握らせた。祖父のコレクションでもある細身のナイフだ。

「これを持っていろ。人間に憑ついた影を殺すには、依より代しろごと切るしかない。生きるか死ぬかの瀬せ戸と際ぎわになったら使え。上手うまくやれば、依代もお前も死なずに済む」

　上手くやっても失敗しても、完全に通り魔ま扱いされるだろう。

「これを掌にずぶっと仕し舞まっておくんですか？」

「仕舞っても良いが、お前の体から剣けんを取り出せるのは俺だけだ。お前自身はできない」

　俺の体に収納されるのに、俺自身が取り出せないなんて、はっきり言って不公平だ。

　ダガーは全長三〇センチ弱で、ナイフにしては大きく、剣というには小さい。どちらにせよ、バッグに違い和わ感かんなく仕舞えるサイズじゃない事は確かだ。

「日本には銃じゆう刀とう法ほうっていうのがあって、こういうのは持ち歩けないんですよ」

　ふと家にある大量の刀とう剣けん類は祖父が亡なくなった以上、届けを出す必要があるのではないかと疑問に思ったが、面めん倒どう臭くさそうなのでそういうのは受験が終わってからすることに決めた。

　尤もつとも、常に命を狙ねらう相手と闘たたかっているようでは、受験が終わったときに第一志望に合格するという夢も、悲しい結末を迎むかえている可能性が高い。

「自分の命と法を天てん秤びんに掛かけてみろ。どちらが重い？」

　そう言われると反論できないが、いざというときに闘ったとしても勝てる気がしない。

「でも、いつもあなたが助けてくれるじゃないですか」

「すぐに行ける距きよ離りにいればな。その代わり、僕を二体つけてやろう。影がお前に近づいてきたら、こいつらが俺に知らせてくれるし、危険が迫せまったらお前を守るよう設定しておいてやる」

　ユノクはそう言うと人差し指を軽く回す。すると急に何もなかったところの空気が陽炎かげろうのように揺らぎ、ゴーレムが二体姿を現す。しかし外見は想像していたものとは全く違ちがった。

「さあ、誰だれに見える？　教えてくれ」

　思わず乾かわいていた唇くちびるを湿しめらせた。誰に見えるか、という質問の意図を考える。

　誰に見えるか、ユノクには分かっていないのだろうか。だとしたらこれはテストなのかもしれない。なんとなく正直に答えてはいけない気がして、「これはなんなんですか？」と尋たずねる。

「想い人に見える呪まじないをかけた。今、お前の目には誰が映ってる？」

「……悪あく趣しゆ味みです」

「四六時中実体を持ってついて回られるなら、想い人の顔の方が楽しめるだろう？」

　気を利きかせたのかもしれないが、少しも嬉うれしくない。もしかしたら恋こいしく想う相手に見えるなんて噓うそで、混乱させるためにわざとこの姿にしたのだろうか。そう思ってユノクの表情を窺うかがう。

「幼馴染みに見えるか？」

「あれはただのストーカーですよ。全然違います」

　タネが分かったからには絶対に、誰に見えるかは言わないと決意して、ユノクを睨にらみ付けた。

　どうせ「あなたです」と言ったところで、にやにや笑うだけに決まっている。

　俺が教える気がないと分かると、ユノクは特に無む理り強じいをするわけでも指を額に押し当ててまた頭の中を覗のぞくわけでもなく、ゴーレムの使用方法を簡単に説明した。

　命令が曖あい昧まいな場合は実行できないとか、ナツメヤシだった頃ころの感覚が抜ぬけていないから未いまだに水と太陽が大好きだとか。正直、俺にとってはどうでもいい話が終わると、ユノクはいつものように唐とう突とつに姿を消す。恐おそらく、言葉通り子孫の事を確認しに行ったのだろう。

　残ったのはゴーレムが二体。無表情でぼんやり立っていると、その顔の良さもあってまるで人形だ。出会ったときと同じ格好を見て、苦く笑しようする。

「未だに色々とわけわかんない事ばっかりなのに、なんであいつの顔に見えるんだよ」

　若じやつ干かん、状じよう況きように流された気もしないわけでもない。何せ、出会ってからまだそんなに日数も経たっていないし、当日にあんな関係になってしまったわけだし。だけど時間なんて関係ないのかもしれない。命を狙われる度たびに助けられたら、特別な感情を抱いだかずにいるほうが難しい。

　尤も、相手は同性である上に、狙われてる理由もユノクにあったりするのだけれど。

「でも、本当にそっくりだな」

　ゴーレムに触れてみる。肌はだの感かん触しよくは本人のものと変わらない。悪趣味だと思ったが、そう悪くないかもしれない気がしてきた。何せ、本人には絶対できない事ができる。変顔を作ったりとか。

　それに彼らは実生活でも役に立った。最初は上手く命令を下せなかったが、三日もすると慣れてきて、昨日頼たのんだ風呂ふろ掃そう除じや庭の雑草の手入れなんかは、俺の望みどおりに仕上がった。ここに至る迄までに襖ふすまと玄げん関かんの電球は破は壊かいされてしまったが、勉強代だと思っている。

　しかし自分の想い人に見えるというのは俺以外にも有効らしく、初日に買い物に従えていったら近所に住む老女に「じいさんが双ふた子ごになって生き返った！」と騒さわがれた。

　そして今はアイドルの名前を叫さけんでいる女子高生に追い掛けられている最中だ。一日の授業を終えて予備校から出た途と端たんにこれだ。

「俺にしか見えない設定とかにできないんですか？」

　半はん狂きよう乱らんの女子高生をなんとか駅前の人ひと混ごみで撒まいて、駐ちゆう輪りん場じように引き返しながら尋ねる。

　いつもの癖くせで話しかけてしまったが、見かけは同じでもゴーレムなので返事はない。

　自転車に跨またがってからタイヤの空気が減っている事に気付き、家に帰ったらパンプする必要があるな、と憂ゆう鬱うつな気分で考えた。祖父の家には空気入れがあった筈はずだ。

「パンクしても困るし、歩いて帰るか……」

　ハンドルを押してカラカラと車輪を回しながら、背後の二人を振ふり返る。

　恋こい想おもう相手がいない場合はどう見えるのか分からないが、幸いなのは自分以外にはどんな風に見えてるか知られなくて済むという事だ。ただ対処の仕方では分かってしまうときもある。

　教室の外で待たせていたゴーレムの前にしゃがみ込んで、優やさしく語りかける講師を見たときは、少しショックだった。ふとユノクの目に彼らがどう映っているのか、気になった。

　何気なく考えていると、あの青年の顔が頭に浮うかぶ。

「結構、顔整ってたもんな……。人ひと形がたで会ったことあるみたいな事も言ってたし」

　俺が生まれる以前どころか、卑ひ弥み呼こですら誕生していたか怪あやしい時代の人物の事を、あれこれ悩なやむのは滑こつ稽けいだと分かっているが、つい気になってしまう。こんな事なら質問は青年の事にして置けば良かった。

　そんな事をつらつら考えながら家に帰ったとき、部屋の中には他人の気配があった。

　親は来る前には連れん絡らくを寄よ越こすだろうし、祖父は化けて出る性格じゃない。そうなると影かげに乗っ取られた何かだろうと、慎しん重ちようになる。

　咄とつ嗟さに靴くつ箱ばこの横に立てかけてある先のない長ちよう剣けんを手にした。先せん端たんは予あらかじめそう造られたかのように平らだ。それが丁度良かったのか、祖父は靴べら代わりに使っていた。本来は一体何用の剣なのかは、祖父も知らなかったらしい。

　───もしかしたら、普ふ通つうの泥どろ棒ぼうって可能性もあるのか。

　刀剣類の一部は縁えん側がわに積まれている。外からよく見えるから、通りすがりの泥棒が興味を持っても不思議じゃない。

　ガタッと音がしたのは台所の方だった。自分が出す音に気を付けながら、台所に続く引き戸の隙すき間まに剣先を差し込み、開ける。恐る恐る覗き込んだ先に居たのはユノクだった。

　途端に肩かたに入っていた力が抜けて「はあ」と安あん堵どの溜ため息いきを漏もらしたときに彼が随ずい分ぶんと窶やつれている事に気付く。まるで何日も寝ねていないか、ジャングルの中を強きよう行こう突とつ破ぱしてきたかのようだ。

「どうしたんですか？」

　デニムはかなり汚よごれているし、Ｔシャツは所々破けている。ユノクの体に傷はないが、髪かみの輝かがやきは失うせて表情も精せい彩さいを欠いていた。ゴミ箱にはアセロラジュースの紙パックが幾いくつか突つっ込まれていたが、普段余よ裕ゆうたっぷりの男が憔しよう悴すいしている姿を目にしたら、咎とがめる気が失せる。

「お前に引っ張られる」

「え？」

「鞘さやから離はなれれば離れるほど元に戻もどろうとする力が強く働く。常に強力な磁石で引っ張られてる感覚に似ているな。少しでも気を抜くと、お前のもとに戻りそうになる」

　磁石は離れれば離れるほど影えい響きよう力は弱くなるから、その場合ゴムに譬たとえた方が正確だろう。

　ときどき芸人がテレビで腰こしにゴムを巻いて進みたい方向にいこうとして後ろに戻ってしまう姿を目にするが、ああいう感じなのだろうか。元神様も色々と大変だと内心同情する。

「それで、子孫は生きてたんですか？」

　ユノクは俺の質問に、どうでもよさそうに視線を伏ふせた。

「三人。二人は老人、一人は若い女だ。あの女が子供を産めば、まだ続いていくだろうな」

「それって、あなたにとっては良いことですか？　それとも悪いこと？」

　彼らが生きている限り、ユノクは影を封ふうじ続けなければならないのだろうが、本人にそれを苦にしている様子はない。

「どちらでもない。契けい約やくはまだ有効だ、というだけだ。血は大分薄うすれているから、彼らが契約者の一族と呼べるかどうかは微び妙みような所だがな」

　ユノクは新しい紙パックを冷蔵庫から取り出すと、すぐに空にしてしまった。

　よほど喉のどが渇かわいているようだ。強行突破したのはジャングルじゃなくて砂さ漠ばくかもしれない。

「あなたは食事の必要がないんだと思ってました」

「必要はないが、気分転てん換かんにはなる」

　気分転換にしては、少し飲み過ぎなんじゃないかと、じっと見つめた。　>>>♥

　俺の視線を受けて、ユノクは無言で掌てのひらを握にぎる。指が開かれると、手の上で不ふ揃ぞろいな小石が山を作っていた。次々に湧わき上がって床ゆかに零こぼれ落ちる。ふいにそれが石ではなく砂金だと気付く。

「金が必要ならこれを売って、また同じ物を買え」

「何本飲む気だよ！」

　カツカツと砂金が床にぶつかる音を聞き、持っていた剣けんを小こ脇わきに抱かかえると、慌あわてて近くにあった皿をユノクの手の下に置いた。

「どれだけ出るんですか、この砂金」

　皿が一いつ杯ぱいになってきたのを見て、不安になって尋ねる。

「砂金では不満なのか？」

「そういうわけじゃないですけど、体調悪そうなのにこういう事して大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

　自分が掌から剣を出した時の事を思いだして尋ねる。剣を抜かれた後は、あらゆる気力を使い切ったように、腰が立たなかった。以前、鋏はさみで腕うでに傷を付けられたときは平気そうだったが、この手の事は体に負ふ担たんがかかるかもしれない。

　ガラガラ、と音を立てて砂金が載のるごとに、皿は重さが増していく。

　ユノクが手を閉じると掌の上に残っていた砂金は消えたが、皿の上には充じゆう分ぶんすぎるほどの金の固まりがある。辞書より重い物を最近持っていないので、手が疲つかれる。ごとりと音を立てて皿をテーブルに置いた。

「問題ない。お前が望めばいつでも好きなだけ出せる。金でも、銀でも、ダイアモンドでも」

「その辺りの感覚が古代人ですよね。現金はないんですか？」

「なら宝くじでも買え。お前が買った番号が当たるようにしてやる」

「冗じよう談だんですよ。とりあえず、あなたのスイーツ代はこれ一つ分でお釣つりが来ると思いますよ」

　皿の上の一ひと粒つぶを手に取る。一粒から売れるのか知らないが、これだけ出されたのに全部突き返すのは気が引けた。かといってユノクの食費なんて高が知れているのに、こんなに貰もらえない。

　それに明日の朝になったら、木の葉に変わっているんじゃないかという懸け念ねんもある。

「残りはいらないのか？」

「気持ちは嬉うれしいですけど、今これを貰っちゃったら受験勉強頑がん張ばれなさそうだから」

　これだけあれば私立にも行けるだろうが、そうなったらわざわざ浪ろう人にんまでした意味がなくなる。それに大学を出た後で働く意い欲よくを失いそうで怖こわい。

「お前は本当に無欲だな。欲は強さでもある。お前のように生存本能すら満足に働いているか疑わしいほど無欲な人間は、いつか強欲な人間に酷ひどい目に遭あわされる」

　呆あきれと感心の混じった声は、どこか柔やわらかくて穏おだやかだ。まるで褒ほめられているようなニュアンスだが、内容はかなり酷い。

「なんていう予言してるんですか。止やめてくださいよ。俺は幸せになりますから！」

「ああ、そうだな。俺が傍そばにいるからな」

　何気なくユノクが言った台詞せりふに固まる。

　それは俺を幸せにしてくれるって事なのだろうか。それともただ酷い目に遭わないように付いていてくれるという意味なのか。前者の方が嬉しいけど、後者でも充じゆう分ぶん嬉しい。

　おかしな剣を持ったまま、自分の顔が赤くならないように注意した。

　そんな俺を見て、ユノクは不思議そうに首を傾かしげる。

「それで、お前はどうしてそんな怨おん念ねんの籠こもった禍まが々まがしい物を持っているんだ？」

　怨念、と聞いて思わず手に持っていた剣を落とす。ガシャン、と音を立てて落ちたそれは確実に床ゆか板いたの一部に誤ご魔ま化かしようもない凹へこみを付けた。

「え、これって、そんなやばい物なんですか？」

「王族の怨念が籠もっている。だが、問題があるのはそれだけじゃない。程度の差はあれどお前の祖父はどういうわけか、曰いわく付きの物ばかりを集めてしまうようだな」

　エジプトの神様と怨おん霊りようが閉じ込められている剣だけじゃないのかよ、と生前禍々しいものとは無む縁えんだった祖父の事を思い出す。そんな物に囲まれて、よく長生きできたものだ。

　長い間怨霊と一いつ緒しよに閉じ込められてきた男が禍々しいと言う程ほどの剣に、一体どんな由来があるのか、知りたいような知りたくないような。

「まぁいい、それよりもっとこっちに来い」

　じっと足あし下もとの剣を見つめていると、ユノクが指先で俺を呼ぶ。僕しもべに指示するときと同じ動きが面おも白しろくなくて無視していたら、「ツバサ」と先程と同じく穏やかな口調で名前を呼ばれた。

　もう一度無視しても良かった。台所を出ていくという選せん択たく肢しだってあった。だけど結局この数日間完全に放って置かれて、目の前の男と会話できる事や感情のある顔が見られて嬉しかった。

「用があるなら、そっちが来てくれてもいいと思いますけど」

　ぶつぶつ文句を言いながら傍まで行くと、いきなり腰に腕が回される。抵てい抗こうする間も無く引きよせられて、驚おどろきに開いた唇くちびるにユノクのそれが重なった。

「はっ……あ」

　キスもセックスもユノクとした後は凄すごく疲れる。両方とも他ほかの相手との経験がないから較くらべられないが、キスで疲れるのは普通ではないと俺でも分かる。魂たましいを食べられる副作用に疲ひ労ろう感かんや空腹があると聞いていたが、足あし腰こしが弱くなるとは知らなかった。

　今回もキスだけで膝ひざにも腰にも力が入らない。だから唇が離れたとき、ユノクに凭もたれて「もっとゆっくり食べてください」と文句を口にすると、押し殺し切れない笑い声が耳に届いた。

「今のは、ただのキスだ」

「え？」

　相手の胸に埋うずめていた顔をがばっと上げる。紫むらさきの瞳ひとみは至し極ごく楽しそうに煌きらめいた。

　その様子から、噓うそを吐ついていないと分かり、ぱっと顔が熱くなる。

「腰が砕くだけるほど良かったのか？」

　頰ほおを撫なでられて俯うつむく。異様に恥はずかしくて、顔を上げられない。ユノクの指を振ふり払はらわないでいたら、指は髪を撫でて項うなじを辿たどる。頸けい椎ついのごつごつした出っ張りに触ふれられるのが擽くすぐったい。

「最初から随ずい分ぶん感じやすかったが、よくその歳まで貞てい節せつを保てたな」

「もてなかったんです。悪いですか？」

　女性からも言い寄られなかったし、自分から声を掛かける自信もない。もし付き合っても、いざベッドで向かい合ったときに、自分のそれを相手の前に晒さらす勇気が無かった。サイズ的にも形状的にも堂々と見せられるとは言い難がたい粗そ品しな具合だ。ましてや高校時代、周囲には男と付き合っていると思われていた。もてない要素ばかり、磨みがきがかかっていく。

「あなたほど優すぐれた外見じゃないんです」

　回想していたら段々と情けなくなって、駄だ目め押おしのように付け加える。

　すると項にあった指がするりと顎あごの下に入り、指に促うながされて顔を上げる羽目になった。

「俺はお前の見た目も気に入っている」

　その「も」に期待していいのだろうかと、顔だけじゃなく体全体が熱くなる。今日は久し振ぶりに会えて、嬉しい発言ばかり聞いている気がする。影かげに乗っ取られて言わされているとかじゃないだろうな、と菫すみれを煮に詰つめたような瞳を見つめた。

「だから触れられないのは応こたえた」

「……エネルギーチャージ的な意味で、でしょう？」

　勘かん違ちがいするなよ、と自分に言い聞かせながら尋たずねる。

「それもあるな」

　ユノクはあっさり認めた。また「も」だ。たった一文字に省略された言葉の裏側が分かれば、置き去りにされて心細い思いをしなくて済むかもしれないのに。

「お前はどうだ？　我が慢まんできなかっただろう？　そいつらを使って楽しんだか？」

　真しん剣けんに続きを待っていたのに、笑いを含ふくんだ男がからかいながら腰を撫でる。

「するわけないじゃないですか！」

「好きな男の顔をしているのに使わなかったのか？　俺が咎とがめると思ったのか？」

　意外そうな言い方に、一体どれだけエロいと思われていたんだ、と愕がく然ぜんとする。それとも一いつ般ぱん的な男子としては、そういう事に使うのが正しい行動なのだろうか。

「考えたことも無かったです。それに……虚むなしいでしょう？　そういうのは。……もう二度と会えないとかいうなら、使ったかもしれませんけど、二度と会えないわけじゃないし」

　背後を振り返ると、ゴーレムがぼんやり立っていた。服装が替かわっている。恐おそらく顔だけでなく着ている服も、俺の気持ち次し第だいで変わるのだろう。今はユノクと同じ格好をしていた。

「因ちなみに、あなたには彼らはどんな風に見えているんですか？」

　ずっと尋ねてみたかった事を、少し緊きん張ちよう気味に問いかける。

「あれは俺が作った。勿もち論ろん本来の姿で見えている。無理に人の形に似せた事を後こう悔かいするほど、醜しゆう悪あくな顔をしているから、なるべく長時間見ないように普ふ段だんはこまめに出し入れしている」

「よくそんなのを使って俺にエロい事しますよね！」

　久し振りに会えたのは嬉しいが、面と向かうとやっぱり色々と文句が湧わいて来る。

「気持ちよさそうにしているじゃないか、毎回」

「毎回、俺は嫌いやだって言ってます！」

「お前の〝嫌〟は文字通りの意味じゃない」

「文字通りだよ！」

　ユノクは全く信じていない顔で肯うなずくと「俺がいない間、襲おそわれた事は？」と話題を変えた。いなすのが面めん倒どうになったのだろうが、俺も続けたい話題じゃなかったから素す直なおに「襲われては、ないです」と答える。

「そうか。なら、またしばらく姿を消したほうがいいな」

「え？　またいなくなるんですか？」

「今度はそんなに遠くじゃない」

「でも……」

「元々、お前の代わりになりそうな鞘さやを探していた。まだ見つかっていない」

　予想もしなかった答えに驚く。

「……俺が死んだときのための保険ですか？」

　それ以外の理由は嫌だ。好かれる努力はしなかったが、嫌きらわれているかもしれないなんて考えてもいなかった。

「俺がいるかぎり、お前は殺させない。多少無理はするが、お前が生きたままでも鞘を移せるかもしれない。やったことはないが、試ためしてみる価値はある」

「俺じゃ不満、ですか？」

　じっと紫むらさき色いろの目を見つめる。視線を逸そらせば、再び見つめる勇気は持てないような気がした。

　初めて抱だかれたときは運命を呪のろったし、命を狙ねらわれるのは楽しい事じゃない。だけど自分以外の誰だれかがユノクの腕うでに抱かれる様を想像したら、吐きそうになる。抱かれるのはまだ戸と惑まどいがあるが、彼が他人を抱くよりはましだ。

　男は小さく首を傾げて「アブノーマルなセックスが気に入ったのか？」と言った。

　その台詞せりふに思わずユノクを睨にらみ付ける。暴力的な方じゃないが、落としたばかりの剣けんを拾って、斬きり付けたい衝しよう動どうに駆かられる。しかし、なんとか怒いかりを溜ため息いきに溶とかして吐き出す。

　結局のところ、俺は飽あきたら替えが利きく道具でしかないと分かり、足元がぐらりと揺ゆれる。

　───道具は道具でも唯ゆい一いつ無二とかならまだ我が慢まんできた。

　躊躇ためらいもなく手放せるような価値しかないなら、手に入れないで欲しかった。

「出で掛かける前に、そいつらに褒ほう美びを与あたえないとな。俺も腹が減ってる。あいつらは何が好物か教えただろう？」

　ちくりと胸の端はしが痛んだ。気に入ってると言われようが、先程のように激しいキスをされようが、結局のところ俺は彼にとっては餌えさなのだと思い知る。

　影の封ふう印いんを助ける存在であり、刀とう剣けんを収納可能な四次元鞘。たぶん必要以上に濃こいセックスは、ジュースやお菓か子しと同じく、ユノクにとって気分転てん換かんの一いつ環かんなんだろう。でなきゃキスで済むはずなのに、毎回あんなディープな行こう為いに及およんだりしない。

　本当はセックスには憧あこがれがあったんだ。凄く気持ちいいとか、男として一人前になるとか、そういう事じゃなくてもっと幸福になれるものだと思っていた。愛し合う誰かと繫つながって、心も体も満たされるという幻げん想そう。だけど実際は違ちがった。体の充じゆう足そくと心の充足は等しくない。

　惨みじめだったが、気取られないように明るい声で「早さつ速そくそれって節操ないですよ」と詰なじる。

　それでも拒こばむことができない自分が情けなかった。







　恋こいは人を盲もう目もくにする。相手の欠点だけじゃなく、周りも自分自身の事ですら見えなくなる。

　だけどそれにしたって限度がある。例えば振られた相手をつけ回したり、周囲に噓を吹ふき込むのは、許容できる範はん囲いを大きく外れている。好きになった相手に迷めい惑わくを掛けてしまう時点で、どんなに辛つらくてもその恋は終わりにするべきだ。

「鉤原！」

　午前中の授業が終わり、お昼を買って予備校に戻もどったところで名前を呼ばれて顔を上げると、ロビーにいた滝本が目に入った。

「滝本……」

　突とつ然ぜんの再会に驚おどろく。反射的に唇くちびるの端が引きつるのが分かった。何故なぜ此こ処こにいるのかと考えて、先日ホームで元同級生と再会した事を思い出す。すっかり忘れていたが、恐らく彼女が滝本に話をしたのだろう。こんな事なら、口止めして置けばよかったと後悔する。

　戸惑っている俺の前で、滝本は何故か俺以上に困こん惑わくしているようだった。

「鉤原、三つ子だったのか？」

　元友人が俺の背後を見て眉まゆを寄せる。滝本がまだ俺を好きだと分かり、うんざりした。

「…………そっくりだけど、他人。それより何？　なんでここにいるんだ？」

　滝本は地元だ。うちの両親に二人も隠かくし子がいたなんて噂うわさは、できればたって欲しくない。

　万が一親が不ふ審しんに思って家に見に来たときに、ゴーレムが親の目にどんな風に映るのかを知るはめになる。そもそも、幼おさな馴な染じみの目にどう映っているのかだって知りたくなかった。

「鉤原と話がしたくて。迷惑なのは分かってたんだけど」

　本当は話したくなんてなかったが、また予備校に来られるのも嫌だ。

　滝本は見た目が優れているから、既すでに複数の女子生徒の視線を集めていた。こんなところでまた俺に対する恋れん愛あい感情を語って欲しくない。高校時代の二の舞まいは御ご免めんなので、「じゃあ、食べながらでいい？」と聞いた。

　滝本が肯いたので、エレベーターの前に貼はられた時間割を確かく認にんして、次の時間空き教室になる部屋で話し合う事にした。

　階段を上りながら大学の事や高校時代の友人の事などを話している滝本に適当に相あい槌づちを打ちながら、一体どうして滝本が予備校まで姿を見せたのかと混乱する。二度と会う気は無かったし、会いたくもない。高校時代、いきなり周囲の人間からゲイ扱あつかいされたのは、こいつが原因で、俺はそのせいで友人の殆ほとんどを切り捨てる羽目になった。

「へぇ、こういうところで授業を受けるんだな」

　幸いにも、教室には他ほかに人は居なかったからゴーレムを招き入れてから、施せ錠じようした。

「あの人達って……」

「友達。話は一いつ緒しよに聞くから」

　俺がそう言うと、滝本は少し落らく胆たんした顔を見せたが、高校時代は人前でも抱きつかれていた事を考えると、とてもじゃないが二人きりになる気は起きなかった。

「話って、何？」

　これ以上ゴーレムに関して突つっ込まれても困るので、早く片を付けたくて滝本を急せかしながら、適当な椅い子すに座る。滝本は机を挟はさんでその向かいに腰こしを下ろした。

　しかし元友人は乾かわいた唇を何度か舌で湿しめらせるが一向に話し出す気配はなく、ゴーレムの方を何度もちらちらと見ている。仕方なく根負けした形で、ゴーレムには外で待機して貰もらうように頼たのんだ。いざとなったらまた呼べばいいと思い、滝本に向き直る。

「高校の時の事を謝りたくて。俺のせいで、推すい薦せんも駄だ目めになったこと、ずっと悪いと思ってた」

　ゴーレムがいなくなった途と端たん、滝本は突然の訪問の理由をそう説明した。

「別に、推薦に関しては滝本が責任を感じる事じゃないから」

　俺がもっと上手うまく立ち回っていたら、あそこまで酷ひどくはならなかっただろう。

　最初は元友人という遠えん慮りよがあったが、振ふった後で「恋こい人びと宣言」されたときに、力ちから一いつ杯ぱい殴なぐれば良かった。付けあがる前に冷たい態度を取っておけば、あんな馬ば鹿かげた噂が広まる事はなかった。

「鉤原、俺っ、本当に鉤原のことが好きで……っ」

　その告白を聞いただけで、溜息が前歯の裏側まで迫せり上がってくる。

　消しゴムのカスを口の中に詰つめ込まれた気分で「無理だって言ったじゃん」と答えた。

「俺、何度もその気持ちに応こたえられないっていっただろ。なのにどうして、俺らが付き合ってるなんて変な噂流したんだよ」

「だって、俺……本当に鉤原が好きだったから……」

「好きなら何してもいいのかよ。俺なら、好きな相手が困るような事なんてしない」

　俺がそんな風にきっぱりと告げると、急に滝本が立ち上がった。ガタンッと椅子が机にぶつかる。

　何をする気だったのかは分からない。だけど俺の方に手を伸のばした滝本の目が黒く染まったように見えて、思わず息を吞のむ。しかしそれは一いつ瞬しゆんだけだった。

「なぁ、落ち着けよ。ここ、予備校だから。隣となりの部屋にも廊ろう下かにも生徒がいるし」

　そういえば滝本は一見穏おん和わに見えるが、変なところで短気な奴やつだった。

「っ、悪い、俺……でも、鉤原には俺の気持ちを分かって欲しくて」

　声も、影かげの物ではなく滝本の声だった。しかし先さき程ほどのは見み間ま違ちがいじゃない。

　工場でユノクが撃げき退たいして以降、影は近づいて来ない。どうあっても敵かなわないと知って諦あきらめたんじゃないかと俺は疑っている。最近はいっそ影が襲おそってくればユノクに会えるんじゃないかと、不ふ吉きつな事まで考えた。しかし何もせずにやられてやる理由はない。

　ただいくら滝本とはいえ刺さすのは無理だと考えたときに、あの青年がやっていた方法を思い出した。口から影を吸い出す方法だ。最悪な方法だが、やってやれない事はないだろう。

　滝本とキスなんて出来ればしたくはない。しかもその目的が得体の知れない物を体に入れるためだなんて、ますますやる気が削そがれる。でも、何時いつだって守られてばかりではいられない。あの青年だって、自分で闘たたかっていた。死人と張り合うつもりはないが、それでも同じ男として俺も守られるばかりではいられない。

「なぁ、滝本」

　瞳ひとみに陰かげりが出たのは一瞬だけだ。もしかしたらまだ影は、俺がその存在に気付いたことを知らないかも知れない。だとしたらうまく行く可能性がある。だから内臓を剣けん山ざんでざくざく刺されるような緊きん張ちようと恐きよう怖ふと嫌けん悪おを覚えながらも、滝本を見み据すえた。

　───心に隙すきがあるときにしか、影は取り憑つけないんだっけ。

　滝本はむかしから博識で話好きだった。高校の時は国体にも出場していた。明るいし、友達でいる分には楽しめる。滝本は容姿もクラスの中では一番だったし、女子にも人気があった。高二の夏までは本当にまともだったんだ。もしかしたら水泳部の合宿で海に行ったときに、脳のう味噌みそがウニと入れ替かわってしまったのかもしれない。

　でなければ馬鹿げた行動を起こす理由や、俺に対して異様に執しゆう着ちやくする理由に説明が付かない。

「鉤原？」

　俺より日に焼けた顔を見ながら、心の準備をする。滝本と向かい合い、唇を合わせて、吸う。

　たった三段階。それだけで影を倒たおせる。尤もつとも、ストーカーの復活という新たな問題が生まれるだろうが、それに関してはゴーレムで対処できるだろう。

　俺は躊躇いながらも、顔を近づけた。早くしなければ影に悟さとられてしまうと分かっているのに、唇を押し付けるという単純な行為に踏ふみ切れない。だけど俺からする必要はなかった。俺が何をするのか悟った滝本の瞳は瞬またたく間に喜びに染まり、懸け念ねんした事態は回かい避ひされたが、状じよう況きようはより悪くなる。

「鉤原……っ嬉うれしい、お前もそういう事をやっぱり望んでたんだな」

　やっぱりが何を指すのかは考えたくもないが、滝本は間にある机なんてものともせずに、俺を抱だき締しめてきた。その腕うでからどうにか抜ぬけ出そうとすると両手を摑つかまれ、興奮で瞳どう孔こうが広がった滝本の瞳が見えた。これは、別の意味でもまずい状況だ。

「っ、たきもと、これは」

「鉤原っ鉤原っ」

　抱きつかれるぐらいは想定の範囲だったが、まさか両手を封ふうじられるとは思わなかった。

　早く形勢逆転しないと、冗じよう談だんで済まない事になる。

　しかし力では到とう底てい敵いそうもないし、落ち着いて話を聞いて貰える状況でもない。

　何故こんな事態になってもゴーレムは助けに来ないのだろうと考えて、待機と命令した事を思い出す。彼らは命令には絶対服従だから、今も教室の外で待っているのだろう。

「高校のときは失敗したけど、俺、本当に鉤原が好きなんだ」

　別の意味で、目がイっている。パニックになりそうな俺の体を、滝本がとろけきった瞳で見つめる。まずい事態だ。本当にまずい。可能なら四〇分前、ロビーで滝本と再会したときに戻りたかった。一人でなんとか出来ると思っていた自分に十六文キックを食くらわせたい。

「滝本落ち着いて。俺なんか、そんなに良くないだろ？　大学にはもっと良い出会いだってあるだろうし。そもそも俺なんかを選ぶ意味が分からないっていうか……」

「俺は鉤原がいいんだ。中学のとき鉤原は俺に〝ガンバレ〟って言わなかった。水泳でちょっと良いタイムを出しただけで、みんなが俺に頑がん張ばることを強要したけど、鉤原はしなかった」

「え？　それだけ？」

「高校のとき、大会でどんな結果を残しても鉤原は〝お疲つかれ〟って言ってくれた。俺の成績が悪くても、がっかりしたりしなかっただろ？　あれが嬉しくて、救いだった。これからもずっと俺のことを救って欲しい。俺がどんな結果を出しても、労ねぎらってくれるのは鉤原だけだ」

　高校時代は滝本から逃にげるのに忙いそがしくて、何故なぜ俺を好きなのかという肝かん心じんな事は尋たずねなかった。疑問には思っていたが、知るのが怖こわかった。まさかこんな些さ細さいな事だとは想像していなかった。確かに言った通りの反応をしたが、それは滝本の部活動に何の興味もなかったからだ。

「それって、肯こう定ていしてくれるなら、俺以外でもいいんじゃ……」

　思わずそう言った俺に、滝本が屈かがみ込んでくる。そのとき滝本が俺にしようとしている行こう為いは、先程まで俺がしようとしていた事だと気付く。どうやら目もく論ろ見み通りに事が進みそうだ。

　いやいやながらその瞬しゆん間かんを待つ。滝本はうっとりと目を伏ふせた。

　俺も瞼まぶたを閉じて仕し舞まいたい気分だったが、そうもいかない。鼻が触ふれ合いそうなほど顔が近づいたときに、ふいに滝本の瞼まぶたが上がる。その目はどこまでも落ちていきそうに真っ暗だ。

　一瞬その影が笑ったのが分かり、反射的に体を引いた。

「ゴーレム、戻もどれ。滝本を捕つかまえろっ」

　俺の言葉に素早く部屋に戻ってきた僕しもべ達が、あっという間に滝本を拘こう束そくする。　>>>♥

　影は暴れて椅い子すや机を倒したが二人がかりで拘束されて、力で敵わないと分かると俺の方に視線を向けた。口付けたら魂たましいを吸われるのだから、影だってぼんやり見てられなかったのだろう。

　キスする前にこうなってしまう可能性はあったから、影が出てくることは覚かく悟ごしていたが、その目に見られると、背中にぞわっと嫌いやな物が這はい上がってくるような不快感を覚える。

「彼らに私は殺せない。彼らは私が入っている肉体を物理的に封じることができるだけだ」

　嗄しわがれた声が淡たん々たんとした口調で語った。

　影が右手を動かすと、ゴーレムの拘束が強まり、骨がみしりと音を立てる音が聞こえる。

　思わずそれにぎょっとすると、滝本の体を乗っ取った影が小さく笑った。

「君には、私は殺せない。友人と自分の命を天てん秤びんに掛かけたときに、迷うような人間には無理だ」

　俺が何か言う前にすっと滝本の体から影が離はなれる。それを目で追っていたら、滝本が顔を上げた。その目が正常に戻っているのを見て、ゴーレムに滝本の拘束を解いて影を追い掛けるように命じた。

「鉤原、俺……？」

　夢から覚めたばかりみたいに、ぼんやりとしている滝本の声を無視して、影が暴れたせいで倒れてしまった椅子を直す。背中を向けたまま作業していたせいで、滝本が立ち上がったのには気づけなかった。その体を戻ってきた影が再び乗っ取った事にも。

　それが分かったときは俺は床ゆかに押し倒されて、滝本にのし掛かられていた。

「ぐ、は……っ」

　どん、と床に打ち付けた背中が痛い。命令を出せないように、すぐに影は俺の首を絞しめた。

「君に罪はない。むしろ封ふう印いんを解いてもらって感謝している」

　拘束を解いたところで戻ってくるなんて予想していなかった。

　まずい事態だ。先程よりもまずい。可能なら一〇分前、ドアの鍵かぎを開けたときに戻りたかった。滝本を教室に引き入れてなんとか出来ると思っていた自分にアッパーカットを食らわせたい。

「だけどあいつの鞘さやは壊こわさなければ。君はヒイアにそっくりだから、気が引ける。しかしこのままユノクと一いつ緒しよにいれば、どうせ衰すい弱じやく死ししてしまうんだから、早いか遅おそいかの違ちがいだけだ」

　ぐっと喉のどを摑む指に力が込められた。どうにか外そうと滝本の腕を引っ搔かくと、今度は両手が喉のど元もとを摑み体重を掛けられる。首を絞め返してやろうと手を伸ばしたが、俺の体を跨またいで背中を反らしている滝本の喉には届かない。シャツの襟えり元もとを引っ搔くのがせいぜいだ。

「っ、あ……っ」

　声が出ない。ゴーレムに命令を下す事もできない。開いたままの瞼が痙けい攣れんし始める。視界が、電波状況の悪いワンセグみたいに途と切ぎれがちになった。耳鳴りと頭痛が始まり、遠のいていく。

　このまま痛みが消えたら、死んだ祖父と再会してしまいそうだ。

「ふっ、はっ……」

　酸欠気味の頭で必死に打開策を考え、滝本を引っ搔くなんて意味のない事は止やめて、自分の唇くちびるを引っ搔いた。考えていたよりも深く切ってしまい、口の中に血の味が流れ込んでくる。

　その瞬間、部屋の空気が変わった。見えなくても、覚えのある気配を感じてほっとする。

　正常に戻った視界が、床を跳とぶように走る影かげを捉とらえる。それを仕留めるために、点々と赤あか錆さびの浮ういたナイフがカッと床に投げられた。捕まえる事は出来なかったがナイフは影に触れ、触れた場所から黒い煙けむりが立ち上る。幾いくばくかのダメージを与あたえたというのは、痛そうに震ふるえた様子から感じとれたが致ち命めい傷しようにはならなかったらしく、影は壁かべを抜けて今度こそ消えてしまった。

「ど、どうして……鉤原にこんな……？」

　頭痛がする頭を振ふっていると、影から解放された元友人が不思議そうに自分の手を見つめる姿が目に入った。友人を殺そうとした事実にぶるぶる震えている滝本を前に、キスを仕し掛かけた事も含ふくめてどう説明すればいいのか迷う。

　しかし俺が声を掛けるよりも早く、滝本はユノクによって、床の上に仰あお向むけに蹴けり倒された。

　ユノクは鋭するどく冷えた目で滝本を睥へい睨げいする。

　既すでに影はこの部屋にはいないが、怒いかりは治まるどころか増ぞう幅ふくしているようだった。どんなときも余よ裕ゆうを持っていた男が、ここまで感情を顕あらわにしているのを見るのは初めてだ。

「お前は俺のものに手を出した」

　声は落ち着いていたが、その分冷え冷えとした怒ど気きを含んでいる。

　怒りを精せい一いつ杯ぱい抑おさえ込んだ威い圧あつ的な態度は、息苦しさを覚えるほどだった。

　滝本は恐きよう怖ふで声が出ず、瞳ひとみは動どう揺ようを示して小刻みに動いている。一体目の前にいるのが誰だれかも、いつやってきたのかという事も分からずに混乱しているのだろう。

　ユノクはゆっくりとした動作で、床に刺ささったナイフを抜く。ユノクは手にしたナイフを見つめると、刃は毀こぼれを確かく認にんしてから手の中で弄もてあそぶように握にぎりを確かめ、滝本の上から足をずらす。それから小さく首を傾かしげた。

　現代の服を着て自分の足で立っているユノクは、恐おそらく滝本にはただの怖い外人にしか見えないだろう。尤もつとも本当は何者かなんて知らない方が滝本の為ためかもしれない。

「あ……」

　ユノクはいつの間にか手にしていたナイフの切っ先を、滝本の涙なみだ袋ぶくろの辺りに近づけた。

　後もう少しで触れる、というところでぴたりと止まったそれに息を吞のむ。

　どうしてユノクがそんな事をするのか分からなかった。今まで影の依より代しろに対して彼が怒りを顕わにした事も、傷つけた事もない。唯ゆい一いつの例外である工場での乱らん闘とうは、影を討うとうとした上での不幸な事故だった。彼自身が「不幸な」と思っているかどうかは分からないけれど。

「次に姿を見せたら両目を抉えぐる。お前の声を俺の耳に入れたら舌を割る。それが指でも唇でもツバサに触れた場所は切り取る」

　気負いもなく握られている錆さびたナイフがほんの少し肌はだを掠かすめた。ずいぶんと古いそれは根本がかなり錆びていて、いつ折れても不思議はなさそうに見える。しかし先せん端たんはまだ錆さびが浮いておらず、滝本の涙袋の辺りは切れはしなかったものの、赤い線がうっすらと引かれた。

　単なる脅おどしではない事は、ユノクの様子から分かる。滝本は顔にびっしょりと汗あせを搔いたまま、声も出さずに「はい」と戦慄わななく唇を動かした。俺にもユノクほど威い厳げんがあれば、「付き合ってる」なんて言いふらされて抗こう議ぎしたときに、その表情を引き出す事ができただろう。

「立ち上がって出ていけ」

　ナイフが体から離れると、滝本はぎくしゃくと立ち上がる。俺には視線も向けない。恐らく、ユノクの事を恋こい人びとか何かだと思っているのだろう。残念ながら、関係はもっと複雑だ。

　ドアが閉まる音がした後で、俺は自分がずっと床の上にへたり込んでいた事に気付いた。

「あれが憑ひよう依いされてるのには気付いていたのか？」

「知ってました。どうにか封ふうじられないかと思って……。それより、あの影を探さないと」

「もう逃げた。それより、何のために俺の僕をお前に貸したか分かるか？　影を捕まえるためではなく、お前を守らせるためだ。常に傍そばに置いて、命令できるようにしておくためだ」

　確かにゴーレムに影を追わせなかったら、こんな事態にはならなかった。しかし後少しだったんだ。後少し、影が滝本の体を乗っ取るのが遅ければ、俺はあの魂を吸い出せていたかもしれない。失敗してしまった事には反省しながらも同じ機会があったら、また駄だ目め元もとで挑ちよう戦せんしてしまいそうだと思っていたときに、床の上で小さな山になっている砂すな粒つぶを見付ける。

「それはなんですか？」

　また砂金のように掌てのひらから出したのだろうと思い、問いかける。

　近くの床にもその粉が飛んでいたので、なんとなく指で撫なでてみると、砂とは異なる感かん触しよくだった。何かの粉末のようで、指で擦こすったら木の香かおりがふわりと、鼻先を掠める。

「僕のなれの果てだ」

　男は詰つまらなそうに答えると、ナイフを落とした。影に向けて放ったときとは違い、ナイフは床にぶつかると同時に、根本のところで真っ二つに折れる。ガラン、と転がったそれを見つめ、以前彼らがナツメヤシと鉄てつ剣けんから出来ているとユノクが言っていた事を思い出す。

「……どういう事ですか？」

　はっとして顔を上げる。嫌な予感が胸の内側で大きく膨ふくらむ。部屋の中に男とそっくりの顔をしたゴーレムは一体しかいなかった。もう一体はどこにも見当たらない。

「鉄製の剣が必要だったから、抜ぬき取った。それで消しよう滅めつした」

「え？」

　今いま更さらながらに、青くなる。いくら彼らには知性も感情もないと知っていても、もう存在しないといわれたら何も感じないわけがない。自分が不用意に行動した結果、男は僕を失い、俺は自分に尽つくしてくれたゴーレムを殺してしまった。

　呆ぼう然ぜんとしながら、木き屑くずと使い物にならなくなったナイフを眺ながめる。俺を軽々持ち上げられるような体をしていたのに、木の粉はコップ一いつ杯ぱい程度の量しかない。

「どうしてこんな無む茶ちやをした？　愛する男を救おうとしたのか？」

　嘲あざけるように言われて「憑依が長期に渡わたれば、依代は衰すい弱じやくする」と聞いた事を思い出す。自分でも薄はく情じようだとは思うが、滝本の心配なんて少しもしていなかった。

「そういうわけじゃなくて、俺……自分でなんとかしたくて」

　だってそうしないと別の鞘に乗り替かえられてしまうと思ったから、とは流石さすがに言えなかった。

「まあいい。お前がどういう理由で自分の身を危険に晒さらしたのかには、興味はない」

　ユノクはそう言うと俺に服を脱ぬぐように命令した。どういう意味か分からなかった。

　だけど意味なんて一つしかないに決まっている。馬ば鹿かみたいに口を開けて、ユノクを見た。

「今、するんですか？　こんな場所で？」

　たった今俺の責任でゴーレムを無くしたばかりなのに、する気になれなかった。首を絞められて殺されかけた恐怖も胸の内側に燻くすぶっている。それにここは予備校だ。

　不満が顔に出ていたのか、ユノクは皮肉げに笑うと指を微かすかに動かす。見えない何かが耳元を掠めた。恐らく、先さき程ほど木屑と錆びたナイフに返ってしまったゴーレムの仲間だろう。

「好きな男に会った後で抱だかれるのは嫌いやか？　だけど最初のときのように拘こう束そくされたいわけじゃないだろ？」

「そうでしたね……。俺の同意は、必要ないんですよね」

　同意だけでなく、俺の気持ちもたぶんいらない。分かっていた事だが、胸が痛む。

　最近、ユノクと話していると傷ついてばかりだ。それでもゴーレムの顔は変わらない。いっそ変わってしまえばいいのに。

「わかりました」

　半ば自棄やけ気味に服を脱ぐ。無ぶ遠えん慮りよな視線に晒されながら下着もとった。我ながら貧相な体だ。か弱い女性みたいに毎回守られるだけで、それが嫌でなんとかしようと思ったのに、結局迷めい惑わくを掛かけて怒おこらせた。木屑と壊こわれたナイフが目に入る度たびに、自分の駄だ目めさに嫌いや気けがさす。

「さっきの奴やつには見せてやったのか？」

　俺の気持ちを遠慮無く抉ろうとする男から、視線を逸そらす。

「興味ないんでしょう？」

　ユノクは冷めた目で俺を見つめると、壁に手を突つくように命じる。

　死ぬほど恥はずかしかったが、顔を見なくて済む事にほっとした。

　今まではじっくりと舌と指で開かされていた場所を、荒あら々あらしくユノクの指で暴あばかれる。

　何度か「痛い」と口にした。だけど止めて貰もらえずに、ろくに慣らしていない穴を太い物でこじ開けられる。

「う、あ……っ」

「痛いか？　だけどどうすればいいか、もう知ってるだろ？」

　びり、と穴の縁ふちが痛む。爪つま先さき立だちをしながら、上手うまく飲み込もうと背中を反らした。気を抜けば皮ひ膚ふが裂さけてしまいそうで、慎しん重ちように腰こしを動かす。確かに、俺はもうやり方を知っている。

「っ……ン、ぁ」

「上手いじゃないか。咥くわえ込むのが得意なんだな」

　刺とげ々とげしい嘲りを含んだ言い方だった。

　ふとユノクは俺が迂う闊かつだったから怒っているだけでなく、独どく占せん欲よくから罰ばつを与あたえているのかもしれないと気付く。そんな誤解をされるぐらいならいっそ、心の中を読まれたいと思った。

　何もかも見て何もかも知って貰えれば、楽になれる気がする。俺達の関係が発展することはないだろうが、こんな風に責められなくて済むかもしれない。

「は、う」

　そんな事を考えながら、最後まで飲み込んだ。体の芯しんが熱くて重たい。

　もう痛くはないが、相変わらずの圧あつ迫ぱく感かんに息をするのも苦しい。俺がぼうっとしていると、腰を摑つかんで突き上げられた。揺さ振ぶられるのに耐たえるため、肘ひじまで壁かべに突いて縋すがる。

「っ、あ、……うっ」

　腰を打ち付けられる度に、喉のどの奥から引きつった声が漏もれた。

　普ふ段だん、抱かれるときはいつだってユノクは余よ裕ゆうを持っている。高みから見おろすように。

　だけど今日は違ちがう。余裕がなく、同時に大して気持ち良くもなさそうだった。その証しよう拠こに腰を摑み直す時の手つきが苛いら立だっている。ぐいっと引かれて、余計に突き出すような格好になって、肘が離はなれた。そのときに廊ろう下かを歩く生徒達の声が聞こえて、びくりと体が強こわ張ばった。

　次いで、教室のドアノブがガチャリと音を立てる。

「あれ、なんか開かないみたい」

「マジで？　でも自習室かなり混こんでたよ」

　女子生徒の不満げな声を聞いて、背中がびくびくと震ふるえた。万が一にもドアが開いて、もしもこの姿を見られてしまったらと考えると、恐おそろしかった。しかし身を硬かたくして声を抑おさえている俺の事なんて構いもせずに、ユノクはその行こう為いを止めようとはしなかった。

　だから俺は彼女たちがこの場を離れるまで、ずっと唇くちびるを嚙かみしめていた。一度、頭の中が冷めてしまったせいか、他ほかの生徒の声が聞こえなくなってもユノクを迎むかえ入れた場所は強張ったままだった。

「良くなさそうだな」

　手て酷ひどく抱かれるより、上手く開かない俺の体に対して苛立った素そ振ぶりをされる事に傷つく。そんな風にただでさえ胸が痛んでいたのに男は僕しもべを呼び寄せる。ユノクと同じ顔を見て、思わず視線を逸らした。

「俺よりこいつにされるほうが良いか？」

　男が俺の耳に直接そう吹ふき込んだ途と端たん、壁と俺の体の隙すき間まに入りこんだゴーレムに、唇を舐なめられた。逃のがれようとすると、追ってくる。

「っ、いや、だ」

　唇を舐められたが、舌を受け入れるのは嫌だった。だから揺さ振られながら、声をあげないように奥歯を食いしばる。

「珍しく強ごう情じようだな」

　低い声が耳の奥に反はん響きようする。体を捩よじると、咎とがめるように腰を突き上げられた。

「ふっ……」

　頑かたくなに体を強張らせていると、俺の唇を舐めていたゴーレムが腰を落とす。

　首から鎖さ骨こつに舌を這はわされ、胸を舐められる。男と同じ顔をしたゴーレムに、赤ん坊ぼうがするみたいに熱心に薄うすく色が付いた先を吸われ、声を出さないために息を止める。そうすると体の内側に飲み込んだ陰いん茎けいを強く締しめ付けてしまう。

　唇を離されたときはようやく解放されると思ったが、ふやけたそこを指で摘つままれて、耐えきれずに短い悲鳴が漏れた。それを聞いてユノクは「偽にせ物ものでも満足できるじゃないか」と笑う。

　俺が僕に嬲なぶられてる間、ユノクはゆっくりとしたストロークで腰を使った。激しくない動きは、俺の内側の戦慄わななきを楽しんでいるようだ。

「やめさせ……て、ください」

　今まで何度も頼たのんだ事をまた頼む。すると長い指が離れた。初めて最中に願いが叶かなったと驚おどろいていたら、ゴーレムの顔が足の間に近づいてくる。

「え、ぁ、や……っ」

　べろりと濡ぬれた舌に先を舐められた。見おろすと、金色の髪かみが見える。しなやかな体も。

　視覚に惑まどわされて腹の奥が熱くなる。崩くずれ落ちそうになって、思わず引き締まった肩かたに手を突く。どうにか距きよ離りを取りたくて押し遣やろうとすると、窘めるように舌で余った皮を捲まくられた。

「あ……、はぁ……っ」

　膝ひざに力が入らず、立っていられないのに、腰を摑まれているせいで座り込む事もできない。

　腰を退ひけばより深く、ユノクの性器を受け入れる事になり、逃にげ場のない快感に頭がどうにかなりそうだ。根本の方までずっぽりと食べられてしまった後で、優やさしく吸われる。

　それでも普段守られている先せん端たんは、少し痛いくらいだった。ようやく唇から解放されたときに見た自分のそれは、首まで皮が剝むけて肉色の亀き頭とうが露ろ出しゆつし、てらてら光っている。

「あ、っ、う」

　突とつ然ぜん、ユノクに激しく突き上げられて、甲かん高だかい声が漏れた。舌は陰いん囊のうの方に移動していく。徐じよ々じよに奥へ這っていき、ユノクと繫つながっている所まで辿たどられる。

　捲れた縁の部分を舐められたときに、自分のそこに透とう明めいな先走りが滲にじむのが分かった。

「あ、ぁ」

　咥えられながら後ろから突き上げられて、僕の肩に突いていた手を背後の男の腰に当てる。

　これ以上激しくして欲しくなかったからそうしたのに、逆効果だった。

　余計に強く突き上げられて、限界が一気に近づく。見えないゴーレムに片方の腕うでを取られ、揺さ振られる度に腕の付け根が痛んだが、どうでも良くなっていく。

　出したいのを我が慢まんする事は諦あきらめて、流れに身を任せるように体の力を抜ぬいた。

「良くなってきたな」

　相変わらず冷めた声が聞こえて胸の裡うちが冷える。それでも体は熱を持ったままだった。

　後ろを舐めていたゴーレムは俺の限界が近いと悟さとり、先走りが糸を引く陰茎に吸い付いて来る。また被かぶり始めていた皮を咥こう内ないで剝かれ、開いたままの自分の唇から涎よだれが垂れる。それはぽつりと僕の肩に落ちた。するとゴーレムは陰茎に舌を這わせたまま、俺を見上げた。

　背後の男の顔は見たくなかった。苛立っている表情を見たら、たぶん死にたくなる。

　だから代わりに自由が利きく方の手で僕の髪に触ふれた。つい、ぐしゃりと握にぎりしめてしまう。

「そんなにそいつが気に入ったなら、今度はそいつにやらせよう」

　固い声だった。言い訳をしたかったが突き上げられて、満足に言葉を返せない。自分が悪い事は分かっている。だけど一方的に揺さ振られるだけでは、虚むなしい。

　もう怒らないでください、と頭で思った途端に声に出していた。尤もつとも、突き上げられながら口にしたから、たぶん正確には伝わらなかった。何度か舌を嚙んだし、鼻声だったから。

　ただ、俺が言い終わったときにユノクは前まえ屈かがみになっていた俺の胸に手を回し、そのまま自分の方に引きよせた。そのせいでぐっと先程よりも深く、繫がった。小刻みに肩が震える。どこに触さわられても、感じてしまいそうだった。引きよせられた分、温かな咥内から性器が出る。

　すぐにそこは舌ではなくユノクの大きな手の中に包まれ、余った皮を使って扱しごかれる。

「っ、ん」

　引っ張られたら伸のびそうで嫌いやだった。男の手を止めたくて、その手首を摑んだが指先には力が入らなかった。

「い、く」

　くちゅ、と先端を露出されたときにそう口にすると、背後からの突き上げが余計に激しくなって、立ったままが辛つらくなる。だけどそれは射精の快感を紛まぎらわせる程ほどではなかった。

　ユノクの陰茎が一番奥に打ち付けられたときに、先端から勢いよく精液を吐はき出してしまう。

「あ……」

　それはゴーレムの顔にかかった。金色の睫まつげと、頰ほおを白いそれが繫いでいるのを見て、恥ずかしくて慌あわてて取ろうと手を伸ばすと、腕をユノクに取られた。

「駄だ目めだ」

　何が駄目なのか分からないまま、まだ達していない男に突き上げられる。

　犯おかされながら見おろすと、目に映らない舌がユノクと同じ顔をしたゴーレムの頰を拭ぬぐっていた。精液が糸を引きながら見えない舌に搦からめとられ、そして消えていく。

「……っ」

　指先が小さく震えた。ユノクが中で弾はじけるときに、俺ももう一度射精していた。

　いつものように腕に模様が浮うかび上がったが、何故なぜか少し薄くなっているような気がした。

　ぐったりと床ゆかの上に座り込みながら、不思議に思って腕をなぞったが、もう既すでに跡あと形かたもなく消えてしまった後だった。

　ろくに動けない状態の俺から、ユノクは興味を削そがれたように視線を逸そらす。その態度を見て、鼻と目の奥が熱くなる。女め々めしい自分の反応を誤ご魔ま化かすように指先を握り込む。

　きっと達したばかりで自律神経のコントロールがうまくいかないせいだ。だけど人前で泣くなんて子供じゃあるまいし絶対に嫌で、その感情をやりすごそうと俯うつむいたまま奥歯を嚙みしめた。冷たくされた程度で、泣きたくなるぐらいに俺はこの人が好きなのかと、今いま更さら自覚した。







　俺が滝本に首を絞しめられた後もユノクは度たび々たび家を空けたが、離れるときは手持ちの僕全すべてを俺の周りに配置させているようだった。

　しかし俺の目に映るゴーレムは一体もいない。気配は感じられるのでなんとなくいるのは分かるが、姿が見えないのは不安だった。

　あれ以来、滝本が姿を現す事はなかった。多分、この先もずっとそうだろう。

「代わりになりそうな、鞘さやは見つかったんですか？」

　先日、久し振ぶりに帰ってきたときにそう尋たずねたが、ユノクは「まだだ。お前はそんな事を気にしなくていい。ただ俺が新しい鞘を見付けるまで、二度と迂う闊かつなことはするな」と釘くぎを刺さしただけで肝かん心じんな事には何も答えてくれない。

　鞘が壊こわされたらユノクが抑よく制せいしている他ほかの影かげも逃げてしまうらしいから、俺なんかを鞘にしては置けないのかもしれない。相手が男性でも女性でも、きっとユノクが声を掛かければ靡なびく者は多いだろう。彼自身に魅み力りよくがあるだけでなく、彼に選ばれれば生しよう涯がい豪ごう遊ゆうできる。ユノクだって頭の良い人を選べば、再び神として信者に崇あがめられる事が出来るかも知れない。尤も、本人がそれを望んでいるかどうかは謎なぞだが。

　新しい鞘の事に関して質しつ問もん攻ぜめにしていたら、ユノクはいつのまにか消えてしまった。

　以前に何度も「質問に答えるのが面めん倒どう」という理由で消えられているので、いなくなっても動どう揺ようはしなかったが、やはり寂さびしかった。

　───そういえば、最近キスしてないけど、平気なのかな。

　滝本に襲おそわれた日以来、セックスもしていない。あまり家にも帰って来ない。

　俺が寝ねてから帰ってくる事を想定し、冷蔵庫の中をスイーツとアセロラジュースで満まん杯ぱいにしてみたが、減っている様子は無い。それらがユノクの生気にならない事は分かっているが、できる事はそれぐらいしかなかった。しかし買い足しているデザート類は、消費されないまま消費期限を迎える。古くなった物は、俺が勉強の合間に食べていた。

　今日の予備校の昼食も、消費期限が切れたエクレアとロールケーキだ。

　この教室は次が空き時間なので、それほど人は多くない。みんなお菓か子しを食べたり、イヤホンで音楽を聴ききながら自由に勉強していた。俺も口の中に張り付く生クリームをジュースで流して、勉強を再開する。

　分からない英単語が出てきたので、鞄かばんの中から携けい帯たいを取り出す。一応紙の辞書も持っているが、持ち運ぶのに面倒なので予備校ではネットで見られる辞書を使っている。

　前置詞が付く際の意味も確かく認にんしてから仕し舞まうときに、画面の右上のテキストニュースに〝埼さい玉たまで国宝が盗とう難なん〟と出ている事に気付く。そういえばテレビでもやっていたが、興味がないので本文を読むことはなかった。

　午後の世界史の授業では例の講師と顔を合わせる羽目になったが、ギクシャクと逸らされる。

　襲われて以来、予備校で会う度にそんな態度を取られていた。お陰かげで、嫌みを言われる事はなくなったが、彼のことも恨うらんでるわけじゃない。悪いのは例の影だと知っている。だけどそんな事を説明しても理解して貰もらえないだろうから、俺もさりげなく視線を逸らした。

「台風警報が出ているから、気を付けて帰りなさい。雨に濡れて風邪かぜをひかないように」

　そんな言葉と共に授業が締めくくられ、いつものバッグを肩に掛けて予備校を出た。

　講師の言葉通り、空は分厚い雲で覆おおわれている。熱く湿しめった空気は停てい滞たいしていて、不快指数が増す。駅前のモニターに映し出されるウェザーニュースには雷かみなりマークが並んでいた。

　すっかり定位置になってしまったキヨスクの前のホームの中央で、気付いたら何気なくユノクの姿を探していた。向こうが俺を切り捨てるつもりなのは分かっているのに、それでも傍そばにいたいと考えてしまう辺り、どうかしている。

　電車に乗ってしばらくすると、窓に斜ななめの雫しずくが走った。降り始めると一気に雨足は強くなる。家に着くまで保もてばいいと思ったが、最も寄より駅を出る頃ころにはひどい天気になっていた。

　駅を出るときに鞄から折り畳たたみ傘がさを取り出したが、一歩外に踏ふみ出した瞬しゆん間かん、逆向きになる。

「傘は無理か……」

　潔いさぎよく諦めて傘を仕舞って歩き出す。風はますます強まり、家に帰り着いた時には全身びしょ濡ぬれだった。ぐしょぐしょの靴くつと靴下を脱ぬいで、雨水の足あし跡あとを付けながらバスルームに向かってタオルを何枚か手にした。ふと、周囲にゴーレムの気配がないのに気付いて焦あせる。

　一体いつからだろうと、バッグの中のダガーを慌てて指で探さぐると、見知った声が聞こえた。

「僕しもべは外で雨を浴びている。植物の頃の習性が残ってるから、あいつらは雨が好きなんだ」

　ユノクが台所の窓の傍で一人涼すずしそうに外を眺ながめていた。

　そういえば体はいつも熱いが汗あせをかいているところを見たことがない。精液や唾だ液えきは出るのに汗はでないのか、と今更不思議に思う。色々な事をしてるのに、知らない事の方が多い。

　このまま、知らないまま終わっていくんだろうか。

「今日は、家にいたんですか？」

「鞘を手に入れてきた」

　滝本に首を絞められたときのように、喉のどの奥がきゅうっと締しめ付けられた。

「この家に入れたんですか？」

　ユノクが俺以外の誰だれかを鞘にするのは勿もち論ろん嫌いやだったが、それ以上に後あと釜がまをこの家に無断で入れたという事が許せなかった。吐きそうなほど不快な気分で、拳こぶしを握る。服に染しみこんだ雨が、肌はだを伝って拳の先から床にぼたぼた落ちた。

　だけどユノクは顔色を変えずに、手に持っていた錆さび付いた平たい鉄の塊かたまりをごとんとテーブルの上に置く。ずいぶん古い物に見える。廃はい品ひん回かい収しゆう業ぎよう者しやですら、引き取るのを遠えん慮りよしそうな有様で、錆びていない箇か所しよの方が少ない。男は鞘を手に入れたと言ったが、そこにあるのは鞘と錆さびで癒ゆ着ちやくしている剣けんだった。

「……鞘って、人じゃないんですか」

　ほっとして肩かたに入っていた力が抜ぬけた。

　しかしユノクが取り出したものは、どこからどう見てもただのガラクタにしか見えない。

「お前は特例だ。抜く奴やつはいたが、鞘を壊した奴は未いまだかつていなかった」

　屋根裏で鞘を落としたときの事を思い出す。しかし金属ではなかったから、元々強度に問題があり耐たい久きゆう年数も過ぎていたのだ。だからあれは不ふ可か抗こう力りよく、と思う事にしている。

「どうしてこれを選んだんですか？」

　売り払はらいたい程大量の鞘があるのに、よりによって何故これなんだと疑問に思う。

「鉄剣の鞘として造られている」

「条件はそれだけですか？　それにしたって、ぼろぼろですよ？」

　それだけが条件ならユノクの掌てのひらから出る砂金があれば、いくらでも新しい物が造れるだろう。中古だってもっと良い状態の物がいくらでもあるはずだ。

「物理的な強度は必要ない。それに条件はもう一つある。何百という生き物の血を浴びた剣の鞘である必要がある。それも息を引き取る寸前の最さい期ごに流した血だ」

　手に取ろうと錆びた剣に伸のばしていた手を引っ込める。

　相当古い物だろうから血は全て乾かわき切っているだろうし、表面に赤く浮いているのがただの錆だというのは分かるが、積極的に触ふれようという気持ちは到とう底てい起きない。

「どこの連続殺人犯から貰って来たんですか？」

　ユノクの鞘となる人間を家に引き入れられるのは耐たえ難がたいが、だからといってそんな怨おん念ねんに塗まみれた物を家に持ち込まれても困る。尤もつとも祖父が集めるものは「曰いわく付き」が多いらしいから、仏間の段ボールの中にはもっと禍まが々まがしいものが紛まぎれ込んでいるかもしれない。あの世で安らかに過ごせているのかどうか、祖父が心配になってくる。

「錆を落として影に耐えられるようなら、お前を鞘から解放できる可能性のある方法を試ためす」

　ふいに俺が鞘じゃなくなったら、ユノクは傍にいなくなるんだろうと気付く。

　もう二度と会えなくなるなら、俺は今のままでいい。命を狙ねらわれ続けてもいいし、助けて貰う代だい償しように体を提供しても良い。気持ちのないセックスは虚むなしいが、会えなくなるよりはましだ。

「いいですよ。だってそれ失敗したら死んじゃうかもしれないんですよね？　それに俺、慣れましたから。この間、あなたに抱だかれてもそんなに、疲つかれなかった」

「お前が死ぬような事はない。それに元々……人が鞘になる方が異常だ。あのときは緊きん急きゆう事態だから仕方なかったとはいえ、お前を鞘に選ぶべきではなかった」

「それは俺が脆もろいって事ですか？　それとも俺が気にくわないから？　俺、何が駄だ目めなんですかね？　ヒイアじゃないから？　俺があの人みたいに強くないから？」

　悲しい気持ちを苛いら立だちで誤ご魔ま化かして、突つっかかるように吐はき出した俺の疑問に、ユノクは小さく首を傾かしげる。それが癖くせだというのはわりと以前から気付いていた。

　言葉を選ぶときに、ユノクはその仕草をする。

「どうしてあの神官が関係あると思うんだ？」

「だって、あなたは彼が好きなんじゃないんですか？　彼もそう言っていました」

「お前達が別の種族の生き物を愛めでるように、俺はあれを気に入っていただけだ」

「じゃあ、何が駄目なんですか？」

「鞘さやが物なら常に俺と共にいることができる。常に共にあれば、生気は必要ないし、影かげが手をだす余地もない」

　生気と言われて、最近のセックスを思い出す。最初のときと較くらべて俺が意識を失わずに済んでいるのは、彼が生気を奪わなかったせいかもしれない。だから、ユノクの髪かみの色はくすんだままなんだろうか。ふいに影が言っていた「衰すい弱じやく死し」という言葉が、頭に浮うかんだ。

　もし影の言葉が正しいとしたら、ユノクは俺がそうなる事を避さけるために、新しい鞘を探してきてくれたのかもしれない。

「……どうやって俺を鞘から解放するつもりなんですか？」

「心配するな。万が一にもお前に危害が及およぶことはしない」

　分かったと肯うなずかなかったからといって、その話が流れるわけでもないのに肯くのが嫌いやで雨あま漏もりを理由に急いでユノクの前から離はなれた。

　前回、さんざん雨漏りをした事を思い出して、細身の懐かい中ちゆう電灯を口にくわえて屋根裏に上がる。

　案の定、数カ所すでに水すい滴てきが滴したたっていた。奥の方から順番にバケツを置いていったが、途と中ちゆうで足りなくなって、上の方を切ったファミリーサイズのペットボトルで代用する。結構な速度で水が溜たまっているから、夜になったら一度取り替かえなければならないだろう。面めん倒どう臭くさいが、やる事がある方が色々と考えないで済む。

　そんな事を思いながら屋根裏を出ようとしたときに、細かい土つち塊くれの欠片かけらを踏む。元々の鞘だ。

　あれから随ずい分ぶん時間が流れた気がするが、実際は二ヶ月程度だ。これまでの十九年と三〇日よりも、この二ヶ月のほうがずっと濃こい気がする。何十年も経たてば、影やユノクの事は「若いときに見た幻まぼろし」もしくは「妄もう想そう」だと、この現実を否定する日が来るかもしれない。

　それを考えると苦い薬を舌に載のせたときのように、息が止まる。

「初めて会った時は現実の話じゃないと思っていたし、その方が良かったけど……」

　面倒だからという理由で、ろくな説明もせずに抱くのは問題があると、ユノクの過去の行動を振ふり返りながら思う。初対面の印象が最悪だったのは、向こうに責任がある。

「捨てたら、怒おこるかな」

　赤く錆びた新しい鞘の事を考えて、思わずそんな事を呟つぶやく。あれがなければ、ユノクは別の物を探して来るだろうが、少なくとも見つかるまでは時間がかかる。その間に外に出た影を封ふうじるか殺すかすれば、俺はユノクの鞘のままでいられるかも知れない。

　自分でもどうかしているとは思う。だけどその考えがどうしても振り払えないまま、階段を降りて台所に向かう。

　窓まど硝子ガラスが風のせいでガタガタ揺ゆれていた。ダイニングテーブルの上に無造作に置かれた、例の錆びた剣を手に取る。先さき程ほど感じた嫌けん悪お感かんが再び足あし下もとから這はい上がってきたがそれに耐えてぎゅっと握にぎる。力を入れれば壊こわれそうに見えたが、意外に頑がん丈じようだった。

「つ、う」

　しかし力を入れすぎた関節が白く浮かび上がるだけで、折れる気配はない。

「何している？」

　不思議そうな声で問いかけられ、慌あわてて剣をテーブルに戻もどす。

「あ、その、鞘から抜けるのか……試してみたくて」

　慌てて口にした言い訳をユノクが信じたかどうかは定さだかではないが、彼は俺の手から剣を受け取ると再びテーブルの上に戻そうとはしなかった。掌の中で、検分するように弄もてあそんでいる。

「そんなことより、最近キスしていないですけど、大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

　ユノクが俺から生気をとっていないせいか、その分どんどん窶やつれている気がした。

「お前は自分の心配をしていろ」

　ユノクはそう言うと、俺から視線を逸そらす。

「でも……」

「そんなに俺とキスがしたいのか？」

　からかうような口調に、かっと頰ほおに熱が集まる。それは事実だったが、捨てられると分かっているのに、ユノクの前でそれを認めるのは怖こわい。

「そんな風に言うなら、二度と触れさせませんよ」

　賭かけるような気持ちで、ユノクを試す台詞せりふを吐き出す。

「その方がいいだろうな」

　焦あせるとは思わなかったが、肯こう定ていされるとも考えていなかった。逆に俺の方が返答を聞いて動どう揺ようする。

「俺が、触れさせないと困るんじゃないですか？」

「鞘を新しくすれば解決する。常に一体でいれば、生気は必要ない。触れられなくて苦しむ事もなくなる。それにお前も、もう二度と狙われなくて済む。そうすれば受験勉強にも専念できるだろう？　俺の僕しもべに付きまとわれる事もない」

　受験勉強、とユノクは笑うように付け足す。長い時間に色々な事を見てきた目には、希望の大学に入るために血ち眼まなこになっている俺達が奇き妙みように映るのかも知れない。

「そう、ですか……、よかった」

　良い事ばかりじゃないですか。もっと早く代わりの鞘を見付けてくれたらよかったのに。

　そんな嫌みっぽい言葉を飲み込む。一つぶちまけてしまったら、止まらなくなりそうだ。

　代わりにゴーレムはどうやって作るのか尋たずねてみる。

「樹じゆ齢れい百年のナツメヤシの幹に穴を開けて、柄つかまで鉄で造られた剣けんを入れる。もう百年経てば連中は俺の僕として動き出す。神しん殿でんの裏にはナツメヤシの林があって、神官が世話をしていたが、殆ほとんどが百年も保もたなかった」

　以前見せられた夢の中で、髭ひげ男がナツメヤシを切り倒たおすように命じていた理由が分かった。

　二百年かけて作られた命を、俺の不注意で終わらせてしまった事を考えると、申し訳ない気持ちになる。これでは他ほかの鞘が欲しくなるのも仕方ないかもしれない。

「俺……本当にとんでもないことしたんですね」

「何か勘かん違ちがいしているようだが、あれは生きていない。ナツメヤシとして二百年生きたときに、寿じゆ命みようは尽つきている。お前が気にする事はない」

「でも、俺の目に見えなくしたのは、その罰ばつなんでしょう？」

「そうじゃない。お前が馬ば鹿かな命令を下してあれを遠ざけないためだ」

　相変わらず歯に衣きぬ着せぬ物言いに苦く笑しようすると、ユノクは「二度と馬鹿な命令をしないと誓ちかうなら、見えるのを一体つけてやろう」と言った。

「大丈夫です。傍そばにいるのはなんとなく分かってるから、見えないままで」

　好きだけど絶対に報むくわれない相手の顔を四六時中見続けるのは辛つらそうだ。

　だから申し出を断って、部屋に戻って雨音を聞きながら久し振ぶりに落ち着いて勉強した。

　だけどいつものように自分が決めた就しゆう寝しん時間にベッドに横になっても、眠ねむれなかった。

　ようやく微睡まどろんできたときに傍で気配がする。薄うすく目を開くと、ユノクの姿が見えた。

「ユノク？　……じゃなくて僕の方か」

　強さのないぼんやりとした瞳ひとみを見て、ゴーレムだと気付く。断ったが、付けてくれたようだ。

「でもやっぱり、いくら感情がないっていっても動いてたんだもんな。死んだら悲しいよな」

　命令していないせいか、だらりと垂れたままの手を握り込む。本物じゃないのは分かっているのに、触ふれているとささくれだった気持ちが慰なぐさめられた。

　俺が鞘じゃなくなるときは、せめてこいつだけでも置いていってくれないかな、とかさついた指先を握りながら願った。







　人間不信ってわけじゃないが、影に憑ひよう依いされた人達に頻ひん繁ぱんに命を狙ねらわれたりすると、どうしても用心深くなる。しかも土ど砂しや降ぶりの中、突とつ然ぜん玄げん関かんのドアが叩たたかれたりすれば、誰だれだって長ちよう剣けんの一本や二本持って出たくなる筈はずだ。家にそれがあればの話だが。

「で、雨の中わざわざ家にやってくるのは泥どろ棒ぼうしかいないと思ったの？　戸を叩いてるのに？」

　玄関脇わきに置いてあった靴くつべら代わりの剣を手に、玄関の戸を開けた理由を「泥棒対策」と説明した俺に、タオルで頭を拭ふきながら弟は呆あきれた顔を向けてくる。

「押し込み強ごう盗とうが、最近多いらしくてさ。ちょっと前までじいちゃん一人だったから目を付けられてるかもしれないし。お前も来るなら来るで、メールなり電話なりしてから来いよ」

　俺の言葉に弟は「雨のお陰かげで、仕事が午後休みになったから」と、悪びれる事無く言って家に上がった。まっすぐ仏間に進む弟をはらはらしながら見つめる。

　今日は一度もユノクとその僕の姿は見ていない。ゴーレムの気配はそこら中に感じるが、昨日現れた見える奴やつはいなかった。だから今のところは安心しているが、ユノクは神しん出しゆつ鬼き没ぼつなのでいつ姿を見せるか分からない。普ふ通つうに登場してくれればまだ問題ないが、弟の前で浮いたり手に剣を入れたりされたら困る。

「でも、なんでいきなり線せん香こうを上げに来るんだよ」

「親おや父じに頼たのまれてさぁ。親父も今度時間が出来たら線香上げに来るって」

「親父が？」

「そ。この間、親父死にかけたんだよ」

　弟が仏間に続く襖ふすまを開ける。部屋には誰もいなかった。

　ほっとしながら、薄うす暗ぐらい部屋の電気を点つける。仏ぶつ壇だんの扉とびらを開けた弟は、そこに置かれたライターで線香に火を点けた。それから燃えだした線香を軽く振って、火を小さくする。

「死にかけたって、大丈夫なのか？　俺、何にも聞いてないけど」

「結果的にはたんこぶ作ったぐらいだから。車ごと田圃たんぼに落ちたんだよ。マジで引き上げんの大変だった。でも水田で良かったよ。反対側崖がけだったから、そっちに切ってたら今いま頃ごろ葬そう式しきしてたと思うし。なんか黒い猫ねこか犬を避よけようとして、それでハンドルを切ったんだって」

　それを聞いて、思わず固まる。黒い猫か犬、というのが本物の犬猫だとは思えなかった。

　滝本の一件以来、俺の方には現れないと思っていたら、家族の方に危害が及およんでいたと知って、恐おそろしくなる。雨が降っていて蒸むし暑いのに、知らず知らずに腕うでに鳥とり肌はだが立つ。

「なんか最近、そういう事が多いんだって。で、親父が〝義父とうさんが怒ってるんだ〟って言い出してさ。おふくろと結けつ婚こんしたときに贈おくられた日本刀を無くしたせいだろうって。俺も形見分けで貰もらったナイフで袋ふくろ綴とじとか開けてたから、あんな目にあったんだって五月蠅うるさいんだよ」

「あ、あんな目って？」

　弟は俺の質問に答える前に、真しん鍮ちゆう製のお椀わんみたいな奴をチンと鳴らして両手を合わせる。

　見た目はこの間俺を工場まで追いかけ回した連中よりもずっと悪そうだが、子供の頃ころから「お化け」の話には敏びん感かんだった。妖よう精せいは信じていないが、幽ゆう霊れいは信じているらしい。

「この間、ヘルメット脱ぬいだところに瓦かわらの束が落ちてきたんだよ。咄とつ嗟さに腕で庇かばったからこれだけで済んだけど」

「そ、それっていつの話？」

「親父が事故る前の日。でもじいちゃんの仕し業わざじゃねーよ。屋根の上で作業してた先せん輩ぱいが、一いつ瞬しゆん気を失ったらしくて。最近暑いからそのせいだと思うけど、お詫わびに飯奢おごって貰ったから許したけど。ま、親父が五月蠅いから一応な。別に俺が幽霊にびびってるとかじゃないから」

　言い訳めいた事を口にしながら、位い牌はいに目をやった弟は思うところがあったのか、もう一度手を合わせる。その腕には酷ひどい痣あざと切り傷の痕あとが残っていた。

　前から大工の仕事で体に痣や傷を作る事は多かったが、ここまで酷いのは初めて見る。

「先輩の目、黒くなかった？」

「日本人はほとんどそうだろ」

　大丈夫か、こいつ。という弟の視線に首を振ふる。

「そうじゃなくて、白目まで黒いんだよ」

「どこの宇宙人だよ、ソレ。この間から妖精の話といい、なんかおかしいよ、兄貴」

　弟は不安げに言うと、俺の精神状態を心配するように、上から下まで視線を這はわせて来る。

「大事な事なんだよ。真面目まじめに答えろよ。お前に瓦を落としたときの先輩の目、どうだった？」

「見てねーよ。先輩が落としたっていうのも、後で知ったし……」

　父親と弟の事故が偶ぐう然ぜんだなんて、納なつ得とくできない。家族が影かげによって殺されてしまうと考えたらぞっとするのと同時に、怒いかりが湧わき上がってくる。彼らには全く関かかわりがないのに、と無意識に強く握にぎりすぎた拳こぶしが震ふるえた。

「あのさ、俺もう帰るけどさ、あんまり根詰つめるのよせよ？」

　困ったように気き遣づかわれる。事情を何も知らないから、弟は俺の憤いきどおりが理解できていない。

「こんな酷い雨の中帰るのか？　泊とまっていってもいいんだぞ？」

　外は暴風雨だ。カーテンの隙すき間まから見える窓まど硝子ガラスには、絶え間なく雨が吹ふき付けられている。

　弟が来たときから更さらに酷くなっているようだ。台風の目に入ればしばらくは弱まるだろうから、何もこんなときに帰る事はないじゃないかと、まだ乾かわいていない弟の髪かみを見やる。

「いや、こんなに酷くなると思わなかったから。電車が動いている間に帰らないと、明日朝早いし。でも、兄貴が俺にいて欲しいっていうならいるけど。なんかあるなら相談に乗るし」

　事情を何も知らないから、弟は俺が本当におかしくなったと思っているようだ。

　影に気を付けろと警告したいが、それを言ったら余計に不ふ審しんがられるだろうし、実際彼らには気を付けようがない事は身をもって知っている。

「じゃあ、駅まで送るよ」

「いいよ、別に。いつもそんな事しないだろ？」

　父親の話を聞いた後では一人で帰すのは不安だった。だから「俺も駅に用事があるから」と強ごう引いんに押し切る。

　あまり無理を通す性格じゃないので、俺が断固として譲ゆずらないのを見て、弟は戸と惑まどっているようだった。その弟がトイレに行った隙に、俺は素す早ばやく自分の部屋に入った。

「ユノク」

　弟と話している途と中ちゆうから、気配で傍にいるのは分かっていた。

　声をかけると、ユノクが求めに応じて姿を見せる。最近は浮ういて登場する事が少ない。

　ライフゲージが残り少なくて、余力を割さけないのではないかと疑っているが、どうせ聞いたところで認めはしないだろう。姿が見えなくても不安になるが、窶やつれた顔を見ても不安になる。

「あなたの僕を貸して貰えませんか？　俺の家族を守って欲しいんです」

「お前に貸してる一体は好きに使って良い」

　俺の要求を予期していたように、ユノクはあっさりと了りよう承しようした。

「他のも貸してください。全部で何体いますか？」

「全部で八体だ。だけど残りは貸せない。あれはお前を守るためのものだ」

　断られるのは分かっていた。それでもここで引き下がるわけにはいかない。自分が無む茶ちやな要求をしている事は分かっているが、これで家族に何かあったら悔くやんでも悔やみ切れない。

「俺の事はあなたが守ってくれるんでしょう？　少なくとも、鞘さやが変わるまでは」

　紫むらさき色いろの瞳をまっすぐに見つめる。吸い込まれそうに透とう明めいで綺き麗れいな色が、どんな感情を纏まとっているのかなんて、俺には分からない。それでも我が儘ままを聞いてもいいと思うぐらい、俺の事を彼が気に入っていてくれればいいと思った。

「一度くらい、俺の頼みを聞いてくれたっていいでしょう？」

　最後くらい、と口に出さずに見つめた。そんな俺から、ユノクは苛いら立だったように視線を外す。

「それなら命令の内容はお前が決めろ」

　長い指先が回り、急に圧あつ迫ぱく感かんを覚えた。見えはしないが、恐らく八体のゴーレムが全員、この部屋に揃そろっているのだろう。

「じゃあ、母と父と弟に二体ずつ、それから祖父母に一体ずつ付けて、影が絶対に彼らを傷つけないようにしてください」

　ユノクが軽く手を動かした。その瞬しゆん間かん、すっと部屋の圧迫感が消える。恐らく命令通りに出ていったのだろう。これでとりあえずは家族の安全が確保されたと、ほっとする。

「言っておくが、万が一彼らに何かあったとしても俺はお前の傍そばを離はなれない。これはお前の傍から俺を引き離すための第一段階に過ぎない」

　確かに親父の件も弟の件も影の仕業なら、彼の意図するところは一つだ。けれど、たぶん何も対処しなければ俺の家族がもっと酷い目にあう。見せしめに殺されたら堪たまらない。

「分かってます。でも、家族が傷つくのは嫌いやなんです」

　ユノクは呆あきれているようだったが、この件に関してそれ以上文句を口にする事はなかった。

　俺は外出のときに使っているバッグからダガーを取り出して、バックポケットに入れた。そのとき丁度弟がトイレから出て来る音がしたので、俺も慌あわてて部屋を出る。

「なんかこの家、息苦しいな」

　傘かさを貸して玄げん関かんから送り出すとき、弟が周囲を見回してそう言った。どことなく怯おびえた顔をしているのは、祖父の幽霊を恐れているせいかもしれない。息苦しいのは弟のすぐ傍にゴーレムが二体いるせいだが、どうせ言っても理解はできないだろう。

「本当に付いてくるのかよ、帰りはもっと酷くなりそうだけど」

　傘を持って外に出ようとしたとき、弟が玄関戸を開けた。びゅっと鋭するどい風が入って来て、玄関に飾かざられていたこけしが音を立てて倒たおれる。帰ってきたら直すと決めて、一いつ緒しよに外に出た。

　施せ錠じようしてる最中にも横よこ殴なぐりの雨に服が濡ぬれる。その上、歩き出した途と端たんに傘は裏返ってチューリップみたいな形になった。

「もっとしっかりした作りのがあった筈はずだから、ちょっと待ってろ」

「いいよ、もう。濡れて帰るよ」

「いいから。風邪かぜひいたら大変だろ？」

「もう充じゆう分ぶん濡れてるよ。傘なんかあっても、今いま更さらだって」

　そう言う弟を放って、一度玄関に入る。傘立ての中から祖父が愛用していたしっかりとした骨組みの蝙こう蝠もり傘がさを探していると、背後に人の気配を感じた。待ちくたびれて、弟が戻もどってきたのだろう。目当ての傘は見つからないし、いっそタクシーを呼んだ方が良いかもしれないと思いながら振り返る。

　そこに立っていたのは、予想通り弟だった。だけど、違ちがう。目の色が一色に染まっている。

　慌ててバックポケットのダガーを取り出そうとしたときに、素早く弟が靴くつべらがわりの剣けんを手に取る。それはなまくらだが、俺をホームから突つき落とそうとしたときと同じ馬ば鹿か力ぢからで胸を突かれたら、皮ひ膚ふも骨も突き破って心臓に達するだろう。

　俺の考えを読んだように、弟は柄つかを両手で摑つかむとフェンシングのように構える。どこまでも深く落ちていきそうなほど暗い目には、俺の姿が映り込こんでいた。

「待っ……」

　絶対に聞き入れて貰えなそうな願いを口にしたとき、背後から腕を引かれる。

　あっという間に近づいてきた剣先に思わず目を閉じる。しかし衝しよう撃げきはいつまで経たっても訪おとずれなかった。恐る恐る目を開けると、剣は俺を庇って突き出されたユノクの腕によって止められていた。鋏はさみのときと同じだが、あのときは鋏の先せん端たんが腕を突き抜ぬけたりしなかった。ユノクも痛そうな素そ振ぶりすら見せなかった。けれど今のユノクはひどく辛つらそうに見える。

　それでも自分の腕を突き抜け、俺の胸の数ミリ先で止まっている剣先をユノクはもう一方の手で摑んだ。剣を奪うばい取ろうとする二人の攻こう防ぼうが始まる。

「あ……」

　俺も闘たたかわなければ、と思った。

　守られるだけじゃなくて、ユノクの役に立ちたいと先さき程ほどポケットに仕し舞まったばかりのダガーを取り出す。弟を刺さすのは抵てい抗こうがあるが、手を軽く傷つけて剣を取り落とさせる事ができないだろうかとタイミングを窺うかがっていたとき、急に自分の体から弾はじき出された。まるで突き飛ばされるような感覚だ。

　気付いたら俺は、高い場所から俯ふ瞰かんするように自分の体が動くのを見下ろしていた。

　一体何が起こったのか分からなかったが、自分の目が夜を溶とかしたように真っ暗なのを見て、ようやく事態を把は握あくする。

　───噓うそだろ。俺の体が乗っ取られた。

　俺の両手がダガーをしっかりと摑み、ナイフの切っ先を弟ではなく、ユノクに向けるのを見て息を吞のむ。全すべてはあっという間だった。刀身が全てユノクの胸に突き刺さり、靴べら代わりの長ちよう剣けんがカランカランと音を立てて、玄関に落ちる。

「ただの人間では無理でもお前の鞘さやなら、お前を殺せる」

　恐おそらく俺の体を影に支配されていた時間は、一秒にも満たないだろう。すぐに吸い込まれるようにして、体に戻る事が出来た。普ふ段だん模様が浮き上がる右側の腕うでや胸が激しく熱を持ち、免めん疫えき細さい胞ぼうがウィルスを攻こう撃げきするように、体内で影を焼き尽つくしていくのが分かる。

『ああ、ようやく殺せた。ようやくこれで我々の一族は復ふく讐しゆうを遂とげられる』

　影の思念が頭の中に一方的に流れ込んできて、息が止まりそうになる。激痛を感じている筈なのに、それでも影は深い満足感の中で消えていった。最後の最後に、自分の魂たましいと引き替かえにしてもユノクを闇やみに葬ほうむれたことが嬉うれしくて堪らないようだった。

「あ、俺……、俺のせいで」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやきながら、ユノクに手を伸のばそうとしたが、自分のその手がまたユノクに危害を加えてしまうのではないかと怖こわくなり、動けなくなった。そんな俺達を弟が焦しよう点てんの合わない目で眺ながめている。まだ意識がはっきりと戻っていないようだった。

「忘れろ。この十分間の記き憶おくをお前は忘れる。この家では何もなかった。外に出たら、自分の家に帰れ」

　男の命令に従い、催さい眠みんにかけられたように弟は夢遊病状態で玄関を出ていった。

　二人きりになると、ユノクは自分の胸から慎しん重ちような手つきでナイフを引き抜く。

　その瞬間、空気が変わる。家の中に先程出ていったばかりのゴーレムが戻ってきたのを感じた。しかしすぐに気配は消えて、代わりに周囲でガラガラと金属が固い物にぶつかる音がした。

　音の正体は様々な形のナイフや剣だった。それが木の粉と共にユノクの周囲に落ちている。ゴーレムが死んだのだ。剣を抜き取っていないのに、彼らが死んだ理由を考えてぞっとした。

「ユノク、俺……、俺が……、あなたを刺した……」

　過呼吸になりそうだった。口を開いても上手うまく酸素が入ってこない。恐ろしくて目を見開いたまま、ユノクの胸に空いた穴を見つめる。徐じよ々じよに塞ふさがっているその穴の内側は、人と同じように肉色だった。元々弱っていたせいか、鋏で突かれたときよりも治りが遅おそい。

「お前のせいじゃない」

　みっともなく震ふるえている俺の声とは違い、ユノクの声ははっきりしていた。だけどほっとしたのも束つかの間、直後に崩れ落ちそうになったユノクの体を慌てて抱だき留とめる。手を貸して家に上がったが、それ以上は動けずにユノクは背中を壁かべにつけたまま、ずるずると床ゆかに座り込んだ。

「死なないですよね？　だって、傷も塞がってるし、俺とセックスすれば、大だい丈じよう夫ぶですよね？」

　ユノクはひっそりと笑う。自分の運命を受け入れた表情に、ますます俺は絶望的な気分になる。否定してくれよ、と叫さけび出しそうな気持ちでユノクの肩かたを摑む。その体は随ずい分ぶん体温が低い。

「俺の生気を全部使ってくれていいですから、そしたら死ななくても済みますよね……？」

　こうなったのは俺のせいだ。俺がゴーレムを家族につけたいと言ったから。あの長剣を玄関になんか置いておいたから。使えもしないのにダガーを取り出したから。体を乗っ取られたから。そもそも、俺が一番初めに封ふう印いんを解いてしまったから。

　だからその償つぐないができるなら、ユノクが死なないで済むなら、本気で俺が持っている物を全て差し出しても良いと思えた。たとえそれで俺が死ぬ事になったとしても。

「無む駄だだ。俺はお前からもう、生気は取らない。また倒れられたら嫌だからな」

「あ、あんなの別に、何でもない……っ、俺はどうなったって構わないから……」

　ユノクは俺の頰ほおに手を滑すべらせる。出会った頃ころは熱かったのに、その手は今では酷ひどく冷たい。　>>>♥　指の間から砂が零こぼれるみたいに、大切な物が失われる気配に鳥とり肌はだが立つ。それを誤ご魔ま化かしたくて顔を近づけると、唇くちびるに触ふれた。

　俺から生気を吸って欲しかったけれど、一向に反応が返ってこない。

「ツバサ。俺はお前の命を削けずってまで、生き残る気はない」

　聞き分けのよくない子供を優やさしく諭さとすような声だった。諦あきらめているユノクを前にして、焦しよう燥そうや恐きよう怖ふが苛いら立だちに変わる。目の前の体がどんどん冷えていくのが嫌で、もう一度強ごう引いんに唇を押し付ける。

　どうやったら自分の生気を相手に送れるのか、こうなる前に聞いておくべきだった。

　ユノクが死んだらどうなるか、考えるだけで怖かった。ゴーレムみたいに、後には剣だけが残るのだろうかと考えて、恐ろしさに泣き出して仕舞いそうになる。

「でも、試ためしてみればいいじゃないですか。上手くすれば、俺もあなたも死なないで済むかも。何とかできるかもしれないのに、挑ちよう戦せんもしないんですか？　神様のくせに簡単に諦めないでくださいよ。だって、あなたも本当は俺と同じように、誰だれかが奇き跡せきを起こしてくれるのを待っているんでしょう？　俺とだったら奇跡が起こせるかもしれないじゃないですか」

　いつだって俺は失敗してばかりいる。いつだって迷めい惑わくを掛かけて、更さらに酷い事態を招く。

　だけど行動しないではいられない。この行こう為いが正しいのかどうかなんて分からないけど、可能性があるなら賭かけたい。失われていきそうなものをただ見ているだけなんて出来ない。

「だから……最後でいいから、俺としてよ。あなたを失うのは嫌だ」







　家の中は酷いありさまで、あちこちに水みず溜たまりができていた。

　俺の部屋も床の上が濡ぬれている。サッシと壁の隙すき間まから、雨水が漏もれているみたいだ。

「酷い状態だな。この台風で壊こわれるんじゃないか？」

　こんな状じよう況きようだっていうのに、ユノクは軽口を叩たたく。たぶんそういう性しよう分ぶんなんだろう。

「酷い状況です。やってる最中に家が壊れたら、例のマジックミラーを使ってください」

　こんな状況だっていうのに、俺もそれに合わせる。たぶんシリアスになるのが怖いんだろう。

　部屋の惨さん状じようを笑いながら、ユノクの上着を脱ぬがせる。ナイフの痕あとは既すでに塞がっていたが、だからといってダメージが消えたわけじゃない。ユノクが俺に辛い素振りを見せないようにしているだけだ。傷があった胸の上に触れる。人だったら、心臓がある辺りだ。

「ツバサ」

　柔やわらかな声で名前を呼ばれた。それには答えずに、震える手でパンツのフロントをくつろげる。床に膝ひざを突ついて、まだ反応していない陰いん茎けいに手を添そえた。

　やり方なんて知らないから、今まで自分がされた事を思い出しながら、唇を押し付ける。そうすると、僅わずかながら反応が返ってくる。少しずつ、ユノクの体に欲よくが溜たまっていくのが分かった。

　髪かみをさらりと撫なでられながら、俺は口の中に溜まった唾だ液えきを擦こすり付けるように、舌を出して幹に這はわせた。先端を舌の真ん中に押し付けるようにしながら、奥まで飲み込む。

　大きいせいで喉のどが苦しくなり、一度吐はき出してしまった。だけどすぐに、もう一度飲み込む。

「っ、ふ、ぁ」

　手を使って根本を扱しごきながら、必死に舐なめているとどんどん硬かたくなる。

　歯が当たらないように口を大きく開ける必要があった。だからたぶん間ま抜ぬけな顔をしているだろう。顔を見られたくなかったが、ユノクが俺を見下ろしているのは分かっていた。

　こんな風に自分の唇で育ててまで、繫つながりたいと思っている俺の事を浅ましいと思っているかもしれない。だけどそれでも反応してくれるうちは止やめるつもりはなかった。

「んっ……ん」

　ユノクの指が耳や顳こめ顬かみに触れる。

「ツバサ」

　俺の名前を呼ぶのを聞きながら、舌を這わせる。充じゆう分ぶんに育ったところで、一度口から抜ぬいた。

　それからパンツを下着ごと脱ぐ。時間短縮のために、自分のを馴ならしながら再び咥くわえようとすると、ユノクは自分で服を脱ぐとベッドの上に腰こしを下ろし、俺にも上がってくるように指で指図した。

「前から一回、言おうと思ってたんですけど、俺にまで指で命令するのやめてください。これからは、そんなのされても従いませんから」

　これから、という言葉を強調して言った。明日も明後日あさつても傍そばにいるのを連想させるように。

「今日のお前は注文が多いな」

「いつも、素す直なおに聞いてるんだから、今日ぐらいいいじゃないですか」

「素直？」

　甚はなはだ疑問そうにユノクが首を傾かしげた。その男の足の間にもう一度顔を埋うずめる。

　舌で濡らしながら、いつもされるときの事を思い出して指を自分の穴に這わせた。あのぬるりとした長い舌の感かん触しよくや節くれ立った指を思い出すと、自然と体の中が波打つ。

　できるだけユノクの目に俺がどう見えているかは考えないように、指を入れた。あまり深くは入らない。それでもなんとか馴らしていると、口の中を軽く突つかれた。

「んっ、はっ」

　思わず歯を立てそうになって、唇を離はなす。ユノクを見上げると、楽しそうに笑っていた。

「嚙かんじゃいますよ」

　警告してからもう一度舌を這わせる。咥こう内ないを突かれるのは怖かったが、もう一度含ふくんで頭を動かす。最初は上手く出来なかったけれど、そのうち要領が分かってきた。

　そうやって太い陰茎を唇で扱いていると、先せん端たんから少し塩気のある透とう明めいな液が滲にじむ。生き物みたいに指を入れている場所がきゅうと窄つぼまる。自分のすら舐めた事なんて無いのに、他人のそれを嫌けん悪お感かんもなく唾液と一いつ緒しよに飲み込む。舌で丁てい寧ねいに舐め取っても、どんどん溢あふれてくる。

　だから恥はずかしい思いを押し殺して、じゅっと音を立てて吸った。すると、ユノクの押し殺した声が聞こえる。射精が近づいているのだと思い、亀き頭とうを舌で擽くすぐった。以前ゴーレムにされたようにしたかったが、彼らとは舌の長さが違ちがうので同じ事をしたくてもうまく行かない。

「ツバサ」

　それでも熱の籠こもった声で呼ばれる。中で出して良いという代わりに先端に口付ける。

　しかし亀頭を飲み込もうと開いた唇を押しとどめるように、ユノクの指が這う。

　指は褒ほめるように唇を撫でた後で、咥内に入って来た。舌の上に載のせられて、軽く前後される。だから、さっきまで性器にそうしていたように、指を含んだまま頭を動かす。目の前にある本物の性器に、時折頰が擦すれた。指だと分かっているのに、舐めてると体の内側がざわつく。

「もういい」

　指がずるりと抜かれ、俺は濡れた唇を手の甲こうで拭ぬぐった。

　ユノクの声には隠かくしきれない情じよう欲よくが滲んでいた。じわり、と体の奥が熱を孕はらんで重くなる。

　体を跨またぐように指示されて、逆らいもせずに筋肉でごつごつしている足の上に座った。

　紫むらさきの瞳ひとみの色が濃こくなっている。ぼうっとそれに見み惚とれていたら、尻しりの間に指が這わされた。

　内側に入ってくる指は、即そく物ぶつ的に広げる事だけを考えているようだ。だけど荒あら々あらしく暴あばかれるのが、少しも気にならない。求められているようで嬉うれしいとすら思えた。

「っ、あー……ぁ、そこ、嫌いやです、うっ……ぁ」

　縁ふちの辺りを内側からぐるりと撫でられて、思わずがりっとユノクの肩を引っ搔かいてしまう。慌あわてて指を離したが、ユノクは特に気にしていないようだった。その証しよう拠こに、指はまた同じ場所を弄る。ぞくぞくと快感が上ってきて、無意識に腰を揺ゆらしてしまう。

「ん、あ……押すの、は……」

　敏びん感かんなところばかりを押されて、入れられてもいないのに達してしまいそうで怖こわい。耐たえきれずに寄りかかると、ユノクを押し倒たおす形になった。こうやって、男を見下ろすのは初めてだ。

　いつもと位置が違うから、少し新しん鮮せんだった。

「抜いて……ください」

　俺の頼たのみに指が内側から抜かれ、ほっと息を吐く。

　この体勢で上手うまく出来る自信はなかったが、張り詰つめた陰茎を手で支えて、自分の指で穴を開きながら腰を沈しずめる。普ふ段だんと違う体位のせいか、なかなか上手く入れられなかった。

　焦じれた目で見られると、余計に飲み込むのが怖くなる。

「っんー……う、ん」

　切っ先が触れると、体が竦すくむ。すると、ユノクの手が脱ぎ忘れたＴシャツの下に入りこんで、腰を支えてくれる。腕うでの力強さに、この行為で少しはユノクが回復してくれたかもしれないと、希望を持った。それに最初は俺に流されていたユノクが、今は積極的に触れてくれている。

「は、あ」

　なんとか先を飲み込んで、背中を反らしながら腰を沈めていく。

　深く入った後は息を吐き出しながら、最後まで飲み込んだ。火ほ照てった体と濡れたＴシャツの感触が気持ち悪くて、自分でそれを脱ぐ。室内の温度は生なま温ぬるいのに、鳥とり肌はだが立っていた。

「っ、ふ」

　少し休きゆう憩けいしていると腹を撫でられて、胸を弄られる。尖とがるそれを直接摘つままれて、思わず唇くちびるを嚙んで声を堪こらえたところを、下から突かれた。陰茎の先が内ない壁へきをぐりっと抉えぐるのが分かる。

「あっ、ぁ」

　ユノクの手は余すところなく体中に触ふれた。

　掌てのひらに俺の体を記き憶おくさせるような仕草に、これで本当に終わりかも知れないと、切なくなる。

　触れられながら顔を見つめていると、唇にユノクのそれが触れた。さっきまでは俺がしても何も反応してくれなかったが、今回はユノクの方から舌を絡からめてくれる。

「んっ……ふあぁ」

　舌を吸われながら胸を弄られて、腰を上げてしまう。すると胸を弄っていた手が下がり、腰を摑つかまれて無む理り矢や理りに根本まで貫つらぬかれた。その衝しよう撃げきで、びりびりと爪つま先さきまで痺しびれる。

「っ、あっ……う、きつ……い、嫌」

　逃にげることを許さずに腰を摑む手の力はそのままで、息まで奪うばうように舌を吸われる。

「何が嫌なんだ？　こうされたかっただろう？」

　怒おこっているように聞こえたが、たぶんそうじゃない。ユノクが余よ裕ゆうを捨てる程ほどに、俺の体に興奮しているのだと分かったら、咥え込んでいる場所がうねうねと動く。誘さそうようなその動きのせいで、俺も中に入っているユノクの形をまざまざと感じてしまう。　>>>♥

「そう、です……っ、ん、……ちゃんと、俺から、生気、とれてますか？」

　ユノクは何も言わずに、体の内側を突き上げた。俺はベッドに突いた腕が崩くずれそうになるのを堪える。ぎこちなく腰を動かしながら、ときどきユノクが中を抉るのに耐えていると、限界が見え始める。達する瞬しゆん間かんはキスしていたくて、形の良い唇に吸い付いた。

「消えないで、俺の前からいなくならないで」

　そう口にすると、促うながすように腰を撫なでられる。いやらしいが優やさしい手つきに、ぞくんと体が震ふるえる。ユノクは達する気配がないから、もう少し我が慢まんしていた方が良いのかと思ったが、堪えきれずに何度かに分けて、少なくない量の精液を吐き出してしまう。

「あ……」

　ぼんやりとユノクの腹の上に散ったそれを眺ながめていると、ふいに髪かみを撫でられた。

「お前が愛いとしいよ」

　ユノクは唐とう突とつにそう言った。すぐには意味が分からず、たっぷり時間をかけて言葉を咀そ嚼しやくする。予想もしない言葉だった。だから簡単には信じられずに、呆ぼう然ぜんと紫の瞳を見つめる。

「……それ、本当？」

　肯こう定ていの代わりに、キスをされた。途と端たんに、ぶわっと全身が熱くなる。がっかりしたときのために、まだ信じたくないという気持ちと、すぐにでも飛びつきたい気持ちが鬩せめぎ合う。

　よく俺の事をからかっているのと同じ唇が、愛を囁ささやいているなんて何かの罠わなとしか思えない。

「じゃあなんで、新しい鞘さやを探すなんて言うんですか？　最近は全然俺に触れもしなかった」

「無理をさせた後で、お前が倒れたからだ。人間が脆もろいという事を忘れていた。だけど、お前が鞘でいる以上、生気を奪う必要がある。だが、抱だいているとつい夢中になって制せい御ぎよがきかなくなる。それに他ほかに愛する者がいるお前に触れたくなかった」

　ユノクの勘かん違ちがいが可笑おかしくて、笑いそうになる。滝本の事を言っているなら大きな間ま違ちがいだ。あいつに恋れん愛あい感情を抱いた事なんて、一度もない。

「俺が好きなのはあなたです。あなたが好きなんです。さっきも言ったけど失いたくないのは、あなただけです」

「知っていた」

　ユノクは俺の頭を引きよせて、自分の肩かたに押し付ける。体はまだ冷えたままだ。いつだって俺は間違って失敗してしまうから、怖くて仕方がない。早く全身が熱くなってくれればいいのに、と背中に腕を回すと、まだ中に入ったままの陰いん茎けいがびくりと動く。

「……いつ分かったんですか？」

「……俺を僕しもべと間違えただろう？」

「もしかして、……ベッドに来たときですか。わかってて黙だまっていたなんて意地が悪いです」

「ああ、そうだな」

　ユノクは俺の腰こしを摑んで、一度も達していない張り詰めた陰茎を一気に抜ぬく。

「っん、ぁ」

　ぬるっと亀頭が出ていくと、それだけで自分の性器がひくひくと動いた。ぼんやりしていると、いつの間にか押し倒されて、視界には天てん井じようが映る。天井のクロスは雨あま漏もりのせいで一部がまるく撓たわんでいた。恐おそらく中に水を溜ため込んでいるのだろう。それを眺めていたら、ぐいっと膝ひざを開かされる。掌はまるでゴーレムのように体温がない。

　そういえば二人っきりでするのは、初めてだと気付いた。先程まで開いていた穴に先せん端たんが宛あてがわれると、そこはすぐにでも飲み込もうとするように収縮する。

「っ」

　はしたない動きに、かっと頰ほおが赤くなる。それでも、欲しいとは思っていた。

　だから誤ご魔ま化かさずに、自分から足を開く。内うち股またに鳥肌が立っているのが見えた。これから与あたえられる快感を恐れるように、膝が震える。

「ユノク……」

　名前を呼ぶとユノクは優しげに笑って、俺の頰に触れる。

「お前に名前を呼ばれるのは心ここ地ちがいい。求められているのがよく分かる」

「あっ、ぁ、」

　ずるりと入ってくる。最後まで入れられるのかと思ったら、浅いところでピストンされた。

　俺が駄だ目めだと言った場所を執しつ拗ように責められ、強すぎる刺し激げきに耐えられず、ユノクの腰に足を絡めて押さえようとした。ユノクは無む駄だな抵てい抗こうを微かすかに笑うと、一気に奥の方まで突つき立てる。

　声にならない声が唇から漏もれ、反射的に瞑つぶってしまった瞼まぶたを開けば、綺き麗れいな紫が視界に飛び込んでくる。俺が動いてるときよりも気持ち良さそうだ。俺も、ユノクにされる方が良い。

「ツバサ」

　名前を呼ばれただけでぞくりとした。確かに、彼の言うとおりだ。求められているのが分かって、嬉しい。貫かれてキスをされると、それだけで自分の陰茎が再び反り返っていく。愛されていると知った後とその前では、何もかもが違って感じられた。

　体の中に閉じ込めた陰茎が、自分だけの物だと思うと体がひどく熱くなる。二度と離はなさないようにと、突かれる度たびにぎゅうぎゅうに締しめ付けてしまう。

「ん……っ、俺の名前、もっとよんで、ください」

　首に腕を回しながら強請ねだると、唇を舐なめられた後で「ツバサ」と呼ばれる。

　腰に回した足を強く締めて、深く咥くわえ込む。

「もっと」

　目の前の唇に吸い付くと、求めた通りに何度も名前を呼ばれる。唇を触れ合わせながら中で達して欲しいと思った。

　そんな願いをつっかえながら告げるとユノクは肯うなずいて、俺の望む通りにしてくれた。

　一層激しく突き上げられながら、溺おぼれないように男の背中を抱だき寄せる。

　次の瞬間、内側でユノクの熱が弾はじけた。それに促されるように、俺も繫つながったまま吐はき出す。途端に心地よい疲ひ労ろうがどっと押し寄せてきた。

　ぼんやりと快感の余よ韻いんに浸ひたっていると、唇を啄ついばまれて舌を吸われる。

「お前のためならなんだってできる」

　嬉うれしい言葉に応こたえたかった。なのに意識が急速に沈んでいくのが分かる。体が鉛なまりのように重くなった。きっとユノクが生気を吸ったせいだろう。それなら良かった。

　眠ねむりに吸い込まれる直前、ユノクが俺の理解できない言語で何かを囁いた。初めて抱かれたときに聞いたのと同じ言葉だった。

　一体何なのか、目覚めたときに聞こうと思った。そのときは、聞けると信じていた。







　夏の終わりに受けた模試の結果は、それほど悪くはなかったが良くも無かった。

　予備校からの帰りに電車を待ちながら、しばらくは足を引っ張っている国語の長文読解を重点的に勉強しようと決める。

　キヨスクの前の乗車口付近で電車を待っていると、コツコツというヒールの音が聞こえてくる。何気なく、視線を巡めぐらせると見知らぬ女性が近づいてきて、通り過ぎて行く。

　もう何かに命を脅おびやかされる心配がないので、ホームの中央で電車を待つ事もなくなった。

　ここ二ヶ月は至し極ごく平へい穏おんな生活を送っている。

　───もう、そんなに前になるのか。

　あの台風が去った翌日、ユノクの姿はどこにもなかった。声が嗄かれるほど何度も名前を呼んで家中を、それこそ屋根裏まで全部調べて回ったが気配すら感じられなかった。台所の床ゆかの上にユノクの依より代しろであるあの細工の美しい短たん剣けんが落ちている事に気付いたのは、その日が暮れてからだった。

　何もかも駄目だった。何もかも終わったんだ。

　そう分かったら全部がどうでも良くなって、しばらく台所で呆然としていた。

　三日間は食事が喉のどを通らなかったが、四日目に冷蔵庫を開けたらユノクのために買ったデザートや、スイーツが目に入って貪むさぼるように食べた。結局吐くまでやけ食いした。

　ようやく動き出す気力が出たのはその一週間後だ。予備校にまた通い出したのは、ある意味現実逃とう避ひだった。帰り道でユノクと行った公園に寄って、そこでした何気ない会話を思い出しながら、ふいに彼が現れる瞬間を待った。家にいるときも、ふらっと現れるんじゃないかと期待した。実際、今も期待している。だけど本当は、ユノクとの繫がりが切れてしまった事はよく分かっていた。腕うでの模様が二度と浮うき上がって来ないという事も。

　ぼんやりと腕を見ていると、電車が音を立ててホームに進入してくる。

　電車の中では、以前ユノクがそうしていたように外を眺めた。最も寄より駅に着いてから、家までの途と中ちゆうにあるコンビニで新発売のお菓か子しを買う。甘い物を買うのは、日課になっていた。

　家に帰ると、一応周囲に気配がないか探さぐりながら、それほど広くない家の中を見て回る。

　自分以外は誰だれもいないという事実に、落ち込まないようになるまで一ヶ月は必要だった。

　最近は気分が沈しずむ前に、他の事を考えるようにしている。幸せな記き憶おくだ。貰もらって嬉しかった言葉や、彼の仕草を矢や継つぎ早に頭の中に思い浮かべる。

「俺のためならなんだってできるって言ったんだから、今すぐ現れてくださいよ」

　ユノクが宿っていた剣けんは、自分の部屋の机の上にある。それに触ふれながら詰なじった。

　俺の物だと言ったのに、消えてしまうのは狡ずるい。最後の最後にあんな風に俺を期待させていなくなってしまったのは酷ひどい。だけどそれが俺を守った結果だというのが、一番悲しい。

「たぶん死ぬまでここでユノクの事を想おもい出すんだろうな」

　この家は来年取り壊こわす予定だったが、とても出来そうにない。志望校なんて幾いくらでも変えていいし、いっそ大学進学を取りやめてもいいから、この家にいたかった。

「…………死んだら、会えるのかな。あと何十年かかるか知らないけど、待っててくれるかな」

　手にした剣を額に押し付けながら、そう呟つぶやくとガタリと音がする。

　顔を上げて、音の出所を探ろうとした。どうも濡ぬれ縁えんの方から聞こえてくるようだと気付き、襖ふすまを開ける。すると白い野の良ら猫ねこがさっと、庭を横切っていくのが見えた。

「なんだ……猫か」

　ほっとしたような、残念な気持ちで部屋に戻もどろうとしたら、濡れ縁にはユノクの命を奪うばう原因になったダガーが置いてあった。一ヶ月以上前、いつの間にか鞘さやに収まっていたそれを家の中で見付けたとき、耐たえきれなくなって近くの川に投げ捨てた。

　それがどうして、ここにあるのだろう。恐る恐るダガーを手にとって、鞘を外そうとした瞬しゆん間かんそれが崩くずれる。乾かわいた泥どろがぼろぼろと落ちるように、金属製の鞘が破は壊かいされた。

「っ」

　激しい光が目を焼く。以前にも覚えのある現象に、目が眩くらむのを耐えながら瞼を開いた。

　これは本当に、現実なんだろうか。

　目ま映ばゆい光を纏まとって剣の中から現れたぼろぼろのシャツとデニム姿の男を前に、俺は現実逃避混じりにそんな事を考える。馬ば鹿かみたいに口を開けてユノクの瞼がゆっくりと持ち上がる様を見つめた。恐おそろしいほどに透すき通った紫むらさき色いろの瞳ひとみが、結んだ焦しよう点てんの先に俺を捉とらえる。

　男は億おつ劫くうそうに首を傾かしげた。純度の高い金で作られたような髪かみがさらりと揺ゆれる。

「噓うそ……」

　唇くちびるが小さく震ふるえた。胸の奥がじわりと熱くなる。そんな俺をユノクは見つめ、唇を開く。

「川に物を捨てるな」

　その声は澄すんでいたが、感動的な再会には不似合いなほど不ふ機き嫌げんだった。

　男は爪つま先さきで、濡れ縁の上に落ちていた鞘の欠片かけらを蹴ける。破は片へんがこつんとデニムに包まれた膝に当たったときに、手品の如ごとく突とつ然ぜん現れた目の前の男が静かに怒おこっている事に気付いた。

「いや……だって、まさかあなたがその中に居るとは思わなかったし……。一体、いつその剣に移動したんですか？」

「お前が寝ね入いった後だ。鞘の契けい約やくを解除するには、依代の剣を替かえる必要がある。新しい剣で俺の心臓を突き刺さして元の剣を破壊し、俺が死ぬ前に新しい鞘に入れるのが手順だった」

「なんで、なんで教えてくれなかったんですか？　俺本当にあなたが死んだと思って……っ」

「成功する確率は高くなかった。お前を期待させて、絶望させるのは忍しのびなかった。尤もつとも失敗しても、俺が死ぬ時点でお前の鞘としての契約は切れる筈はずだったけどな」

「……どうして？　自分の事を犠ぎ牲せいにしてまで俺を助けようとしてくれたんですか？」

「その理由は既すでに教えただろう？」

　ユノクの言葉に目め頭がしらが熱くなる。

　泣き出した俺に男が困ったような顔で「お前は暢のん気きに笑ってる方がいい」と口にした。

「あなたがいないと笑えません」

「そうだな、いつも泣いてる」

　男の手が頰ほおに触れた。熱い手が嬉しくて、自分から頰を押し付ける。

「もうどこにもいかないで、傍そばにいてください」

　ユノクが唇を重ねてくれる。触れるだけのそれは、紛まぎれもなくキスだった。

　食事でも、何でもないそれが嬉しくなって笑うと、二度、三度と続けられる。擽くすぐったくて甘い唇を堪たん能のうして、空っぽになっていた心の内側が、幸福によって満たされるのを感じた。

　しかしへらへらしている俺に向かって、男は少し困ったように「ツバサ」と名前を呼んだ。

「再会の余韻に浸っていたいが、いくつか問題がある」

「え？」

「今、お前が壊した鞘についてだ」

「え!?」

　足あし下もとを見て、確かに散らばっている破片を見つめる。もしかして、これ。

「影かげも何体か逃にげた。俺が一時的に弱っていたせいで、かなり活発になっている」

「お、俺のせいですか!?　これ、俺のせいですか!?」

「いや、元々鞘が悪かったんだ。本来ならあの錆さびた剣を用いるつもりだったが、予定が狂くるってこの剣になってしまったからな。あの錆びた剣はまだあるか？　千年しか経たっていない鞘だからあれも耐たい久きゆう性に不安があるが、お前をまた鞘にするよりはましだ」

　千年、と言う言葉に記憶の中にある何かが引っかかる。まさか。いや、でも。

「………数ヶ月前に、埼玉で国宝の剣と鞘が盗とう難なんされたってテレビで言ってたんですけど……」

「スミソニアンにある籠かご柄つかのクレイモアと迷ったんだが、埼玉の方が気軽に行けたからな」

「何、盗ぬすんでんだ！　返して来い！」

「無む茶ちやを言うな。鞘がないと影を抑おさえていられない」

「だから、俺がずっとあなたの鞘になりますから！　それならいいでしょう？」

　考えずに吐はき出した言葉だったが、まるでプロポーズみたいだと気付き、顔が赤くなる。

　紫むらさきの目にじっと見つめられて「いや、だって、俺の方がまだ頑がん丈じようでしょう？」と問いかけた。

「俺で……いいじゃないですか。セックスのときはセーブして貰わないと、困りますけど……」

　もごもごと口にした俺の申し出に、ユノクは恭うやうやしく肯うなずくと「では契約だ」と微笑ほほえむ。

　結局、状じよう況きようは数ヶ月前に出会ったときと殆ほとんど変わらない。むしろゴーレムを失った事や、影が複数逃げた事で悪化していると言ってもいいが、不思議とまったく悲観的な気分にはならなかった。一いつ緒しよに居れば、どんな事だって乗り越こえられる気がした。

　人生はときどき思いもしない事が起こる。

　短剣の中から男が出てきたり、命を狙ねらわれたり、恋こいに落ちたり。何が起こるか分からない人生を一緒に乗り越えていく相手が、自分が愛した相手だなんて、これ以上に最高な事はない。

「ところで、俺、あの日あなたに聞きそびれた事があったんですけど……」

　俺がそう言うと、ユノクはまた面めん倒どう臭くさそうな顔をしたが、今度は消えたりせずに首を傾げて質問の続きを促うながす。だから俺は、ようやく彼が囁ささやいた言葉の意味を知る事ができた。







　あとがき




　こんにちは、成宮ゆりです。

　この度たびは『恋人召喚』を手にとって頂けて、とても嬉うれしいです。




　今回も目を奪うばわれるほど鮮あざやかな表紙を付けてくださった桜城やや先生。

　奇き抜ばつな格好をしているにもかかわらずユノクが大変格好良いです。着流しや洋服、腰こし布ぬのなどの様々な衣装に身を包んだ姿を垂すい涎ぜんの思いで眺ながめております。そして主人公であるツバサも、困っている表情や照れている様子が大変愛らしく、見ているだけで癒いやされます。

　本編では満足に描びよう写しやできていない登場人物達の魅み力りよくを、いつも美び麗れいなイラストで補完して頂き、ありがとうございます。お忙いそがしいところ挿さし絵えを引き受けてくださり、とても嬉しいです。




　さて本作は初めてのファンタジーです。

　巻き込まれ系の主人公が流れに逆らおうとそれなりに奮ふん闘とうしている姿や、わりとあっさり現世に馴な染じんでいるユノクの様子を楽しんで頂けたら幸いです。彼に関しては、一年後辺りにメタボリックな体型になっている予感がしております。

　また、今回は次にいつ空飛ぶ攻せめを書く機会に恵めぐまれるとも知れないので、四十八手にもないアクロバティックな体位に挑ちよう戦せんしようと目もく論ろんでいたのですが、その辺りは皆みな様さまに求められていない気がして、最終的には無難な形に落ち着きました。しかし校こう了りようした現在、折角のファンタジーだったのだから書いておけば良かった、と悔くやむ気持ちが無きにしも非あらずです。




　それはさておき、担当様には今回特にお世話になりました。

〝剣けんに宿るエジプトの精せい霊れいが、刀剣マニアの祖父を持つ主人公を鞘さやとして、Ｈで体力を回復しながら怨おん霊りよう退治をする話〟との濃こいオーダーを頂いた際は「ご乱心かな」と戸と惑まどいを覚えたのですが、いざ着手してみると書くのはとても楽しかったです。是ぜ非ひまたファンタジーに挑戦してみたいです。

　微びに入り細を穿うがったご指導ありがとうございました。




　そして最後になりましたが、読者の皆様。ここまで読んでくださり、ありがとうございます。

　本作は普ふ段だんと違ちがった設定ですが、内容や登場人物達を少しでも面おも白しろいと思って頂けたら嬉しいです。個人的にはゴーレム擬もどきが気に入っております。

　いつもご意見やご感想を賜たまわり感謝致いたしております。心のメインマストです。

　それではまた皆様にお会いできる事を祈いのって。




　　平成二十四年八月


成宮　ゆり　　
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